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序章　ちょっと、テスト中







【異世界コミュニケーションⅠ・小テスト問題】




［問１］

『あなたは異世界に召しよう喚かんされました。

　しかし、その世界では、こちら（地球）の言葉が通じません。現地住民と円えん滑かつにコミュニケーションを取る方法を答えなさい』







［二にの宮みや柚ゆず葉はの答え］

『ＳＮＳを始める』







「そりゃ確かに〝コミュニケーション〟ツールだけども！」

　学園の中庭にある極普ふ通つうの木製ベンチ。

　俺おれはそこに腰こし掛かけ、授業で配られた小テストの答案用紙を前に突つっ込こんでいた。

　この解答をしたのは、隣となりに座すわる小こ柄がらで長い髪かみの少女、二宮柚葉。

　彼かの女じよはアドバイスが欲ほしいと、この赤い大バツがついている答案用紙を俺のところに持ってきたのだが……。

　なんというか、どう言っていいのか分からないレベルだった。

　頭痛がしてきそうな額を押おさえながら、

「ここは百歩、いや一万歩譲ゆずって、そこが結構高度な文明を築いている異世界で、ＳＮＳに似た何かがあったとしよう。それでも言葉が通じないことには変わらないんじゃないか？」

　そう言うと、柚葉は不満があるのか唇くちびるをほんの僅わずかだけ尖とがらせた。

　しかし、それも束つかの間ま、すぐに彼女の手が伸のびてきて用紙を奪うばう。

「貸して」

　それをベンチの上に置き、持っていたシャーペンで何やら書き始めた。

　どうやらこの場で答えを修正しているっぽい。

　待つこと僅か数秒。

　出来上がったのか、俺に再度用紙を突きつけてきた。

　しかも、かなり自信があるのか無表情ながらも得意気な様子。

「これなら完かん璧ぺき」

　受け取った俺が回答に目をやると、そこには――。




『翻ほん訳やくこ○にゃくを食べる』




「……まさか、こんなところで秘密道具の名前を見るとは思わなかったな……。まあ、実際にあったら便利だよな」

「え……無いの？」

　柚葉は不意を突かれたように、きょとんとした。円つぶらで大きな瞳ひとみが頻しきりに瞬まばたきを繰くり返かえす。

「無いだろ。むしろ本気であると思ってた方が驚おどろきだ。そしてなんでちょっと涙なみだ目めなんだよ……」

「……」

　彼女は、まるでサンタクロースがいないことを知ってしまった子供のようにしょんぼりとしていた。

「べつに泣いてなど…………えっぐ」

「今、思い切り『えっぐ』って言ったぞ」

　逆に俺の方が悪いことをしてしまったみたいで居た堪たまれなくなってきたじゃねえか。

　だが、柚葉の回復は早かった。

　何かが憑ひよう依いしたかのように背筋がピンと伸びたかと思うと、再びペンと消しゴムを持って答えを修正し始めたのだ。

　以下、彼女が見せてきた解答（一部抜ばつ粋すい）と俺の反応。




『飲みニケーションをする』

「いやいや、その前に普通にコミュニケーションを取ろうよ。しかもお前、未成年じゃねえか」




『山やま吹ぶき色いろのお菓か子しを配る』

「初っぱなから嫌いやな関係だな！」




『土下座する』

「なんで謝あやまっちゃった!?」




　そのどれもが残念な答えばかり。

　挙げ句、あまりに何度も消しゴムをかけたもんだから――。

　ビリッ

「あっ……」

　用紙がとうとう破れてしまった。

　彼女はそのままベンチの上で項うな垂だれていた。

　そんなに落ち込むほどのことじゃないと思うのだが……。

　それはさておき――。

　俺は少々……いや、かなり問題ありなこの少女を訳あって〝攻こう略りやく〟しなければならない状じよう況きように追い込まれていた。

　攻略というのは恋れん愛あい的てきに陥かん落らくさせるという意味だ。

　このミッションは非常に困難を極きわめる。だが、必ずやり遂とげなければならない。

　改めて隣に目を向ければ、柚葉はふて腐くされた様子で破れた用紙を丁てい寧ねいに折りたたんでいた。

　普ふ段だんは痛い彼女も、こうして静かに見ていれば結構な美少女だと思う。

　腰こしより長い髪はとても艶つややかだし、きめの細かい肌はだは透すき通るようで、触ふれてもいないのに柔やわらかさを感じる。

　――思わず手を伸ばしてしまいそうだ。

「ゆーくん、ダメだよ？」

「!?」

　突とつ然ぜん注意されて、ビクッとなった。まるで心の中を読まれていたかのような言い方だったので尚なお更さら。

　指し摘てきしてきた人物は俺おれ達たちの背後に立っていた。

　穏おだやかで柔にゆう和わな顔立ちの少女。

　それは俺も良く知った顔。

　幼おさな馴な染じみの渡わた瀬せ七なな美みだ。

「なんだ、七美か」

「なんだ、じゃないよー。今、こっそり柚葉ちゃんに触さわろうとしてたでしょー？」

「!?」

　俺よりも先に柚葉が反応していた。頬ほおをピンク色に染めて、体を縮こませている。

「不意打ちで、女の子にそういうことするの良くないよ？」

「んなことするわけないだろ」

「じゃあなんで、七美が注意したらビクッてなったの？」

　彼女はベンチの前に回り込んでくる。

「それは、お前が急に声をかけてくるから……」

「ふーん」

　目を細めて訝いぶかしげに俺を見てくる。

「まあ、いいけどね。でも、今度そういうことがあったら七美に言ってね？」

「なんでだよ」

　彼女はなんら表情を変えず、平然とした態度で言ってくる。

「七美なら、いつでも好きに触らせてあげるから」

「なっ、なに馬ば鹿かなこと言ってんだ!?　冗じよう談だんはよせよ」

　すると彼女は心底意外そうな顔して、

「ん？　どうして？　だって、他ひ人と様さまに迷めい惑わくはかけられないでしょ？　ゆーくんがどうしても女の子に触りたいって言うのなら、幼馴染みである七美が手助けしてあげるのが当然じゃないかな？」

「当然であってたまるか！　いくら幼馴染みでもそんなことしねーよ」

「えっ……」

　俺がハッキリと指摘すると、彼女は急に自信が無くなってきたようで動どう揺ようの色を見せる。

「そ、そうなの……？」

　俺は無言で頷うなずく。

　すると七美は更さらに焦あせりの色を濃こくして、

「で、でも……幼馴染みって言ったら家族みたいなもんだから、そういうの全然気にしないと思うんだけど……」

「そりゃ家族だったら生活の中で意図せず触れることもあるかもしれないけれど、七美が今言ったのは触ることが目的になってんじゃねえか。そこが違ちがうと……なんだ、その……いかがわしい感じが出てきちゃうだろ」

「そ……そう言われてみれば……そんなような気がしないでも……でも……あれ？　うーん……」

　七美は耳たぶの辺りをやや紅潮させながら口くち籠ごもってしまった。

　ここまでのやり取りでなんとなく分かると思うが、彼女は幼馴染みの定義が、世間様と大きくズレている。

　そりゃあ幼馴染みはこう在るべきだ！　なんていう決まりは無いが、たまに幼馴染みを理由にとんでもないことを言い出だすので、こちらとしては困ってしまうのだ。

　しかも当人は本当に善意から言っていることがほとんどで、俺が指摘してやるまで気付かないことが多い。

　そんなわけで俺は、気まずくなって俯うつむき加減でいる七美の様子をしばらくうかがっていた。

　と、そこで、彼女は思い立ったように顔を上げ、瞳を輝かがやかせる。

「あ、わかったー！」

「な、なんだ突然……」

「恥はずかしいんだね」

「ちげーよ！」

「えー……違うの？　おかしいなー……でも、ゆーくんって、いつも七美にベタベタしてきたと思うんだけどなー」

「は!?」

　また、こいつ何を言い出すんだ……。

　このまま好きに言わせたら、あらぬ誤解を受けかねない。

　実際、隣にいた柚葉は顔を真っ赤にして落ち着きがない。

「い、いつも……」

　柚葉は、こういった話題には誰だれよりも耐たい性せいが無いから大変だ。

　だが七美は、そんなことお構いなしのようで。

「うん、そうそう、そうだよ、思い出した。『ななみぃー、さみしいよぉー、なぐさめてー』って言って、ゆーくんが抱だきついてきたのを、七美ちゃんと覚えてるよー」

「いつの話だよ！」

「つい最近」

「物は言いようだな。それはまだ俺達が小さかった頃ころの話だろ」

　何を言い出したのかと思えば……。

　そんなことを思っていたら、隣から厳しい視線を感じた。

「……」

　火ほ照てった顔で柚葉が俺をにらんでいる。

　まずい、まずい。

　これ以上、好き勝手言わせて、七美と俺が幼馴染みを超こえた関係だと本気で思われたら困る。それは確実に攻略への障害になるからだ。

　ならば、ここであの手段を使うしかない。

　心に決めた俺は、七美の言葉を遮さえぎるように言い放つ。

「もうこれ以上、〝俺の彼女〟の前で、そんな話は止やめてくれ」

「俺の……彼女??」

　七美は呆ぼう然ぜんとしていた。

「ああそうだ。柚葉と俺は付き合ってるんだ」

「え……」

　柚葉は自分のことだとは思ってもみなかったのか、ぼんやりとしていた。

　しかし、次し第だいに状況を理解し始めたようで、じわじわと表情に変化が起こる。

　そして――、

「………!?」

　まるで金魚のように口をパクパクとし始めた。

　一方、七美は、まだそのことを信じていない様子で。

「ま……また、そんな冗談言ってー」

「冗談じゃない」

「どうなの？　柚葉ちゃん」

　七美は直接、柚葉に尋たずねた。しかし彼女は無言でぶるぶると首を横に振ふるだけ。

「ほら、やっぱりー」

「ぶるぶるしてるから、ちょっと寒いだけだろ」

「なら証しよう拠こを見せてよー」

　そう来たか。

　――ならば。

　俺と彼女。

　恋こい人びと同士しか知らないような情報を提示すればいい。

　都合よく、そんな情報を収得できる力が、この俺にはあるのだから。

「いいだろう」

　そう言って俺は、七美に気づかれないよう隣にいる柚葉に目を向ける。

　彼女は俺の視線に気づいて動揺していたが、構わずその瞳を見つめた。

　すると柚葉の瞳どう孔こうから光が溢あふれ出でてくる。




　状態強ステータス・デ制開示イスクローズ、開始。

　接続コネクト完かん了りよう。

　個人情報、開示。

　有効な情報を検けん索さく――。




　見つけた。

　俺と彼女の間でしか知らない情報。

　これならば証明になるはずだ。

「72、51、74」

　ビクッ

　俺がある数字を口にした途と端たん、柚葉がベンチから飛び上がった。

「どうして……」

　彼女は最初のうちは頬を紅潮させているだけだったが、すぐにムッとした表情に変わってゆく。

　すると柚葉の感情に呼応するように、使し役えきしている神しん獣じゆうが彼女の肩かたの上で目を覚ます。

　それは体長三十センチほどの小さな白竜ホワイトドラゴンだった。

　白竜は口を大きく開け、攻こう撃げきの態勢を取り始める。

「あ、あれ……？」

　もしかして……俺、間ま違ちがったか……？

　困こん惑わくしていると七美の様子もおかしいことに気づく。

　見れば彼女も異能を解放していて、左右それぞれの手に炎ほのおと冷気の宿った剣けんを持っていた。

「なっ……お前まで!?」

「ゆーくん……いくら恋人同士でも〝スリーサイズ〟を知ってるなんて有り得ないよ。まさか……越こえてはいけない一線を越えてしまったの？　犯罪者になってしまったの？」

「いや、そういうわけでは……」

「きっと魔まが差したんだね。七美がその魔を祓はらってあげるよ。大だい丈じよう夫ぶ、すぐ終わるから」

「祓うようなもん憑ついてねーよ」

　そんなやり取りをしている間に、柚葉の肩にいる白竜の口から光が漏もれ始める。

　閃せん光こうと熱線を放つ《閃焔ライトニングブレス》の構えだ。

「おいおいおい、マジか……ちょっと、待て……」

　俺は静かにベンチから腰を浮うかす。

　これは、逃げられっかなー……なんて考えながら。




　さて、俺がなんでこんなことになっているのか？

　そもそもは俺の体に厄やつ介かいなものを仕し掛かけた奴やつのせいなんだが、そいつが何者なのか知らないし、意図も分からない。

　分かっているのは、その厄介なものがこの学園に来る切きっ掛かけになったっていうことくらい。

　諸もろ々もろの始まりは数日前に遡さかのぼるわけで……。




　これは俺が俺自身を取とり戻もどすまでの物語。







第一章　どうやら、転校中







『私わたし達たちは来きたる異世界召喚に備え、日々鍛たん錬れんを重ねています』




　この春から通っている高校への道のり。

　今日もその通学路を歩いていると、俺の耳にそんな台詞せりふが入ってきた。

　音の方向へ目を向ければ、そこにはビルの上層に設置された大型街頭ビジョンがあって、画面の中で制服を着た女の子達が、杖つえから火球を放っていたり、華か麗れいな剣けん捌さばきを見せたりする映像が流れていた。

　それは決して映画やゲームのＣＭなんかじゃない。

　本物の異能だ。

　異世界へひとたび救世主として招かれれば、即そくチート級の力を発揮して悪を討うち滅ほろぼし、その後は決まって英えい雄ゆうと称たたえられる。そんな異世界召喚は今や空想だけのものではなく、現実に有り得る出来事として世間に認にん知ちされていた。

　実際、選ばれし者はある年ねん齢れいに達すると異能に目覚める。

　異能を持つということは、異世界に召喚される資格を得た〝救世主〟ということだ。

　国はそんな召喚予定者を一カ所に集め、異世界へ召喚されるまでの間、適切な指導を行う教育機関を設けた。

　その教育機関ってのが、あのＣＭだ。




『異界の未来と、この世の安心安全を考える学校、《飛ひ界かい学がく園えん》です』




　画面上で制服に身を包つつんだ数名の女生徒達が綺き麗れいに整列し、声を揃そろえてその名前を告げていた。全員美少女だったが、特にセンターに位置している子はツーサイドアップの髪と円らな瞳が印象的で、他ほかの生徒と比べ一ひと際きわ可愛かわいかった。

　まるでアイドルグループだな……。

　差さし詰ずめ、宣伝の為ためのプロモーションアイドルといったところか。

　にしても、最近このＣＭよく見るよなあ。

　Ｙｏｕユー　Ｃｕｂｅキユーブとかニヤニヤ動画の広告もこればっかだし。いい加減見み飽あきたというか、逆に必死さが表に出ていて憐あわれに思えてくる。

　通勤通学で目の前を忙せわしなく行き交う人々は、特に街頭ビジョンへ興味を示すことも無い。ゲームやアニメで見たような力が目の前の現実にあるというのにだ。

　彼かれらが無関心なのにも理由があった。

　異世界召喚や異能者が持てはやされたのは、もうだいぶ昔の話。俺達の世代が生まれるより前のことだ。

　時代の潮流に呑のまれたっていうやつだな。

　それに加え、突然の〝召喚活動停止〟が追おい討ちをかけた。

　十年前から、異世界召喚が全く起きなくなってしまったのだ。

　しかし、異能を持った召喚予定者は現れ続けたので学園は待機者で常に一いつ杯ぱいだった。

　そんなこともあって、飛界学園は時の流れの中でその存在が薄うすらいでいってしまった。

　中には「学園存続は税金の無む駄だ遣づかいだ」とか、「いや、逆に異能者を野放しにしておくのは危険だ」とか言う者もいた。

　だからこそ、今もこうして学園のイメージアップの為に広告を打っているのだが、逆に多すぎる広告は風景に溶とけ込み、人々の心には入ってこないまま空気になっていた。

　まあ、異能を持っていない、ただの高校生である俺にとってはまったく関係の無い話だけど。

　さて、ちょっと急ぐか。

　俺は止めていた歩みを再開する。

　今朝は妹にからまれたせいで、いつもより家を出るのが少し遅おくれた。このペースだとギリギリ遅ち刻こくになるかどうかってところだからな。

　俺は早足気味で大通りから細い脇わき道みちに入る。

　そこは普段から近道として利用している路地だが、ビルとビルの合間に延びる狭きよう小しような場所とあって人通りは全く無い。

　居酒屋などの飲食店の裏口が連なっている所なので、ビールケースやゴミバケツなんかが多く積み上げられている。ここをあえて通ろうなんていう人間はそういないだろう。

　まあ、特に気にせず先を急ぐ。

　だが、

　今日はそれを阻はばむ者がいた。

「フリィィィィィィズッ！」

「っ!?」

　突とつ如じよ、路地裏に甲かん高だかい声が響ひびいた。

　俺は思わず足を止める。

　がしかし、声がどこからしてきたのか分からない。

　なんだなんだ、なんの声だ？

　視界の中に人ひと影かげが無いことを確かく認にんし、振り向むこうとした直後だった。

　俺の背中に細長い何かが突きつけられた。

　この感かん触しよく……もしかして……。

　俺は反射的に両手を挙げてしまっていた。

　するとすぐに背後から少女と思おぼしき声が上がる。

「はいはい、動かないで動かないでー。おとなしくしてくださーい。あんまり騒さわぐとどうなるか分かってますよねえ？　キスしますよ？」

「…………へ……？」

　まるで緊きん張ちよう感かんの無い口調と意味不明な脅きよう迫はくに、強こわ張ばっていた筋肉が一気に弛し緩かんする。

　加えてその緩ゆるさに引きずられ、銃じゆうっぽいものを突きつけられていたにもかかわらず、うっかり振り向いてしまった。

「わっ!?　動いちゃダメって言ったじゃないですかー。ホントにもーう！　ぷんぷんですよ？」

「……」

　俺はしばし呆然としてしまった。

　眼前に、頬をぷっくりと膨ふくらませた少女が立っていたのだ。

　見た感じ中学生くらい。細身で色白、ぱっちりとした目、上品な口元。

　スタイル、顔立ち、どれを取っても整いすぎているくらいで、まるで美少女フィギュアをそのまま生身に変へん換かんしたような容姿だった。

　そんな彼女は、真まっ直すぐに伸ばした人差し指を、いまだ俺の腹に突きつけたままだ。

　一体、何がしたいんだろうか？　まったくわけが分からない。

　わけが分からないといえば、彼女の格好もそうだ。

　頭の上には細長い耳。お尻しりにはふわふわの丸い尻尾しつぽ。メイド服っぽい衣装には、そこかしこにファーがあしらわれている。それはまるで白ウサギのようだった。

　こういうのもバニーガールと呼べるんだろうか？

　背中までの髪は鮮あざやかな銀色で、地毛っぽい。

　そして何より目を引いたのは、ランドセルのように背せ負おわれた巨きよ大だいな懐かい中ちゆう時計だった。

　なんなんだよ、あれ……。

　いくらここが繁はん華か街がいとはいえ、呼び込みの店員にしてはやりすぎな感があるし、今はいかがわしい店が営業しているような時間帯でもない。それに彼女はどう考えても未成年にしか見えない。

「えーと……状況が飲み込めないんだが。俺は一体、何を脅おどされているんだ？」

「だーかーらー、騒ぐとキスするって言ってるんです。まあ、騒がなくても結局はキスするんですけどね」

「は？」

「まあ、ぶっちゃけ、『どうでもいいからキスさせろ』と言いたいわけです」

「……」

　俺は額に手を当てた。

　若じやつ干かんめまいも感じた。

　どうやらヤバイのにからまれちまったらしい……。

　こういうのは相手にしない方が得策だ。うん、そうしよう。さっさととんずらだ。

「すまん、俺、今急いでるから」

　そう言ってその場を立ち去ろうとした。しかし次の瞬しゆん間かん、素す早ばやい動作で俺の手を彼女の両手が包み込んできた。

「わわっ、まっ、待って下さいよ！　大だい丈じよう夫ぶですっ！　全然痛くありませんから」

「痛くないのが普通なんだがな」
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「むむむむ……で、でもすぐですよ？　たとえるなら鮭さけの産さん卵らんくらいすぐです！」

「どんなたとえだよ」

「じゃあ、ちょっと舐なめるだけでいいですから」

「余計ハードになってるじゃねえか！」

　じわじわと迫せまってくる彼女に恐きよう怖ふを感じた俺は、

「そもそもなんでそんなに、その……キスにこだわるんだよ。男に飢うえてるってなら、俺じゃない他のヤツに声かけてくれ」

　そう言って今度こそ、この場を離はなれようとした。

　しかし――

「何言ってるんですかー、私は桜さくら田だ祐ゆう介すけさん、あなただからこそ、こうして声をかけているんですよ」

　彼女の口から出た思いがけない名前に鳥とり肌はだが立つのが分かった。

「な……!?　なんで俺の名前、知ってんだ!?」

　おののく俺に対し、バニーさんは妖あやしげな笑えみを浮かべていた。その際に彼女の頭にある長い耳が「ぶるるっ」と震ふるえた。その動作はオモチャや作り物とは思えない、実に生っぽい動きだった。

　もしかして……本物??

　そこで彼女はかしこまったように一歩下がり、一礼する。

「ご挨あい拶さつが遅れました。私、召喚者管理協会から参りましたクロワと申します。三日月クロワツサンのクロワと覚えて下さい」

「召喚者管理協会？　聞いたことが無いな」

「当然ですよ。だって、この世界の機関ではありませんから」

「え？」

「まあそのことは一時置いといてですね。私は協会の者として祐介さんにキスしなければならないのです」

　クロワは一方的に会話を元に戻した。

「理由は？」

「え？」

「そうしなければならない理由だよ」

「それを話したら祐介さんは絶対、私とキスしてくれないので言えません」

「なんだよそれ……。ま、話してくれなくても既すでに全力で拒きよ否ひしているけどな」

「ぬぅ……」

　彼女は急に口籠もり、下を向いてしまった。さらには今にも泣きそうな表情を浮かべながら上うわ目め遣づかいで俺を見てくる。

　そんな顔されたら、これ以上強く言えなくなっちまうだろうが。

「祐介さんは、私とキスするの……そんなに嫌なんですか？」

「い、嫌とか別にそういうことを言ってるんじゃなくてさ……」

「じゃあ好きなんですね♪」

「なんでそうなる！　極きよく端たんすぎる奴だな……」

「だって今、『嫌きらっているわけじゃない。むしろ今すぐ君をメチャクチャにしたい』って言ったじゃないですか」

「お前の耳はどこについてるんだよ!?」

「もちろん、ここですよ」

　彼女は唐とう突とつに自分のウサ耳をこちらへ向けてきた。ふわふわした先っぽが俺の鼻先に触れる。するとそこから血の通った温ぬくもりを感じた。

「っ!?　やっぱり本物!?」

　やべえ！　こいつやべえ！　人間じゃないのか!?

　戸と惑まどいながら仰のけ反ぞる。

「とにかく、見ず知らずの女の子にいきなりキスを迫られても受け入れられないというのが俺の答え。それにそっちは何か隠かくしているようだしな」

「……ふっ」

「？」

　クロワは小さく笑った。同時に彼女がまとっていた空気が変化したのを感じ、俺は咄とつ嗟さに身構えた。

「仕方ありませんね。ならば力ずくでその唇を奪うとしましょう」

「シリアス気味になっても、やることは変わらないんだな……」

「言っておきますが私は唇くちびる略りやく奪だつのプロですからね。抵てい抗こうしても無む駄だですよ」

「どんなプロだよ」

　彼女は顔の横で手の指をわにわにと動かしていて、いつ飛びかかってきてもおかしくない状態。

「神しん妙みようにして下さい。これも祐介さんの為ですから」

「……え？」

　俺の為？　どういうことだ？

　それを考える間も無く、クロワが動いた。

「お覚かく悟ごぉぉぉっ」

「おっ!?」

　彼かの女じよは両手を横に広げて突とつ進しんしてきた。

　プロだのなんだの言っていたから一応は警けい戒かいしていたものの、それはただ掴つかみかかってくるだけの鈍どん臭くさい動きだった。

　こいつは簡単にいなせそうだ。そう思ったのだが……。

　ふと彼女の足あし下もとに目をやった時、俺おれはある物の存在に気がついてしまった。

　近くの飲食店のものなのだろう、片付け忘れたビール瓶びんがそこに転がっていたのだ。

　案の定、瓶は突進してくるクロワの進路上にある。

　ああ、これは確実にそいつを踏ふんで転ぶパターンだ。

　というか、既にもう踏んでいた。

「うわぁああっ!?」

　瓶の上に乗っかってバランスを崩くずし、後ろへ転びそうになっている。彼女の背後には山と積まれたビールケースがあって、このままあそこへ転べば瓶の破は片へんで怪け我がをしてしまう可能性がある。

　俺の体は無意識に動いていた。

　前へ踏み出すと、すぐに彼女の背中に手を回して支え、もう片方の腕うでで腹の辺りを包み込こむ。それで事故は免まぬがれた。

　しかし、後になって感じたのは、なんでこんなことをしてしまったんだろうという後こう悔かい。

　自分の腕の中を見れば、繊せん弱じやくな体が横たわっていた。

　彼女の姿はまるで王子に恋こいした姫ひめのようで、瞳ひとみは濡ぬれそぼり、頬だってほのかに赤く染まっている。

　まるでそれを体現するが如ごとく、愛いとしい人を愛めでるように彼女の手が俺の顔に触れる。

　顎あごを伝い、

　頬に伸のび、

　力強く――――ロックされた!?

「隙すきあり！」

「なんだ……ほっ!?」

　気づいた時には、俺の唇くちびるは奪うばわれていた。

　しかも、なんだか体の中心から熱いものが溢れ出してくるような感覚に襲おそわれ、そいつに抗あらがおうとした矢先、意識が途と絶だえた。
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　ぺちぺち

「う……」

　ぺちぺちぺち

「うう……」

　なんだ……この「ぺちぺち」とかいう音は。

　意識がはっきりしない中で考える。

　どうやらこの音は、俺の頬に押おしつけられている冷たいものからしているようだ。

　あれ？　そういえば俺、なんで寝ねてるんだっけ？

　ああ……そうだ、クロワに無む理り矢や理りキスされて、それで……。

「……はっ！」

　思い出したと同時に目が覚めた。

　視界に入ってきたのは全く面識の無いツインテールの少女。

　彼女は学生なのか制服を身につけていた。それはオーソドックスなブレザータイプの制服に軍服のような硬こう質しつさも併あわせ持もたせたデザイン。

　ん？　この制服、どこかで見たことがあるような……。

　そんなことを思いつつ、ぼーっと彼女を見ていると、その手に灰色の長ちよう剣けんがあることに気がついた。

　そう、さっきから冷たいなあと思っていたのは、俺の頬に押し当あてられた彼女の剣だったのだ。

「うわ、あっぶねっ！　これ本物か？　誰だよ、お前」

「やーっと、目が覚めたみたいね」

　少女は目を細めると気け怠だるい感じで剣を引いた。

　そのまま鞘さやに収めると、ゆっくりとした動作で肩に担かつぐ。

「よっこいせっ……と」

　なんだか見た目と違って、随ずい分ぶんとおばちゃんっぽいしゃべりだ。

　彼女はさておき、俺はなんとなく剣のガード部分に嵌はめ込まれた丸い宝石が気になって、ふと目をやった。

　すると、その宝石が目玉のようにギョロリと動いて俺を見てきたのだ。

　そして――、

「姉さんに対してお前とはなんだ、お前とは」

「けっ、剣がしゃべった!?　しかも超ちよう胡う散さん臭くさい声で」

「だ、誰が胡散臭いだって!?　それに剣がしゃべったくらいでいちいち驚おどろくなよな。ここではさして珍めずらしいもんでもないぜ？」

　ここでは？

　俺は剣に促うながされるように半身を起こし、周囲を見回してみる。

　ソファーに寝かされていたようで、近くにはローテーブル、壁へき面めんには書しよ棚だなが整然と並んでいるのが見える。部屋全体は薄うす暗ぐらいが、あっさりとした印象。

「そういえば、ここって？」

「飛界学園よ」

　ツインテールの彼女が答えた。

「飛界って……もしかして、あの？」

「そう、あの召しよう喚かん予定者達の学園。そしてあたしはこの学園の学園長、平ひら内うち彩あや芽め」

「学園長!?」

　とてもそんなふうには見えないので驚いてしまった。どこから見ても俺と同じ高校生くらいにしか見えないし、なにより学園の制服を着ていたから。どこかで見た制服だと思ったのは、ＣＭでいつも見ていたからだ。

　ってことは、ここは学園長室……か？　見た目それっぽいし。

「へへっ、どうだ、姉さんがあまりにべっぴんで見み惚とれちまっただろ？」

　また剣がしゃべった。

　しかも、なぜだか誇ほこらしげだ。

「こう見えても姉さんは三み十そ路じなぶぼぉごわぁぁっ!?」

　彼の言葉は途と中ちゆうで悲鳴に変わった。

　それは学園長が突とつ然ぜん、剣を床ゆかに叩たたきつけたからだ。

　ゴンッ、ゴンッ、ゴンッ

　まるで悪あつ鬼き羅ら刹せつでも乗り移ったかのように一心不乱に振り下おろす。

　打だ撃げき音おんが室内に響く度たびに、

「ひぎぃっ！」

　という悲痛な叫さけびが上がっていたが、それもしばらくするとしなくなった。

　大丈夫だろうか……剣の人。

「ハァ……ハァ……また余計なことベラベラと……いつつつ……まーた腰こし痛めちゃったじゃん。ふぅ……」

　どうやら学園長は気が済んだらしい。前まえ屈かがみになりながら剣を杖のようにして立ち、腰に手を当てながら深く息を吐はいていた。

　そして僅きん少しようの間。

　ようやく俺の視線に気がついたのか、慌あわてて取り繕つくろい始める。

「あっ……ああっ、この剣ね、よくしゃべるから時々このガードの所が曲がってたりするのよ。だからたまにこうして直したりするわけ。あははは……。あ、こいつ？　これはあたしの相棒、魔ま剣けんサードルフっていうの。サーちゃんとか気軽に呼ぶとつけ上がるから注意してね。ちなみにあたしのことは気き兼がねなく『あやりん』って呼んでいいよっ♪」

「……」

　あまりの痛々しさに、ちょっと言葉が出ない。

　しかしまあ、あんな剣を持ってるってことは、彼女は俺が初めて生で見る異能者ってことでいいんだろうか。

「あの、学園長」

「むっ」

　無言でにらまれた。

「あー……えっと……あ、あやりん？」

「なーにかなっ？」

　満面の笑みに変わる。

「……」

　……もうその辺のことは気にしないようにしよう。

「俺はなぜここに？　確かさっきまで自分の学校に向かってたはずなんですが」

「それについては彼女から説明してもらった方が早いわね」

　彩芽先生はそう言って、窓まど際ぎわにある学園長の机に視線を移した。

　するとテーブルサイズの大きな机の下から、二本の長い耳がにゅっと現れる。

　俺はすぐにあいつだと悟さとった。

「えへへ……先さき程ほどはどうもです、祐介さん」

　全身を現したクロワは出会った時と全く同じ格好だった。だが、なぜだか顔に赤みが差していて、態度も落ち着かない様子。

　彼女に言いたいことは色々あったが、今は目先の疑問が優先だ。

「お前が俺をここに運んだのか？」

「そうですよ。彩芽先生にもお手伝い頂きましたが」

「じゃあ召喚者管理協会ってのは飛界学園と関係がある組織なのか」

「いいえ、全然。ただ利害が一いつ致ちしたっていうだけの話です」

「利害？」

「それは順を追って説明しますね」

　クロワは俺の真向かいのソファーに腰を下ろし、彩芽先生もその隣となりに座すわる。

　全員が落ち着いて座ったところでクロワは話し始めた。

「まずは祐介さんに言っておかなければならないことがあります。それは、あなたが召喚予定者だということです」

「へ??　何言ってんだよ。俺には異能なんて無いぞ」

「そう思っていたのは、今までその力が封ふう印いんされていたからなんですよ」

「はあ？　誰だれが何の為にそんなことを」

「何者かが召喚予定者以外のもう一つの力を祐介さんに植え付けた。それを隠す為に封印という手段が取られたんです。というわけで、祐介さんは召喚予定者であり――、

《ゲートドミネーター》でもあるです」

「ゲートドミネーター……??　なんだそりゃ？」

　全く聞いたことも無い単語を出だされ、反応にすら困る。

「祐介さんは十年前からこの世界の召喚活動が停止していることを知ってますよね？」

「ああ」

「その召喚を止めている元げん凶きようが祐介さん、あなたなんです」

「へーそうなんだ…………って、マジか!?」

「マジです。異世界への門ゲートを支配ドミネートする者。それがゲートドミネーターです。本来なら私達、神しん人じんが救世主の召喚管理を行うことで各世界の均きん衡こうが保たれていたのですが、ゲートドミネーターの発生によってそのバランスが大崩れ。このままゆくと芋いもづる式しきに関係なかった他の世界まで影えい響きようを及およぼし始めて、将来的には大変なことになってしまうんです。そこで祐介さんに協力してもらい、この問題を解決しようというわけなんです」

「そうは言っても、俺に何ができるっていうんだ？」

「もちろん、召喚活動の再開です。それができるのはゲートドミネーターだけですから。具体的な方法としては、この学園の生徒である召喚予定者に近づいて頂き、心の門ゲートを開放、互たがいに通じ合うことで相手を異世界へ召喚させることができます」

「ちょっと待て、〝心の門ゲートを開放〟ってなんだよ」

「端たん的てきに言えば〝恋れん愛あい的てきに攻こう略りやくする〟ってことですね」

　俺の中で一いつ瞬しゆん、時が止まる。

「はああ!?　まさか学園の生徒、一人一人を俺に惚ほれさせろって言ってるのか？」

「はい、そうなります。無論、そこには男子生徒も含ふくまれますので、ぐふふふふ……」

「おい……今、よからぬ想像をしただろ」

「そんなこと無いですよ。『アーッ！』なシチュエーションを想像してただけです」

「してんじゃねえか。ったく……それにそんなこと、『はい、そうですか』って簡単に協力できるわけないだろ」

「はいはい、そう言うと思いまして、それ以外の方法もちゃんと考えてますよ。実はゲートドミネーターというのは〝対の存在〟なんです」

「てことは、俺以外にも召喚を止めている奴がもう一人いるってことか？」

「ええ。ちなみに祐介さんは《ゲートオープナー》と呼ばれるもの。そしてその対の存在は《ゲートクローザー》と呼ばれています。その者を攻略すれば全すべての異世界へと繋つながる門ゲートが一いつ斉せいに開いて、一人一人を攻略しなくても召喚活動が再開されるという寸法です。ゲートクローザーもこの学園に召喚予定者として紛まぎれ込んでいるはずですが、祐介さんと同じように当人はそのことを知らないでしょうね。あーそうそう、クローザーは〝対の存在〟ですから〝必ず女子〟になりますんで、その辺のところは安心して下さい」

「なーんだ、女の子か。それなら安心……するかぁぁぁっ！　結局やることは同じじゃねえか」

「あれ？　じゃあやっぱり『アーッ！』ってなる方がよかったですか？」

「よかねえよ。とにかく、俺にはそんなことできない」

「でも拒否することはできないんですよ」

　クロワは不敵に笑う。

「え？」

「この地にゲートドミネーターが発生している事実は、今のところ地域担当のこの私しか知らないんです。ですが、このことが召喚者管理協会上層部に知れれば、祐介さんには真っ先に殺処分の命令が下るはずです」

「な……殺……って、そんな簡単に??」

「ええ、それはもうサクッと殺されますよ」

「……」

　悪お寒かんが走った。

　なんだか急にヤバイ雰ふん囲い気きになってきたぞ……。

「ちなみに協会の監かん査さ役やくが十五年に一度やってきます」

「結構、時間的な余よ裕ゆうはあるんだな……」

「前回の監査が召喚停止の二年前でしたから、それから十年経たってますんで、猶ゆう予よはあと三年ってところですかね」

「突然シビアになってきたーっ!?」

　そこで急にクロワはソファーから立ち上がり、俺の隣に腰こし掛かけてくる。

　しかし、なぜだか恥はずかしそうにしていて、一向に視線を合わせようとはしない。

「できれば私も祐介さんに、そんなことにはなって欲ほしくないんです。だからこそ……キスをしたわけなんですが」

　俺は彼女に無理矢理、唇を奪われた時のことを思い出す。

「そういや、あの時のキスに何の意味があったんだ？　俺の為だとか言ってたけど」

「それはですね、祐介さんに施ほどこされていた封印を解く為に必要な儀ぎ式しきだったんです。それで召喚予定者とゲートオープナーの二つの力が解放されたはずですが、何か感じませんでした？」

「いや、特には……。あ、でも、キスされた直後に胸の中心になんていうか、こう溢あふれ出してくるような熱いものを感じたな。その結果、気を失ったわけだけど」

　俺の言葉にクロワは安あん堵どの息を吐ついた。

「よかった。ちゃんと爆ばく弾だんもセットされたようですね」

「ば、爆弾??」

「封印を解くついでに、祐介さんの体内に魔ま法ほう爆弾を設置させて頂いたんですよ」

「ちょっ!?　何してんだよ！」

「ちなみにその爆弾、対象を攻略する際、失敗したり、祐介さんがゲートオープナーであることが相手にバレたりすると爆発します」

「なんでそんな無用なリスクを増やしてんだよ。そもそも、それのどこが俺の為なんだ！」

「それくらいのことをしないと必死になって頑がん張ばってくれないと思いまして。それで上う手まくゲートクローザーを攻略できれば、ひいては祐介さんの為になると。あとは攻略する相手に攻略しようとしていることがバレると何かとやりにくくなりますからねえ」

「いやいやいや、殺処分されるってだけで、もう充じゆう分ぶん必死だから！　必要ないから！」

「それとですね」

「まだあるのかよ」

「私の管かん轄かつ地域でゲートドミネーターが発生していて、それが十年もの間、放置されてただなんて上層部に知られたら、私まで懲ちよう戒かい処分にされてしまうわけですよ。それはもう必死になるってもんでしょ？」

「保身か！」

「それは忙いそがしさにかまけて、ちゃんと確認してなかった私が悪いんですけどね。でも本当に悪いのはゲートドミネーターを発生させた奴やつなんですよ。私がその痕こん跡せきを見つけなければもっと大変な事態になっていたかもしれない。上はそういうのを分かってくれないんですよ。ほんと、ブツブツブツ……」

　なんか愚ぐ痴ちを言い出したぞ……。

　と思ったら、急に俺の手を握にぎってきた。今度はしっかりとこちらの目を見つめてくる。

「あ、そうそう、先程の私の懲戒処分の件ですが、少々言葉が足りませんでしたね。あれは職務的な処分ではなく、祐介さんと同じ殺処分ですんで、どちらにせよ召喚活動を再開させなければ二人に未来は無いんです。そういうわけで私わたし達たちは運命共同体のようなもんです。だから一いつ緒しよに頑張りましょう」

　彼女は話の内容とは裏腹に、笑え顔がおでさらっとそんなことを言った。

「…………」

「決まりですねっ」

　クロワは無言を了りよう承しようと捉とらえたのか、嬉うれしそうに握ったままの手をやたら上下させた。

　これで俺のこれからが決まったが……一連の問題に対する学園側のスタンスをまだ聞いてない。クロワは利害が一致したとか言っていたが。

　その辺りのことを、彩芽先生に聞いてみないとな。

　俺はテーブルを挟はさんだ先に目を向けた。

「あのー、さっきの続きなんですが」

「くかー……」

「って、寝てるし！」

　彩芽先生は熟じゆく睡すいしていた。

　ソファーからは両足が投げ出され、ちょっとスカートが乱れて危あやうい感じになっている。

　顔は天てん井じように向けられ、口元には涎よだれっぽいものまでうかがえた。

「……んあ？　あ、終わった？」

　彼女は光るものを手で拭ぬぐいながら上体を起こした。まだ目は虚うつろだ。

「終わった？　じゃないですよ。人が生きるか死ぬかの話をしてるってのに……」

「だって話、長いんだもの。で、何か？」

　色々文句を言いたくなったが、今は止やめておいた。

「この件に関して学園側は協力してくれるってことでいいんですかね？」

「そうなるわね。まあ、事情を知ってるのはあたしだけだけど。とにかく、ぱぱっと攻略して、ささっと召喚活動を再開させちゃってよ」

「んなこと言っても、そう簡単には……」

「近ちか頃ごろはさー、税金の無む駄だ遣づかいだーなんだって学園に対する風当たりが厳しくってね。そのくせ、異能者は野放しにするなー、危険だー、何されるか分からないからちゃんと管理しとけーって文句言うし、一体どうしろってのよ？　あームカつく！　昔はこんなんじゃなかったのに……。あたしが在学生だった頃ころは召喚予定者ってもっとみんなの憧あこがれ的存在だったのよ？　あやりん、可愛かわいい！　格好かつこいい！　超ちようすごい！　まるでアイドルみたい！　って言ってくれて。それが今じゃさー……」

　なんだか調子が出てきたのか、突然ベラベラとしゃべり始めた。

　こりゃ長くなりそうだなー……なんて思ってたら、本当に長くてちょっと心が折れそうになった。

　いい加減にしろ！　なんて言う気力すら無くなってきて、今度は俺の方が眠ねむ気けに襲われ始めた時だった。

「というわけだから、ぱぱっと攻略して、ささっと召喚活動を再開させちゃってよ」

　唐突に話が終わった。

　しかも最初に言ってたことと全く同じ言葉に落ち着いて。

　なんだったんだよ……この無駄な時間は！

　その後、俺が退室する間ま際ぎわ、彩芽先生が「言い忘れた」と、あることを告げてきた。




「そうそう、転校手続きとか親おや御ごさんへの説明はこっちで全部やっといたから安心して。でも本当の事情は明かせないから、あたしのヒモになったってことにしといたわ」

「もっとマシな嘘うそはなかったのかよ！」




　しばらくして、俺のもとに母親からＮＩＮＥナインメッセージが届いた。




［母］


『祐ちゃん、ラッキー♪』




13：06　既き読どく









第二章　ちゃんと、ステータス確認中







　俺は与あたえられた寮りようの自室にいた。

　この学園は全寮制なので、全員が寮に入ることが義務づけられている。

　但ただし、男子と女子は別べつ棟むねだ。

　室内にはベッドと造り付けのクローゼット、小さな机があるだけのシンプルな部屋。

　これからはここを拠きよ点てんとして、学園生活を送ることになる。

　が、しかし……。

「なんで、お前がここにいるんだよ……」

　部屋の中に、さも当然のようにクロワがいた。しかも、俺のベッドの上で寝ね転ころびながら漫まん画がを読み、めちゃめちゃ寛くつろいでいた。

「あれれ？　先程も言ったじゃないですかー。私達は運命共同体だって。それなら、いつでもどこでも一緒なのは当たり前じゃないですか」

「同室である必要はないだろ。しかもここ男子寮だぞ？」

「いつなんどき私のサポートが必要になるか分からないですから」

「だったら、その時に呼ぶから問題無い」

　俺が突つき放はなしたように言うと、彼女はベッドから跳はね起おきて静かに歩み寄ってくる。

　そのまま息がかかるほど間近に顔を近づけ、耳元で囁ささやく。

「別に今すぐ爆発させてもいいんですよ？」

「ぬ……」

　俺の胸には彼女の人差し指が突きつけられていた。

　実際、そんなことをしても彼女に得は無いだろうけど……。

　まあ本気かどうかは分からないが、ここは従っておいた方が無難か。

「分かったよ……好きにすればいい。でも他ほかの生徒に見つかっても知らないからな」

「大丈夫ですよ。隠おん密みつ行動大得意ですから。神界ではステルスクロちゃんとも言われてましたし」

「それ、ただ単に存在感が無かっただけじゃないのか？」

「……」

　クロワの目は死んだ魚のように虚こ空くうを見つめていた。

　なんか……黒歴史に触ふれちゃったか？

　いまだ放心状態の彼女。

　このままじゃ埒らちがあかないので、俺は話題を変えることにした。

「で、これからどうするんだ？　そのゲートクローザーってのを捜さがす必要があるんだろ」

「その前に、これどうですか？　違い和わ感かん無く溶とけ込めるよう着てみたんですが」

　クロワはその場でくるりと回ってみせた。

　彼女が身につけていたのは、この学園の制服。彩あや芽め先生も着ていたそれだ。

　正直似合っていたのだが、さすがに耳と尻尾しつぽは隠せないらしく、そのままだった。

　まあ、多様な異能者が集つどうこの学園では、その程度のことは気にも留められなさそうだが。

「ああ、いいんじゃないか」

「もーうっ、テキトーですねえ……」

「そんなことより、俺はゲートクローザーについて――」

「そうそう、学校指定の水着、もう見ました？　なかなかいい感じなので、これも手に入れてきたんですけれど、早さつ速そく着てみせましょうかー？」

「おい……絶対さっきから話を逸そらそうとしてるだろ。本気で捜す気あんのか？」

「な、何言ってるんですか。もちろんありますよー。ただ、ちょっと……」

「ちょっと何だって？」

「えっ!?　いや、何でも。さーさー、張り切って行きましょう！　しゃああああっ」

「……」

　クロワは急にテンションを高くした。

　明らかに何か隠していそうなのだが……。

「で、話を戻もどすけど、そのゲートクローザーってのはどうやって捜すんだ？　クロワは俺がゲートオープナーだって知ってたわけだから、クローザーも既に誰だか分かってるのか？」

「いいえ、祐ゆう介すけさんの場合はゲートオープナー作成の痕跡が手元に残っていたのですぐに分かったんです。恐おそらく、件くだんの何者かがオープナーから先に作ったんでしょう。それを受けて対の存在であるゲートクローザーが同時発生した。なのでゲートクローザーは召喚予定者の中にいるということしか分かりません」

「じゃあ、どうやって捜せばいいんだ？」

「それには《ゲートクローザー探知アプリ》を使用します」

「探知……アプリ??」

「はい、既に祐介さんのスマホにインストールしておきました」

「いつの間に!?」

　俺は慌てて自分のスマホをポケットから取り出す。すると確かに画面上に見慣れぬウサギアイコンがあった。恐らく俺が気を失っている間にインストールしたのだろう。

　迷わずタップして起動すると画面に円が出現し、その中心から波は紋もんのような光の輪が広がって消えた。

　但し、一回だけ。

　ん？　なんだ、調子悪いのか？

　ああでも、こういうの潜せん水すい艦かんモノの映画で見たことあるな。ソナーっぽい感じだ。もしくはドラゴ○レーダー？

　しかし、俺のスマホが探知機になるなんて、どういう仕組みなのか全くの謎なぞだ。

「今のところ、この周辺には該がい当とうする人物はいないようですね」

　画面をのぞき込んできていた彼女がそう言った。

「実際、ゲートクローザーを探知した場合は光点で表示されます。ちなみにそのアプリはオープナーとクローザーが引き合う力を計測して探知する仕組みなので、祐介さん以外には使用できません。あと探知有効範はん囲いは半径十メートル以内で、計測の度にその都度起動する必要がありますよ」

「しょぼ！　面めん倒どうくさ！」

　彼女の説明からすると、ソナーというよりはスキャナーに近いのかもしれない。

「むぅ……私が一いつ生しよう懸けん命めいプログラム組んだんですから文句言わないで下さいよー」

「えっ、これ、お前が作ったの!?」

「時間無いのに頑張ったんですよー？　もっと褒ほめて下さい」

　クロワは撫なでてくれと言わんばかりに頭をこちらに向けてくる。

　本当に自分で作ったんだとしたら凄すごいことだが、彼女の場合、安易に褒めると図に乗りそうで怖こわい。なので俺はできるだけ感情を抑おさえて対応する。

「あーすごい、すごい」

　棒読み台詞せりふを吐きながらアプリを終しゆう了りようさせると、そのスマホで彼女のおでこを軽くポンと叩いた。

「あいっ」

　変な声が出た。

「それじゃあ、早速こいつでゲートクローザーを捜しに行くとするか」

「あ、待って下さい。祐介さん、異能のことを忘れてませんか？」

「異能？」

　彼女は目を細め、長い耳を萎しおれさせた。

「あー……その様子では、やっぱり忘れてますね。祐介さんは召喚予定者でもあるんですよ？　救世主としての異能が既すでに発現しているんです。その力もゲートクローザー攻略に大きく役に立つと思いますよ」

「そう言われてもな……。体の感覚も普ふ段だんと変わらないし、そんな力、ある気がしないんだけど」

　すると彼女は再び、ぴょこっと耳を立てる。

　どうやら説明してくれるようだ。

「祐介さんの異能はこちらでも把は握あくしています。状態強ステータス・デ制開示イスクローズという能力です。恐らく祐介さんはＲＰＧのような異世界に召喚される予定だったんでしょうね。ゲームみたいに相手の個人情報ステータスを閲えつ覧らんできるようですよ」

「ステータスって……あれか？　ＨＰヒツトポイントとか、ＭＰマジツクポイントとか、そういうやつ」

「ですね。でも、それ以外にも探さぐろうと思えばもっと多くの情報を拾えるようですよ。たとえば身長や体重などの身体情報から、所持品とか、あとはもっとプライベートなものまで。相手の内状を知るということは、攻略にかなり有効だと思うんですよね。こんな能力が発現したのはラッキーですよ」

「ラッキーねえ……」

「じゃあ試ためしに使ってみましょうよ。私が実験台になりますから」

「……え」

　そんなこと言われたら、やってみたくなるのが人の性さが。

「なら……少しだけ。どうしたらいい？」

「まずは私の目を見て下さい。この力は対象の瞳を見ないと使えないようですから」

「こうか？」

　俺おれはクロワを見つめた。

「むふ……」

　だが彼かの女じよはニヤニヤするばかりで一向にそれ以降の指示を寄よ越こさない。

「おい……何してんだ？」

「いやーそんなに見つめられると、胸がきゅんきゅんしちゃって♪」

「……真ま面じ目めにやれ」

　俺はおもむろにウサ耳を掴つかんで引っ張った。


「ぎょおぉぉぉぉっ!?　みみぃっ！　みみはダメぇぇっ！　らめだってばはああぁっ」



「……」

　予想以上の過か剰じような反応に、俺はちょっと引き気味に手を離はなす。

「はぁはぁはぁ……」

　彼女は火ほ照てった顔で息を荒あらくしていた。

　なんかよく分からんが、あの耳は弱点っぽい。

「……」

　まだ息を整えているクロワに尋たずねる。

「で、目を見たあと、どうすんだ？」

「はぁはぁ……えっと、それから中身を暴あばこうという意識を瞳ひとみの奥おくに向けて下さい。欲しい情報を得る為ためには、たくさんの情報を掻かき分わけるようなイメージでやるといいみたいですが、今は練習なんで表面上だけでいいですよ」

「なんとなく分かったような、分からないような感じだが、まあやってみるか」

　俺はクロワの瞳を改めて見み据すえる。

　意識をそこへ集中させると、意外にあっさり力の発動を感じた。

　彼女の虹こう彩さいから緑色の光が溢れ始める。

　それが情報の欠片かけらとなって、俺の脳内に直接入り込こむ。




［名前］クロワ

［性別］女

［年ねん齢れい］神歴14歳さい

［職業］召喚者管理協会　地域管理員

［装備］飛ひ界かい学がく園えん制服（ブレザー、スカート、ブラウス、タイ、靴くつ下した）

　ブラ、パンツ（縞しま）、乙おつ型がた万ばん能のう時計・地方管理員仕様（武器）

［攻こう撃げき力りよく］Ｆ　［防ぼう御ぎよ力りよく］Ｅ　［知力］Ｂ　［体力］Ｄ

［敏びん捷しよう性せい］Ｃ　［器用さ］Ｃ　［魅み力りよく］Ｃ　［運］Ｆ

［家族構成］――

［性感帯］耳




　ちょっと表面をなぞっただけで、ゲームのような能力値が頭に流入してきた。

「これが俺の力……」

　えーと、なになに……。

　え……彼女が背せ負おってたあの……最も早はや、懐かい中ちゆう時計って言っていいのか分からないほど馬ば鹿かでかいあの時計って、武器だったのか……。一体どうやって使うんだ……？

　しかし、そんな俺の興味も虚むなしく、時計は今、無造作に床に放置されている。

　いいのかよ、そんなぞんざいな扱あつかいで！

　その他の情報に目を向けると、あのウサ耳に関する事こと柄がらも交ざってたが……それは触れずにおいとこう。

　なんだか本人は嬉しそうに体を左右に振ふっているし、色々ヤバそうだから。

　今後、彼女以外に能力を使う場合、その項こう目もくの閲覧には注意した方が良さそうだ……。

　残りはというと……身長や体重などの、健康診しん断だん的身体情報なんかが閲覧できた。

　まあ、それはさておき、

　最後にオマケのように現れたのは――。




［桜さくら田だ祐介への好感度］ＭＡＸマツクス




「……って、なんで既に好感度ＭＡＸなんだよ！」
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　変な情報を見せられたせいで、自分の異能に感動する余よ韻いんも無くなっちまったじゃねえか！

「あれ？　私の好感度見えました？　ＭＡＸだなんて、我ながらすごーい」

「『すごーい』じゃねえよ。どういうことだ」

「だって……私達、熱い口づけを交かわした仲じゃないですか」

「一方的にな」

「それに私達は運命を共にする状じよう況きように置かれているわけですから、それで愛が芽生えるのは必然ですよ。ほら、吊つり橋ばし効果とかもありますし」

「自分で吊り橋効果とか言うなよ」

「でもこれで好感度も見られることが分かったので、攻略の指標になりそうですね」

「それは……まあな」

　とりあえずこの異能がゲートクローザー攻略に役に立つことは確かく認にんできた。

「んで、他には？」

「え、なんです??」

　クロワは本当に意味が分からないといった感じで、きょとんとしていた。

「だから、救世主なんだから剣けんが使えたり、魔ま法ほうが使えたり、他にも何か能力があるんだろってことだよ」

「無いですよ？」

「……」

「状態強ステータス・デ制開示イスクローズ以外、綺き麗れいさっぱりなんにも無いです」

「えー……」

「……」

　彼女は申し訳なさそうな顔をする。

「マジか……」

「……すみません」

「……」

　いやいや……そこでクロワに謝あやまられてしまうと、なんだか非常に残念な気分になってきちゃうじゃないか！

「でもあれですよ？　召しよう喚かん予定者は異世界へ召喚されて初めて、持っている異能をフルに使用することができるのであって、みんなどこかしら不完全な部分があるもんなんです。だから、そんなに気に病やむことはないですよ」

「なるほど、それなら……」

「まあ、祐介さんほどなんにも無いのも珍めずらしいといえばそうですが」

「…………」

　ええーいっ！　しょんぼりとしている場合じゃない。

　こればかりは仕方が無いだろ。どうにもなんないしな。

　気を取り直して、ゲートクローザー捜しに出かけよう。

　死の運命からさっさと解放されたいし。

「じゃあ行くか」

　俺は支給された新品の制服をクローゼットから取り上げ、ビニールを剥はがす。

　そのまま着き替がえ始め、着ていたシャツのボタンに手をかけたところで嫌いやな視線を感じ、手を止めた。

　無論、クロワの視線だ。

「何見てるんだ？」

「どうぞどうぞ、お気になさらずに。目の保養です」

「……出て行け」

「あれあれあれー？　もしかして恥ずかしいんですか？　私のことを意識していないなら、そんなふうにはなりませんよねー？　あらあらあらー？　どうしてでしょう？　ぐふふ」

「……」

　俺は何も言わず、彼女の襟えり首くびを掴んで部屋の外に放ほうり出した。

「ぎゃうっ!?」





×　×　×






　飛界学園はとんでもない僻へき地ちに立っていた。

　なにしろ外界の文化と触れ合あう為には、十キロ以上離れた人口二万の港町まで行くしかないらしい。しかも町までの交通機関は徒歩のみというから大変だ。

　前は海、後ろは山に囲まれ、世間とは隔かく絶ぜつされたこの場所に、西せい欧おうの古城のような石造りの建物が立っている。それが飛界学園の校舎だった。

　俺は今、その校舎の中に入り、これから自身が籍せきを置く教室に向かっていた。

　やはりゲートクローザーを効率良く捜し出すには、人が多い場所で探知アプリを使った方がいいと考えたからだ。

　ちなみにクロワは置いてきた。彼女は彼女で何かやることがあるみたいだし、あんまり目立った行動をすると後々面倒なことになりそうだから。

　で、俺は教室に辿たどり着つく。

　入り口から中をのぞいてみると案の定、二十人ぐらいの生徒が昼休みを過ごしている最中だった。

　俺は転校生として紹しよう介かいもされてないので、数人の生徒が誰だれだろうという目で俺を見ている。

　しかしほとんど生徒が自分達の会話に夢中で、俺の存在には気付いていない。

　その中からこんな声が聞こえてきた。




「聖せい剣けん持ってる奴は放課後、校舎裏の草くさ刈かりだってよ」

「えーマジかよー、なんで聖剣使いだけなんだよー」

「なんでも聖なる力の浄じよう化か作用で次の草が生えにくいらしいよ」

「イメージ的には魔ま剣けんの方が根絶やしにできそうな感じだけどなー」

「除草に回転切り使ってもＯＫなのかなー？　禁止だったらやってらんないなー」




　その会話にはこの学園の現状が集約されているように思う。

　十年もの間、召喚活動が行われなかったせいで、今いま更さら自分が召喚されるだなんて誰も思っていないのだ。

　中には異世界に憧れたり、諦あきらめていない奴もいるみたいだが、大半がこんな感じだと彩芽先生が言っていた。

　このまったりとした教室の空気……。

　今の俺が置かれている危機的な状況とは全くの正反対だなあ……。

　でもまあ、とりあえずここらで一回、起動してみるか。

　俺は腰こしポケットからスマホを取り出だして、クロワに教えてもらった探知アプリを起動させる。

「スキャニング開始っと」

　すぐさま画面上に円形スクリーンが現れ、中心を軸じくとして光の波紋が一回だけ広がり、消える。

　と、その直後、円の左上辺りに赤い光点が出現した。

「これはまさか……いきなり見つけた!?」

　えーと、俺の立っている場所が円の中心だから――。

　期待に胸を躍おどらせ、画面が示す場所である左前方に目を向ける。

　すると談だん笑しようする生徒達の合間を、体に赤い光の膜まくをまとった女生徒が歩いて行くのが見えた。

　その光は結構目立つものだったが、周囲の人間は疎おろか、本人さえ気づいていない様子だったので、どうやら俺にしか見えていないっぽい。

　アプリ使用者だけに可視化されるのだろうか？　光はすぐにフッと消えてしまったが間ま違ちがいないだろう。

　あの子がゲートクローザーか。

　小こ柄がらで長い髪かみの彼女は、肩かたに白竜ホワイトドラゴンを乗せていた。

　ただその大きさは肩に乗るだけのことはあって小こ鳩ばと程度。恐らくそれを使し役えきすることが、彼女の召喚予定者としての能力なのだろう。

　まるで手乗りドラゴンだが、彼女自身の体も超ミニマムサイズで、下手すると男子だったら肩に担かつげそうなくらい華きや奢しやだった。

　その彼女は丁度、教室の後ろの扉とびらから出て行くところだった。

　俺は逃のがしてなるまいと、急いで彼女の後を追いかける。

　同じ扉から廊ろう下かに出ると、やや先に彼女の後ろ姿が見えた。

　距きよ離りにして十メートル程ほど。

　普ふ通つうに声の届く近さだ。

　俺は彼女を呼び止め――。

「待て！」

　廊下に強い声が響ひびいた。

　でも、これは俺の声じゃない。

　なぜなら女の子の声だったから。

　廊下を俺の後ろからやってきた女生徒は、まるでモデルのようなすらっとした体形で、髪をポニーテールに結ゆい、怜れい悧りな顔立ちをしていた。

　要するに完かん璧ぺきに〝近い〟美人だった。

　完璧に〝近い〟と表現したのは、体中から不ふ機き嫌げんな空気を撒まき散ちらしていたから。

　でもあれ？　この人、どこかで見たことあるような……。

　そんなことを考えているうちに彼女は俺を素す通どおりし、白竜の少女に対してもう一声放つ。

「どこへ行く気だ、二にの宮みや柚ゆず葉は」

　名前を呼ばれて、ようやくゲートクローザーの彼女は振り向むいた。

　大きな瞳に、白い肌はだ。

　二宮と呼ばれた彼女の顔立ちは、まだあどけなさが残っていて、透すき通とおるような可愛さと可か憐れんさがあった。

　ただ、彼女の顔には特に感情の色は無い。

　淡あわい相そう貌ぼうのまま、ポニーテールの彼女に向かってこう答える。

「トイレ」

「……」

　気負ってやってきたポニーテールの彼女とは正反対に、非常に普通の回答である。

　そう言われては、「あ、そう」と答えるより他は無い。

　絞しぼり出しても精々、「グッドラック」ぐらいなもんだ。

　さて、これに対するポニーテールさんの返しはというと、こうだった。

「そんな訳はない！」

　そんな訳はない……って、断言しちゃったよ、この人。

　他人のトイレタイムを全部把握してないと言えないような台詞だぞ……。

「嘘を吐つくな。五分前に行ったばかりじゃないか！　それに前の休み時間と、その前の休み時間にも行ってるぞ」

「把握してたー！」

　俺は思わず声に出して突っ込みを入れてしまっていた。そのせいでポニーテールの彼女がこちらに向かって厳しい視線を送ってくる。
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「なんだお前は？」

「えっ……いや、俺はそこの彼女に用事があって……」

「用事だと？　お前――」

　と訝いぶかしげに尋ねてきたところで、ポニーテールさんは自分を見る別の視線に気がついた。

　教室の入り口に目をやる。

　するとそこには数人の男子生徒がいて、何やらひそひそ話をしていた。




「あれ、二年の東とう堂どう伊い織おりじゃね？」

「あの、プロモアイドルの？」

「そうか？　でもなんか雰ふん囲い気き違ちがうぞ？」




「んん？」

　東堂伊織と呼ばれたポニーテールの彼女は、男子生徒らを軽くにらみつける。

「ぬわっ!?」

　それだけで彼かれらは慌あわてて教室の中に引っ込んでしまった。それほど鋭するどい眼光だったってことだ。

　でも彼らのおかげで思い出した。

　街頭ビジョンで流れていた飛界学園のＣＭ。

　そこに出ていたプロモーションアイドルグループ。

　どうやら彼女はそのメンバーの一人らしい。

　でも、俺が見たＣＭの中に、彼女のような冷たい雰ふん囲い気きを持った子がいただろうか？

　記き憶おくを辿っても思い当たる人物がいない。

　まあ、そこまで詳くわしく見ていたわけじゃないからな……。

　そんなことに気を取られているうちに東堂は二宮に話しかけていた。

「どうせまた、異世界召喚だとか有り得ないことに無む駄だな時間を費やしに行くつもりなのだろう？」

　いきなりＣＭに出ている人間とは思えない台詞を吐はいたぞ……。

「そんなことをやっている暇ひまがあったら、私の〝代わり〟に《Ａｒｋｈｅアルケー》に入ってアイドルをやれ。その方が余よ程ほど現実的だ」

　すると二宮は全く揺ゆるがない表情で返す。

「その話、四十二回目。何度も断ったはず。それに伊織の方がアイドルに向いている」

「っ!?　……そ、そ、そそそんな訳ないだろ！　私のどこがアイドルに向いてるというのだ！」

　東堂は先さき程ほどまでの厳格な態度と打って変わって、やたら動どう揺ようし始めた。

「それに愛あい嬌きようを振りまいたり、フリフリの衣装を身につけたり、私はそういった〝腑ふ抜ぬけ〟たものが一番大っ嫌きらいなのだ。だからこうして……って、待て待て待て！　まだ話は終わってない！」

　東堂が慌てて声を上げる。

　二宮が最後まで話を聞かずに再び歩き出していたからだ。

　歩みを妨さまたげるように、東堂は素す早ばやく二宮の前に回り込む。

「待てと言ってるだろ」

「……」

「いいか、今日こそは頷うなずいてもらうぞ」

「拒きよ否ひする」

「そうか……なら」

　拒きよ絶ぜつの回答の直後、前に突き出した東堂の手に光の粒りゆう子しが結集する。

　それはすぐさま、鞘さやに収まった刀の形を成した。

　あれが彼女の召喚予定者としての力か……。

　東堂は鞘から刀を抜ぬき放つ。

　その刀身は緩ゆるやかに弧こを描えがいていた。

「言っても分からないようなら仕方があるまい。ここまで断り続けられたら、あとは力ずくで聞かせるより他は無いな」

　顔の横で構えた刃は紋もんに目ま映ばゆい光が宿る。

　二宮の方はというと、相手と自分の力の差が分かっているのか、やや後あと退ずさった。

　こいつはまずいな……。

　そう思った俺は、迷わず彼女らの間に割って入った。

「ちょっと待った」

「なんだ……まだいたのか？」

　東堂は煩わずらわしそうに俺をにらんだ。

　二宮の方はというと、俺の突とつ然ぜんの行動にぼんやりとした表情でそこにいた。

「本人がやりたくないって言ってんだから、もう諦めろよ」

「部外者には関係の無い話だ。ん？　そういえばお前、あまり見ない顔だな」

「俺は桜田祐介。転校生だ」

「転校生？　ふっ、珍しいこともあるものだな。だが、その転校生よ。余計なことに顔を突っ込むと巻まき添ぞえを食うことになるぞ？」

「まあ、それは無いかな」

「……は？」

　彼女の顔から一いつ瞬しゆんだけ険しい表情が消えた。

「いや、巻き添えは無いかなってね」

「転校生風ふ情ぜいが私に勝てるというのか。随ずい分ぶんな自信だな」

「そうじゃなくて、そもそもあんたは人を傷つける気なんて更さら々さら無いだろって言ってんの」

「なっ……!?」

「だって、アイドルグループに誘さそってる人間を傷つけたところで、なんのメリットも無いだろ？」

「……くっくっくっ」

　彼女は肩を震ふるわせて笑っていた。そして、

「何を言うかと思えば……。確かに二宮柚葉を傷つける気は無い。だが、お前はその限りではないぞ？」

「シ、シマッター！　ソウダッターッ！」

　棒読み台詞を吐いた俺は、額に手を当てて一歩前へ。

「？」

　その姿を東堂は怪け訝げんそうに見ていたが、それがチャンスだった。

　なぜならそれは、異能の探知有効範囲に入る為の小こ芝しば居いだからだ。

　よし、もらった！

　俺は彼女の瞳を捉とらえた。

　状態強ステータス・デ制開示イスクローズの発動。

　次々に脳内へ彼女の情報が流れ込んでくる。




［名前］東とう堂どう伊い織おり

［性別］女

［年齢］16歳

［職業（救世主名）］紅こう桜おうの剣けん聖せい

［装備］飛界学園制服（ブレザー、スカート、ブラウス、タイ、靴下）

　ブラ、パンツ（くまちゃんのバックプリント）、御み魂たま切ぎり閃せん迅じん丸まる（武器）

［攻撃力］Ｓ　［防御力］Ａ　［知力］Ａ　［体力］Ａ

［敏捷性］Ｂ　［器用さ］Ｂ　［魅力］Ａ　［運］Ｂ

［未召喚による異能の不完全箇か所しよ］所持する刀とう剣けんに於おける刃はの不備。但ただし、居合い時のみ本来の力を有す。

［家族構成］父、母、妹

［桜田祐介への好感度］０％




　詳しよう細さいを読み取り、最初に目がいったのは異能の不完全箇所。

　刃の不備……ってことは、抜き身みである今は襲おそわれても斬きれず、オール峰みね打うち状態ってことでいいのか？

　そんなことを考えていると、

「おい、何のつもりだ？　ふざけてるのか？」

　わざとらしくよろめいてみせた俺に対して、東堂がムッとした表情を向けてきていた。

「ああすまない。ちょっと立たち眩くらみがしてな」

　ちょっと探ってみるか。

「なあ、気になったんだが、その構えでいいのか？」

「？　何のことだ」

　東堂の表情は険しいまま変わらない。

　そこで、もう一歩踏ふみ込む。

「それじゃあ斬れないんじゃないか？」

「！」

　彼女は瞠どう目もくした。だがそれも一瞬だけで、すぐに嘲ちよう笑しようへと変わる。

「転校生のお前がなぜそんなことを知っている？　確かに、この御魂切閃迅丸は居合いでなければ人を斬ることはできない。だが、そんなことは然さしたる問題ではないぞ」

「？」

「刃など無くとも、召喚予定者としての身体能力を以もつて扱うだけで十分な力を発揮できる。実際、授業で行われる模も擬ぎ戦せんでは何人も病院送りにさせてしまっているからな。それに下手に本来の能力が使えたら危険だろ。私は人殺しになりたいわけではないからな。ただ、不便なこともあるのは確かだ。私が刃は物ものを持つと、その全すべてが刃無しになってしまうからな。おかげで料理をすることもままならないのだ」

「へー料理なんてするんだ。意外だな」

　俺が素す直なおに感心していると、東堂は急に慌て始める。

「そっ、そんな〝腑抜け〟たもの私がするわけがないだろ。た、たとえばの話だ！　たとえばの！」

　分かり易い反応を見ながら、俺は再度黙もつ考こうする。

　彼女のステータスを見ただけでも、さすがは召喚予定者だけあって基本能力のスペックが高いのが分かる。彼女の言うとおり、たとえ鈍どん器きと化した刀でも、その身体能力で振り回まわされたら普通に危険であることは変わりないだろう。

　それは刀が抜かれた時に、二宮が僅わずかに後退ったことにも現れている。

　ってことは、まともに正面からやり合うのは無む謀ぼうだ。

　じゃあ他ほかに、彼女に対たい抗こうできそうな情報はないだろうか？

　今一度ステータスを再確認すると、すぐに揺さぶりに使えそうな〝腑抜け〟たものを発見した。

　これだ。

　そう決断し、我に返ると、

「それはそうと、俺は今、素す晴ばらしい情報を手に入れた」

「情報？　何を言っている？」

　東堂は解げせないといった様子で眉み間けんに皺しわを寄せる。

　だが、俺はそれに構うことなく、不敵に笑ってみせた。

　そして――、

「東堂先せん輩ぱい、今日のパンツ、〝くまちゃんのバックプリント〟ですよね？」

「っ……!?」

　彼女は口元を引きつらせると、見る見るうちに顔をマグマのように赤くしてゆく。

　そしてすぐさまスカートの裾すそを手で押おさえた。

「なっ!?　なななななんでそれを!?」

　そのまま壁かべに張り付いて、横に移動し始めた。

　……物もの凄すごい動揺っぷりだった。

　そんな中、騒さわぎを聞きつけた数名の生徒が教室から顔を出し、口々に言う。

「え？　くまちゃんがなんだって？」

「くまちゃんって何のこと？」

「くまちゃんのバックプリントと聞いて」

　それを耳にすると益ます々ます、彼女は平静を失い始め、


「うわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……ぁぁ……ぁ……」



　と叫さけびながら、半ば半はん狂きよう乱らん気味になってしまった。

　予想以上の効果で驚おどろいた。

「……ちと、やりすぎたか？」

「いつものこと」

　東堂の身を心配する俺に対し、傍そばで二宮が、ぼそりとそう呟つぶやいた。

「いつも？」

　彼女の言葉を疑問に思っていると、不意に背後で声が上がる。

「あ、ここにいた。おーい、東堂さーん！」

　名前を呼ばれると二宮の方が先に振り返かえる。

　そして壁に張り付いて狼ろう狽ばいしていた東堂もふと我に返った。

　彼女らに釣つられるように俺も遅おくれて後ろを見ると、廊下の角で手を挙げている女生徒の姿が目に入ってきた。

　女生徒は口元に手を当て、こちらに向かって叫ぶ。

「彩芽先生が呼んでるよー。学園長室に来いだってー」

　それを聞いた東堂は乱れた髪を整えると、まだほんのりと桜色をした顔で二宮に冷れい淡たんな視線を向ける。

「ふっ……野や暮ぼ用ようが入ってしまったが、ま、また来るからな……」

　彼女はそう言い残し、廊下の陰かげに消えて行ってしまった。
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　俺は二宮と学園の屋上にいた。

　何な故ぜこんな場所にいるのかというと、俺が彼女に用事があると伝えたら、

「私は屋上に用事がある」

　と取り付く島が無いようなことを言われ、仕方が無いのでここまでついてきたのだった。

　で、今彼女は何をしているかというと、空に向かって両手を広げているだけだった。それもかれこれ三十分近くになる。

　邪じや魔ましちゃ悪いと思って待っていたが……そろそろ昼休みも終わりだ。

　俺も俺の用事を済ませないといけないし、思い切って声をかけてみた。

「なあ、さっきから何やってるんだ？」

「……」

　返答が無い。

　もしかして聞こえなかったか？

「おーい」

「……」

　また返事が無い。

　だが、今のはさすがに聞こえたはずだ。それくらいの声量は出した。

　それが証しよう拠こに彼かの女じよは横目でチラリと俺おれの方を見ていた。しかし、目が合うと途と端たんに虚こ空くうへと戻もどしてしまう。

「聞こえてるのは分かってるぞ。いい加減なんとか言ってくれ」

「だって……」

　お、しゃべった。

「だって？」

「しゃべったらパンツが知られると思って」

「んなわけあるか！　さっきのあれはだな……そう、そうだ、適当に言ったらたまたま当たっただけだ」

「……」

「なんだそれ、信用してない目だな」

　暫しばしの沈ちん黙もくの後、彼女はようやく手を下ろしてくれた。

「そういえば俺、名前言ってなかった」

「知ってる」

「あ、そう……まあ俺も知ってるけど。じゃあそれはいっか」

「こっちは友達のミュウ」

「ん？」

　彼女は自分の肩に乗っている白竜まで紹介してきた。

「友……だち？」

「そう友達」

　二宮は何も迷う素そ振ぶりも無く、はっきりとそう告げてきた。

　彼女の肩にいるそいつは、まさしくファンタジーの世界に出てくるようなドラゴンそのものだった。ただサイズはかなり小さく、体長三十センチほどだ。

　小さいながらも真しん珠じゆのような色と輝かがやきを持つ鱗うろこと、鋭く生えそろった牙きばからは、確かに竜の威い厳げんを感じる。

「なんか猫ねこみたいな名前だな」

「この子は三代目。一代目は猫だった」

「ああ、ペットの話。なるほど、だからミュウか。じゃあ二代目は犬か何かか？」

「スキニーギニアピッグ」

「一いつ般ぱん的てきじゃないのがきたー！　って、ピッグ……って豚ぶた？」

「名前はピッグでもネズミ科。モルモットの仲間」

「ほう……」

　実物を見たことが無いのでそれ以上は何も言えなかった。

　話題が続かないので、先程まで彼女が両手を空に掲かかげていたことについて尋たずねる。

「そういえば、さっきからずっとやってたあの雨あま乞ごいみたいなやつは一体なんの意味があるんだ？」

　彼女は一瞬だけ言葉を躊躇ためらう。

「……召喚待ち」

「へ、へー……召喚待ちかー……」

　無難な返しを選んだらぎこちなくなった。

　でもここで、「すまん、俺が止めてる」と本当のことも言えないし。

「二宮は召喚されたい派なんだな」

　何気なく俺がそう答えると、彼女は目を丸くしていた。

「馬鹿に……しないの？」

「え？　なんで？」

「……」

　彼女は不思議そうに俺を見ている。

「ああ、そういうこと？　そりゃあここ十年、召喚活動は起こってないけど、その前はちゃんと行われてたんだろ？　ってことは、これからも絶対無いとは言い切れないじゃん」

　そう言ってやったら、今まで無機的だった彼女の相貌に明らかに変化が起きた。

　淡いながらも驚きと喜びが入り交じったような、そんな顔だ。

　それだけでなく、やたら近くにまで寄ってきて、気持ちを抑おさえられない様子。

「それには同感する。一年後には必ず……いや、一ヶか月げつ、いや、明日には召喚活動が再開されるかもしれない」

「ど、どうだろうな……」

　返答に困り脂あぶら汗あせが出てくる。

「ちなみに今やっていた召喚方法は１９８２年、当時、飛界学園高等部二年だった男子生徒が、この場所でたまたま筋肉組織の活性化運動であるいわゆる〝伸のび〟をしたことにより、上空に次元ホールが出現。それに吸い込こまれ、異世界へ召喚された事例に基もとづき再現していた」

「なんだそれ……まさか、過去の召喚事例を調べて全部試ためしてるのか？」

「そう」

「そりゃまた気合い入ってるなー」

「こっちきて」

「えっ!?」

　突とつ如じよ、手が引っ張られた。彼女の小さくて細い指が俺の手をしっかりと掴つかんでいる。

　連れてこられたのは、この屋上の端はしに立っている給きゆう水すい塔とうの袂たもと。

　なんでこんな場所？　と思っていたら、二宮は給水塔に掛かかっている梯子はしごに手を伸ばし、そのままの状態で固まっていた。

　一向に動かない彼女。

　一体、どうしたのだろうと思っていると、ゆっくりと顔だけ俺の方へ向けてくる。

　その瞳ひとみはやや潤うるんでいるように見えた。

「あー……」

　俺はすぐに理解した。

　彼女はあまりに小柄な故ゆえ、ちょっと高い所に設置されていた梯子に手が届かなかったのだ。

　彼女の無言の訴うつたえに俺は頭を掻かく。

「やっぱ……上るのか？」

　コクリと頷きだけが返ってくる。

「ふぅ……」

　しゃーない。

　俺は彼女の背後に立ち、脇わきにそっと手を入れる。

　柔やわらかい感かん触しよくと温かさを含ふくんだ鼓こ動どうを感じる。

　気き恥はずかしさを覚えながら、彼女の体を数十センチだけ持ち上げた。

　俺の緊きん張ちようとは裏腹に、彼女は梯子を掴むと軽快に上ってゆく。

　その様子を目で追っていたら、スカートの奥おくで何かがチラチラとうかがっていたような気がして慌てて顔を背そむけた。

　彼女が上り終わると、給水塔の上から、

「きて」

　と呼ぶ声がした。二宮がひょっこりと顔だけ出して手招きしている。

　俺は言われるがままに梯子を上った。

　給水塔の上に立つと、そこはまあ……眺ながめはいいけど、やはり給水塔の上でしかなかった。

「ここがどうかしたのか？」

　傍にいる彼女に尋ねた。

　すると彼女はおもむろにその場で寝ねそべり、語り始める。

「この場所は１９９９年、当時の高等部一年だったある男子生徒が、昼休みに給水塔の上で寝そべり、当時発売されたばかりの携けい帯たいゲーム機で遊んでいる最中に召しよう喚かんされたという事例がある場所」

「なるほど……これも召喚事例の一つか」

　でも、俺に説明する為ためにわざわざ上らなくても……。

　そんなことを思っていると、彼女は急に起き上がり、俺の手を掴む。

「次はこっち」

「えっ……ちょっ!?　おい！」

　半ば飛び降りるような形で給水塔から離はなれ、そのまま階下に続く階段へ。

「どこへ連れて行く気だ？」

　彼女に返事は無く、ただ一目散に階段を下りて行く。

　辿り着いた先は――、

　なぜかトイレだった。
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「なんでここ!?　つーか、ここ女子トイレだぞ!?」

　しかし彼女は構うこと無く個室トイレに俺を連れ込み、鍵かぎを閉めた。

「今、人いなかったからよかったけど、誰か来たらどうすんだよ。つーか、何のつもりだ？」

「これ」

「ん？」

　彼女はおもむろに便座の蓋ふたを開き、中を指差していた。

「このトイレは１９９５年、中等部三年の男子生徒が誤って中に頭を突っ込み、そのまま流されてしまったことで異世界へと召喚された場所。彼は異世界で魔ま王おうとして活かつ躍やくし、今も現世へ帰き還かんせず、向こうの世界で支配者として君臨しているらしい」

「なるほど……これも召喚事例の一つか。しかしどう誤ったら頭から行くんだ……？　てか、その男子生徒はなんで女子トイレにいたんだろうな……。まあ、それはさておき、今は止やめておいたほうがいいぞ。多分、大だい惨さん事じになる」

「大だい丈じよう夫ぶ、行けなかった」

「試したのかよっ！」

　俺はお前を見くびっていたよ。

「あとここの壁」

　彼女は個室内の壁を指差す。

「これは比ひ較かく的てき新しい２０００年代の事例で、ある生徒がここに落書きをしていたら、それが偶ぐう然ぜんルーン文字になっていて、そのままこの壁に吸い込まれるように召喚された」

「もう、なんでもありだな……」

　俺は目まぐるしく展開される解説にやや疲つかれ気ぎ味み。

　まさか彼女がここまでの召喚事例オタクだったとは……。

　しかし彼女は、これまで誰だれもこういったもので理解者がいなかったのか、話を聞いてくれる俺に対し楽しそうにしている。

「そういや、どうしてそこまでして異世界へ行きたいんだ？」

「え……」

　なぜか彼女は言いい淀よどむ。

　だがすぐに、

「異世界デビューの為」

「は??」

「過去を全てリセットして新しい世界で心機一転やり直す」

「えーと……それは、高校デビュー的な意味合いってことか？」

　彼女はコクリと頷いた。

「なんか意外だな……イメージでも変えたいのか？」

「誰とでも分わけ隔へだて無く話せる八方美人な人間になりたい」

「それ褒ほめ言こと葉ばじゃないからな？」

　本当にデビューし直して大だい丈じよう夫ぶなんだろうか心配になってきた。

　まあ、行きたいっていうんなら別に止めはしないけどな。

　でもその為には、俺がお前を……攻こう略りやくしなければならないんだぞ？

　おっと、そうだった。

　攻略だ。

　別に忘れていたわけじゃないんだが、俺が今やるべきことを思い出だした。

　この辺りで彼女の個人情報ステータスを仕入れておこう。

　攻略の一助になるからな。

「二宮」

「？」

　俺は彼女の名前を呼んだ。

　それだけで簡単に視線を奪うばうことができた。




［名前］二宮柚葉

［性別］女

［年ねん齢れい］15歳さい

［職業（救世主名）］白竜の姫巫シヤーマニツ女クプリンセス

［装備］飛界学園制服（ブレザー、スカート、ブラウス、タイ、靴くつ下した）

　ブラ、パンツ（白）、ミュウ（使し役えき神しん獣じゆう・ホワイトドラゴン）

［攻こう撃げき力りよく］Ｂ　［防ぼう御ぎよ力りよく］Ａ　［知力］Ａ　［体力］Ｃ

［敏びん捷しよう性せい］Ｃ　［器用さ］Ｂ　［魅み力りよく］Ａ　［運］Ｂ　（能力値は使役神獣の力を含む）

［未召喚による異能の不完全箇所］使役神獣に於ける全ての身体的数値９０％減。

［家族構成］父、母、姉

［桜田祐介への好感度］６９％




　ほうほう、なるほど、なるほど……装備とか能力値とかはさておき……。

『使役神獣に於ける〝全ての身体的数値〟９０％減』ってことは、ミュウそのものの能力値だけでなく、大きさも９０％減ってことじゃないか？

　だからあんな手乗りサイズなのか……。

　異世界に行って巨きよ大だい化か……というか本来の大きさに戻ったミュウが、それでも彼女の肩かたに乗ろうとしている姿を想像してちょっと笑ってしまった。

　そういや二宮自身の身長も何パーセントか減らされてるんじゃないのかと思ったが、どうやらそっちは生まれつきらしい。

　そんなふうに情報を吟ぎん味みしていたら、何やら隅すみっこの方に重要な数値が。

　好感度６９％……。

　って……すっげえ微び妙みような数字だな、おい！

　でも、初対面でたいしてしゃべってもいないのに、いきなりこの数値ってのは意外に高いほうなんじゃないだろうか。

　もしかしてあれか？　東堂先輩にからまれていた時、割って入って助けたからか？

　いやいや、それくらいじゃここまではいかないだろ。

　じゃああれか？　異世界召喚の可能性を肯こう定ていしてやったことか？

　それでもやっぱりここまでは……。

　うーん……。

　現時点ではそれくらいしか思い当たらない。

　でも、これはチャンスじゃないだろうか？

　時じ期き尚しよう早そうかもしれないが、この流れに乗っておきたい。

　ここは一度……告白してみるか？

　無論、いきなり「好きだ！」とか言ったらドン引きされるのは当然なので、まずは互たがいを知る為のお付き合いから……ってことで。

　――だが場所が問題だ。

　いくらなんでもトイレで告白は無いだろう。

　ムードもへったくれもない。

　ここは直ただちに場所を移動して――と思っていたら。

「何？」

「えっ」

「今、名前を呼んだ」

　そういや俺は彼女の瞳を捉える為に、安易に名前だけ呼んだんだった。

「それについては場所を移動してから話そう」

「気になる」

「いや……だから、こんな場所でする話じゃないんだよ」

「気になる」

　しつこいなあ……。一度気になり始めると解決するまで落ち着かないタイプか？

　しかも、そうなるとあまり周りが見えていないのか結構無防備で、胸を反らしながら擦すり寄よってきていた。顔もかなり近い……。

「わ、わかった……今話すよ」

　こうなったら、ここでもいいか……。

　俺は改めて二宮の顔を見み据すえた。

　いざやろうとするとかなり緊張するもんだな。

　手に汗あせをかいているのも分かる。

　……よし。

　心に決めて口を開く。

「ええーと……突然な話でなんなんだけどさ……俺と、その……付き合ってくれないか？」

　一瞬の沈黙。

　彼女は頬ほおをほのかな紅色に染めると、人差し指で俺のほっぺたをつんつんしてきた。

「何してんだ……？」

「突つき合あってと言ったので……」

「まさか、お前……今時そんなベタなボケを……」

「??」

　その顔は本気で分かっていない様子だった。

「俺が言う『付き合う』ってのは、男女が互いを知る為の方法としてってことだからな？」

「……」

　彼女は埴はに輪わのような顔になって静止していた。

　しばらく、その状態が続くと――。

「…………!?」

「今いま頃ごろ、理解したか……」

　意味が分かった途端、淡たん泊ぱくだった表情に動揺の色が浮うかんだ。

「で、どうなんだ？　二宮の返事は」

「つ……付き合ってもいいけど、一生は保証できない」

「それってどういう意味だ!?」

　どっち付かずの返事でお茶を濁にごされた感じだ。

「付き合ってもいいけど、ずっとは無理」

「言い方変えただけだろ、それ」

　拒きよ否ひされたのか？　受け入れてくれたのか？　どう捉えていいのか分からない返事だった。ただ、はっきりと言えるのは今ので攻略はできてないということだ。

　周囲に召喚反応のようなものもうかがえないし。

　ならばと俺は、とある提案を彼女に投げかけた。

「じゃあ、とりあえず友達から……で？」

　探さぐるような言い方で切り出すと、彼女は静かに頷うなずいてくれた。

「俺のことは祐介って呼んでくれていいぞ。二宮のことは勝手に柚葉って呼ぶからな」

「……!?」

　彼女は最初戸と惑まどっていたが、しばらくすると、

「よ……よろしく……祐介」

　と、上うわ目め遣づかいで、はにかみながらそう言ってきた。

　んなわけで友達になることができた（？）。

「さて、いつまでもこんな所にいて誰かに見つかったらヤバいからな。そろそろ出よう」

　思い出すまでもなく、ここは女子トイレだ。このままここにいて、誰かと鉢はち合あわせになりでもしたら、俺おれは転校早々、不ふ名めい誉よなあだ名を付けられてしまうかもしれない。

　それに無用な騒ぎは避さけたいからな。

　早さつ速そく俺は扉とびらに耳を寄せ、外の気配を探る。

　静かだ。

　続けて誰もいないことを確実に知る為に、足あし下もとにある隙すき間まから辺りの様子を探った。

　するとそこに見えたのはタイル貼はりの床ゆかではなく――、


「目えぇっ!?」



　そう、人の目だった。

　こちらと同じような体勢で扉の向こう側からのぞいてきている人間がいたのだ。

　俺は驚いて思わず仰のけ反ぞってしまったが、柚葉は意外と平然としていた。

　それだけでなく彼女はあろうことか扉の鍵を開けてしまっていた。

「ちょっ!?　まっ……！」

　制止も虚むなしく、開かれた扉の向こうに立っていたのは一人の女生徒だった。

　しかも、かなりの美少女。

　一見しただけで分かる清せい楚そ且かつ、清潔なビジュアル。

　その整った中にある、やや甘あまい顔立ちは、どんな学校にいても必ず男子の間で噂うわさになるであろう可愛かわいさがあった。

　よりにもよって、そんな可愛い子にこんな場面を目もく撃げきされてしまうなんて……。

　ついてないとしか言いようがない！

　と、思わず彼女に見み惚とれてしまっていた俺だったが、今は緊きん迫ぱくした状じよう況きようの真まっ只ただ中なかだということを思い出した。

　女生徒は呆ぼう然ぜんとした様子で俺おれ達たちのことを見ている。

「こんな所で……何してるの？」

　彼女はそんなふうに落ち着いた口調で聞いてくる。

　だが、俺には分かっていた。

　数秒後、目の前の現実をきちんと理解した途端、その顔が侮ぶ蔑べつと喫きつ驚きように歪ゆがむのを。

　俺はこの場に悲鳴が轟とどろくのを覚かく悟ごした。

　だが返ってきたのは予想外な反応だった。

「あれ？　……ゆーくん？」

　不意に懐なつかしい呼び名で投げかけられて、俺はぼんやりとしてしまった。

　眼前の彼女がまとう穏おだやかでふんわりとした空気。

　ん？　この雰ふん囲い気きって……どこかで？
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　よくよくうかがうと、じわじわと昔の記き憶おくが蘇よみがえり始めた。

　思い出の中にある小学生の少女と、目の前の柔にゆう和わな面おも立だちの彼女とが重なる。

「もしかして……七なな美みか!?」

「もーう、もしかしてじゃないよー。すぐに七美だって分かってよー」

　彼女はぷっくりと白い頬を膨ふくらませ、むくれていた。

「何言ってんだ。お前だって最初、俺だって分からなかっただろ？」

「七美の方が気づくの早かったもーん。だから七美の勝ちー」

　そのまったりとしたしゃべり方で完全に思い出した。

　こいつは俺の幼おさな馴な染じみ、渡わた瀬せ七美だ。

　なにかと世話を焼きたがる性格で、いつも俺の周りをうろうろしていた。

　幼よう稚ち園えんから小学校までは一いつ緒しよだったが、そういえば中学から異能が発現して飛界学園へ入学したんだったな。だいぶ会ってなかったから記憶の隅に追いやられていた。

　というか、あまりの美人さんに成長していたので本気で気付かなかった。

　確かに面おも影かげは残っているものの、俺と一緒に虫取りとかして遊んでいた頃ころの七美とは全然違ちがって、実に女の子らしくなっていたのだから。

　女子ってのは、中学のたった三年間でこんなにも変わるもんなのか？

　とまあ、それはさておき――。

　久ひさし振ぶりの再会で在りし日を懐かしんだのも束つかの間ま、雲行きが段々怪あやしくなってきていた。

「それで……ゆーくんは一体、何してるの？　ここ女子トイレだよ？」

　ニコニコと温和な表情で話す七美だったが、その眉間には少しばかり皺が寄りつつある。

「えっと、これは……その……」

　俺がどう説明しようか迷っていると、彼女は「ふぅ」っと小さく息を吐はいた。

　そして、

「ちょっと待ってて」

　と言い残し、トイレの出口へ。

　どうやら外の様子を探りに行ってくれるらしい。

　そんなわけで、彼女が見張っていてくれたおかげで俺は無事、誰にも見つからず女子トイレを脱だつ出しゆつすることができたのだった。

　ほんと、最初に見つかったのが七美で良かった。





×　×　×






【二宮柚葉】

［本日の桜田祐介への好感度］６９％







　この数値はなかなかの好スタート……なのか??







第三章　ぼんやり、授業中







　俺は七なな美みに監かん禁きんされていた。

　と言ったら大おお袈げ裟さすぎるかもしれない。

　正確には空き教室に連れ込まれ、説教されていた。

　とはいっても元より温和な顔立ちとしゃべり方なので、さして怖こわくはないのだけれど。

　今、俺と七美は間に机を挟はさんで、相向かいに座すわっている。

「ゆーくん、ちゃんと聞いてるの？」

「なんだっけ？」

「もーう、やっぱり聞いてなーい。昨日のことだよー」

　彼女は頬を餅もちのようにぷっくりと膨らませていた。

「え？　あー……柚ゆず葉はとトイレに籠こもってたことか」

「あれ最初に見つけたのが七美だから良かったんだよー？　これが他ほかの女子だったら大おお騒さわぎになってたんだから」

「でも、あれは柚葉が無む理り矢や理り……」

「女の子が自分からそんなことするわけないでしょー？」

「いや本当に……」

「ちゃんと反省してるのー？」

　七美はムッとした顔を近づけてくる。

「はい、反省してます」

「全然そんなふうに見えないんだけどなー」

「まあ、俺のことはさておき、疑問に思うことがあるんだけど」

「え、なあに？」

「なんであの時、下からのぞいてたんだ？」

「……えっ!?」

　七美から上うわ擦ずったような声が出た。

「いや、ほらトイレの個室を下の隙間からのぞいてただろ、お前」

「そっ……それは、ほらー、誰か中にいるのかなーなんて思ったからさー……」

「だったら普ふ通つう、ノックするんじゃね？」

「え……」

「大体、個室のドア閉まってて、中に誰か居るのが分かってて、それで尚なお且かつ下からのぞいたら痴ち漢かんじゃね？　いやこの場合は痴女っていうのか？」

「っ!?　ち、ちちちちがうよ！　そんなんじゃないよっ！　あれは、その……個室の中から、ゆーくんの声が聞こえてきたから。それに女子トイレなのに。あれ？　おかしいな？　って思うでしょ？　普通……」

「お前、声だけで俺って分かるの？」

「それは分かるよー。だって幼い頃ずっと一緒に過ごしてきたんだもん」

「いや、それだけじゃ分からないだろ。だって俺、三年振りに七美の声だけ突とつ然ぜん聞かされても全然分かる自信ないもの」

「えー……」

　彼女は凄すごく脱だつ力りよくしたように机に突っ伏ぷした。

「そんなにショックを受けられても困るんだが……」

「七美なんか、ゆーくんが近付いてきただけで匂においで分かるよ」

「それは逆にこえぇよ！」

「くんくん」

「嗅かぐなっ！　…………でも、やっぱりおかしいと思うんだ」

「なにがー？」

「中に居るのが俺だって分かっていても、やはりのぞいたりはしないんじゃないか？」

「!?　そ、それはっ……だって、中からゆーくんだけでなく女の子の声もしたから……もしかしたら……その……見ちゃいけないようなことが……中で起きてるかもしれないでしょ？」

「思い切り見てんじゃねえか！」

「だってもし本当にそうだったら……七美……」

「え？　なんて？」

　そこで七美は口をへの字に曲げる。

「もーう、元々そんな場所で女の子とイチャイチャしてるゆーくんがイケないんだからね？」

「別にイチャイチャしてたわけじゃ……」

　うーん、そろそろこの状況から解放されたい。

　なんかこう……別の話題を振ふって、トイレの話からは逸そらしたいところ。

　その為には七美が興味がありそうなものを話題の中心に持ってくるのが一番だが……。

　でも、そんなもの簡単に分かるわけ――――――いや、分かるじゃねえか！

　俺おれはそんな力をつい最近、手に入れたんだった。

「七美」

「ん？」

　名前を呼んだだけで、彼かの女じよは俺の目を見てきた。

　よし。

　状態強ステータス・デ制開示イスクローズ、開始。

　有効な情報を検けん索さく。




［名前］渡わた瀬せ七美

［性別］女

［年齢］15歳

［職業（救世主名）］双そう剣けんの魔導騎士マギカナイト

［装備］飛ひ界かい学がく園えん制服（ブレザー、スカート、ブラウス、タイ、靴下）

　ブラ、パンツ（薄うすピンク）

　黒こく炎えん剣けんイグナヴォルグ（右手武器）、白はく氷ひよう剣けんフロスカイアー（左手武器）

［攻撃力］Ａ　［防御力］Ａ　［知力］Ａ　［体力］Ｃ

［敏捷性］Ｂ　［器用さ］Ａ　［魅力］Ａ　［運］Ｂ

［未召喚による異能の不完全箇か所しよ］不器用（五割増し）

［家族構成］父、母、桜さくら田だ祐ゆう介すけ

［桜田祐介への好感度］８０％




　えーと、なになに……

　って、なんで家族の所に俺の名前が入ってんだよ！

　そりゃ確かに幼馴染みだし、家族みたいな付き合い方をしてきたけどさー、だからって家族構成の中に入ってるのはおかしいだろ。そもそも俺の名前、続つづき柄がらなのかよ！

　それにしても俺への好感度がやけに高いような気もするが……。

　でも、あれか。

　七美とは気心の知れた仲でもあるし、そう考えるとこの数値もあながち間ま違ちがいではないのかもしれない。

「ゆーくん？　ど、どうしたの？　急に……」

　俺の意識が個人情報ステータスの内容に囚とらわれていると、七美がやや動どう揺ようした様子で尋ねてきた。心なしか顔も赤い。

　それもそうだ。俺は彼女の目を見つめたまま、何の反応もせずにいたのだから。

「いや、べつに……」

　要領を得ない回答に首を傾かしげる七美。

　そんな時、室内に次の授業を知らせる予よ鈴れいが鳴なり響ひびいた。

「あ、いけない。ゆーくんも急いだほうがいいよ」

「えっ？　……あ、ああ」

　気を取り直すと、俺達はそれぞれの教室に向かって駆かけだしていた。
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　という訳で授業。

　えっ……この時期に転校生？　みたいな奇き異いの目で見られつつ始まった俺の学園生活も今日で二日目。

　しかしながら本格的に召喚予定者の授業を受けるのは今回が初めてだった。

　やや緊張しながら、担当教師がやってくるのを席に着いて待つ。

　ちなみに俺の席は一番前。しかも目の前が教きよう卓たくの位置だ。

　しばらくすると、

「はろー」

　そんな軽い口調と共に前の入り口から誰かが入ってくる。

　それはツインテールの女の子……いや、学園長の彩あや芽め先生だった。

　相変わらずの制服姿なので生徒と見分けが付かない……。

「はい、じゃあ授業始めるわよー」

　教きよう壇だんに立った彩芽先生。どうやらこの授業は学園長自ら教きよう鞭べんを取るらしい。

「今から始まるこの授業。さて、なんの授業でしょぉーかっ？　はい、桜田君」

「えっ!?」

　安心しきっていたところへ不意に指名され、驚おどろいた。

　なんで俺に聞くんだよ……。他のみんなは知ってるだろうけど、俺はまだ授業内容を完全に把は握あくしてないんだからな。

「３、２、１、０、ぶっぶー。時間切れー」

「……」

　謎なぞのカウントダウン……。

「正解は『メンタル強化訓練』の授業でしたー♪」

「メンタル強化訓練？」

「異世界召喚後の精神不安に対応する為の授業よ」

　そんなことまでやるのか……この学園は。

「はい、みんなー、わざわざ何も知らない桜田君に聞いたのには、ちゃーんと意味があるのよ？　この機会に転校生と一緒にお復さ習らいをしておこうかと思って。それだけ、この授業は召喚予定者であるあなた達たちにとって重要なものなのよ。じゃあ桜田君にまた質問。異世界に召喚された際にもっとも不安に感じることは何かしら？」

「えーと、言葉が通じなかった場合は不安ですね。意思の疎そ通つうが取れなければ何もできませんから」

「そうね、それもあるわね。でもそれ以上に精神に負担を掛かけるものが異世界にはたくさんあるの。まず召喚されるということは、その世界が救世主を欲ほつしているということ。救世主が必要だということは、その世界には〝敵〟と呼ばれるものが存在するということなの。たとえばこの世にはいない、とぉーっても気持ち悪いモンスターや魔ま物ものを目の前にして毅き然ぜんと立ち向かえるかしら？　まあそれも慣れてしまえば、なんとも無くなるかもしれない。でも、召喚された世界が魔物と戦っている世界ではなくて、私達と同じ人間同士で争あらそっている世界だとしたら？　それでも救世主としての使命を持って戦えるかしら？　またはもし自分が魔王として召喚されて、人類を滅ほろぼす側だったら？　たくさんの血を流しても平気でいられるかしら？　この世界でも戦場に赴おもむいた兵隊さんが任務を終えて帰還した後に心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤを負うなんてことは多々あるらしいけれど、異世界から帰還した元召喚予定者達の中にも同じような症しよう状じようを訴うつたえた人が過去に少なからずいるわ。だからこそ、この場でもしもの時の為にメンタルを強化しておかなければならないの」

　彩芽先生が結構真ま面じ目めな話をしている割りには生徒達にはさほど緊きん張ちよう感が無い様子。

「あー……あなた達、どうせ召喚なんてされないんだからそんなの関係無い、みたいに思ってるでしょー？　これが意外に関係してくるのよ？　みんなは十二歳の時に異能が発現してこの飛界学園の中等部に入学したわけだけど、このまま召喚されずに卒業を迎むかえた場合どうなるのかは知っているでしょう？　そう、十八歳を迎えた時点で今持っている異能が消失するのよねー。その時にこのメンタル強化訓練を真面目にやっておけばよかったーって思うわけよ。はい、そこで桜田君、なんで異能消失にメンタル強化が必要なんでしょぉーか？」

　また俺かよ。さっきみたいにカウントダウンが始まる前に答えておこう。

「あれじゃないですか？　俺はまだここに来てからそんなに時間が経たってないんで実感が湧わかないですけど、今まで持っていた力が無くなった時の喪そう失しつ感かんを緩かん和わさせる為ためかと」

「おぉー正解！　まさか当ててくるとは思ってもみなかったわー」

「……」

　彩芽先生は小さく拍はく手しゆをした。

　なら俺に当てんなよな……。

「もっと詳くわしく説明すると、昨日まで大岩をも砕くだく異能の力があったのに、はい、今日から普通の腕わん力りよくしかない人間ですよー、通常の社会生活の中へ戻もどって下さーいって突然言われても心が体に追いついてこないのよねー。怪かい力りきや魔ま法ほうが使えたのも、空を飛べたのも、全部夢だったのか？　現実だったのか？　区別がつかなくて混乱してしまう。そこでメンタル強化が必要になってくるわけ。でも異世界召しよう喚かん後の為に使われるのが本来の在り方なのに……それがまた皮肉よねえ」

　召喚予定者も色々大変なんだなー……と他ひ人と事ごとのように思っていたら、彩芽先生が突然、陽気な感じでポーズを決め始めた。

　音でたとえるなら〝きゃぴるん♪〟って感じ。

「まあ、あたしみたいに一度召喚されてから帰還すれば異能は消失せずに済むから、そんな心配は無用よ！　だから、みんなブリバリ召喚されちゃおうよっ♪」

「……」

　三み十そ路じ学園長の無理な若作りに生徒達もお通つ夜や状態だった。

「よっ、姉さん、最高っ！」

　空気の読めない魔ま剣けん、サードルフが彩芽先生の腰こしで合いの手を入れた。

「なあに？　なあに？　みんな、その反応。あたし脅おどすようなこと言っちゃったけど、実際のところ、異世界って結構楽しいのよ？　あっちの世界では自分だけチート級の強さで超ちようイージーライフだし、英えい雄ゆうになった後、ハーレム築いたまま帰き還かんしてない知り合いもいるんだから。あたしなんかね、《セロの魔ま法ほう使つかい》っていう、やたら詠えい唱しようの長い魔法使いを守護する為に喚よばれた《万ばん器き操そう装そうの剣けん士し》だったんだけど、このセロの魔法使いが超イケメンでね。二人で軽く悪を滅ぼした後、もうあたし達絶対結ばれるよねっ？　ってところまで行ったのよ？　なのに途と中ちゆうからしゃしゃり出てきたあのクソ女のせいで帰還する羽目になっちゃって……あー今思い出すだけでもムカつくわー！　きぃぃーっ!!」

　なんか急にヒステリックになったぞ……。

「おかげで婚こん期きを逃のがしちまったんだよなー」

「まだ逃してないわよ！　この鉄クズ！」

「ぼげっ!?」

　またサードルフが余計なことを言って教壇に打ち付けられていた。

　あいつ悪いヤツじゃないんだけど……どうも一言多いんだよな……。

　ハァハァと肩で息をしていた彩芽先生が落ち着きを取とり戻した頃、

「じゃあ、そろそろ実じつ践せんに入りましょうかね」

　と言い出した。

　メンタル強化の実践？　ってどうやるんだ？

　プロのスポーツ選手とかは、そういうのをやってるって聞くけど……やっぱり経験を積むくらいしか考えられないなあ。

　そんなことを考えているうちに話は進んでいた。

「異世界でのメンタルを支えるものは、自分の中にある〝自信〟でーす。でも、最初から自信があればいいけれど、実際はなかなか難しいよねー。では、どうやってその自信を作るのか？　まず大切なのは〝準備〟ですね。これから起こり得る事象に対して準備をしておく。想像できるものは全すべて。道具を揃そろえたり、体を鍛きたえたり、知識を付けたりとかそういうこと。それで自信が強化されます。それでも予測外のことは起こるのが当たり前。なので〝イメージトレーニング〟が大切になってきます」

「イメージトレーニングってどんな？」

　俺は気になって思わず尋たずねてしまっていた。

　彼女は含ふくみ笑いをする。

「ふっふっ、それはそういった作品を視し聴ちようすることでーす」

「作品??」

「ＳＦでもファンタジーでもなんでもいいんですが、そういったもので主人公が格好かつこ良く立ち回って勝利する映画やアニメを視聴する。それだけで、もし同じような場面が自分の身に降ふりかかった時に、どうすればいいかが自然に頭と体に出てくるというわけ。そういう想像力って結構大事なのよ？　これらを行えば自然と自信が付き、プラス思考が生まれます。というわけで、今日は取って置きのお薦すすめ映像作品を持って来ましたー。これだけでほとんどのことが網もう羅らできちゃう珠しゆ玉ぎよくの一本よ。じゃあ始まり始まりぃー」

　彩芽先生がリモコンのスイッチを押おすと、窓まど際ぎわのカーテンが自動で閉まり、室内が暗くなる。そしてすぐさま天てん井じように据すえられたプロジェクターから光が放たれた。

　唐とう突とつに始まった映像鑑かん賞しよう会かい。

　教室前方のスクリーンに映し出だされたのは『制作・あやりんプロジェクト』の文字。

　それだけで、物もの凄すごく嫌いやな予感がした。

　そう、映し出されたのは彩芽先生が扮ふんするヒロイン剣士が大だい活かつ躍やく（？）する自主制作映画だったのだ。

　映像の端はし々ばしから、そこはかとなく溢あふれる残念な香かおり。

　完全無欠の主人公が、やりたい放題、好き放題やって、モテまくる姿が延々と映し出される。

　ストーリーにおいては謎もピンチも全く無く、ダラダラと冗じよう長ちよう的てきな展開が続く。

　これが二時間にも及およぶ長編であると気づかされたのは、通常の授業時間が二限分に延長されていたことを隣となりの奴やつから聞いた時だった。

　こいつはある意味、拷ごう問もんに近かった。

　生徒達はゲンナリを通とおり越こして、みんな白目を剥むいていたのだから。

　斯かくしてスクリーンに〝第一部・完〟の文字を見つけた時には、疲つかれがどっと溢れ出でていた。

　でも、異世界経験者である彩芽先生の映像内での立ち回り方は結構リアリティがあって、実際こんな場面に出くわした時は対応の仕方として役に立つんじゃないのか？　と思ってしまったところがちょっと悔くやしかった。

　その後も俺は、精神がすり減った体を引ひき摺ずり、飛界学園ならではの授業をいくつか受けた。それは、異世界で失礼のないように、どんな世界でも通用する振る舞まい方を学ぶ、『オールマイティ作法』。

　もし言葉が通じなかった場合の『法則から理解する言語習得法』。

　ただでさえ少子化なのに若じやく年ねん層そうが減ったら困るので『現世へ帰還する為の方法論』などだ。

　どれも興味深い内容で、それなりに楽しむことができた。
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　俺は柚葉を捜さがしていた。

　デートの約束を取り付ける為だ。

　だから、帰りのＨＲホームルーム終しゆう了りよう後、真っ先に柚葉のクラスへ向かったのだが、一足遅おそかったのか姿を見つけられずにいた。

　粗あら方かた走り回った挙げ句、校舎裏へ。

　と、そこで、

　ショキ、ショキ、ショキ

　という奇き妙みような音が建物の陰かげから聞こえてきた。

　なんだ？　この音……。

　ショキ、ショキ、ショキ

　機械的に、ある一定のリズムで繰くり返かえされる。

　なんだかそれは、豆を擦り合わせたかのような音にも聞こえる。

「ま、まさか、この音は…………」

　俺の脳内妖よう怪かい大辞典のページが捲めくられる。

　もしかして面おも白しろがって近付くと川に突き落おとされるという妖怪――

〝小豆あずき洗い〟じゃないか!?

　そんな冗じよう談だんはさておき、俺は校舎の壁かべに寄り添そうと、建物の陰からそっと顔だけのぞかせてみた。

　雑草が生えまくりの空き地。

　隅すみの方に外用の水道、いわゆる立りつ水すい栓せんが立っている。

　その袂たもとに小こ柄がらな女の子が屈かがんで何かをやっているのが見えた。

　三さん角かく巾きんにエプロン、ゴム手て袋ぶくろ、そして黄色い長なが靴ぐつという、お掃そう除じ着ぎフル装備の格好。

　そして口からは――、

「ショキ、ショキ、ショキ……」

　音じゃなかったぁぁぁっ！

　口で擬ぎ音おんを言っちゃう人だったぁぁっ！

　というわけで、柚葉である。

　彼女は手にしているブラシを水に浸つけては、金だらいの中でおとなしくしているミュウの体を無心でゴシゴシと洗っていた。

「ショキ、ショキ、ショ…………あ……」

　ようやく俺の気配に気付いて振り向むいた彼女は、表情を硬こう直ちよくさせていた。

「よう、洗ってやってるのか？」

「定期メンテナンス」

「メ、メンテ……？」

「放課後に毎日こうして洗っている」

「毎日!?」

「何も不思議なことは無い。人間も毎日、お風ふ呂ろに入る」

「そう言われれば、そうだけど……」

「竜りゆうの鱗うろこは生はえ替かわりが激しい。だからこうして毎日、金属ブラシで磨みがいて剥はがれ落ちたものを取り除いてあげないと、抜ぬけ切らない鱗が体を傷付けてしまう」

「へー……そういうもんなんだ。って、金属ブラシ!?」

　彼女が持っているブラシを良く見たら、毛の部分が真しん鍮ちゆう製せいだった。

「それって金属のサビ落としとか、塗と装そう剥はがしに使うやつだろ。そんなんでやって大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「全然平気。むしろこれでもソフトブラシの部類」

「ほう……」

「ちなみに牙きば磨みがきにはこれを使う」

　そう言って彼女はコードレスの電動ルーターを取り出してきた。

「この先せん端たんにダイヤモンドパウダーの研けん磨ま剤ざいを付けて磨く」

「まるでドラゴン用の電動歯ブラシだな……」

「あと、爪つめ切きりにはこの剪せん定ていバサミを。角のツヤ出しにはこっちの包丁研とぎを。翼つばさの手入れには異世界の植物から採った油が最適らしいのだけれど、こちらの世界ではオリーブオイルでも代用可。ただしエキストラバージンオイルに限る。それと――」

　柚葉は聞いてもらえるのが嬉うれしいのか、次から次へとお手入れ道具を説明してくる。

　そのうちに話はいつの間にか毛並みの話題になっていて、

「首筋の所にある毛が直毛なのがオスで、先が丸くなっている方がメス。それはメスの方が頻ひん繁ぱんに毛け繕づくろいをするから」

　そう言いながら彼女は、ミュウの首筋を別の柔やわらかいブラシで梳とかし始める。

「ってことは、こいつは……？」

「ミュウはメス」

「なるほど……」

　納なつ得とくしてはみたものの、俺には見た目の違いが良く分からない。そもそも比ひ較かくするほどドラゴンなんてこの目で見てないからな。

「てか、なんで柚葉はそんなにドラゴンに詳しいんだ？」

「異世界からの帰き還かん者しやが残してくれた資料がたくさんある。召喚先によって多少の違いはあるけれど、ドラゴンはどの世界でも大体同じ」

「そういうもんか……」

　俺がそう言うと、彼女は再び手を動かし始めた。

　ミュウに乾かわいたタオルを掛け、水気を拭ふき取ってあげている。

　そのままぼんやり彼女と一匹ぴきの様子を見つめていると、ふと本来の目的を思い出す。

「そういえば俺、柚葉に用事があって捜してたんだ」

「何？」

「あのさ……今度の休日のことなんだけど……」
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　言いかけて、こんなことを女の子に言うのは俺、人生で初めてじゃね？　と今いま更さらながらに意識して緊張する。

　でも、既すでに〝告白〟してしまっているわけだから、ハードル的にはあっちの方が高いはず。

　そう言い聞かせて言葉を絞しぼり出す。

「俺と……その……デートしないか？」

「私、そんなに歌は上う手まくない」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶ。俺もそんなに上手くはないから……って、デュエットか！」

「手札を全て捨て、効果発動」

「ドロー、追加攻こう撃げき！　って、そりゃデュエルだ！　〝デ〟しか合ってないぞ、〝デ〟しか！」

「赤いパンツ穿はいたネズミとか、赤いシャツを着たクマ？」

「それはデ…………言えねえよ！　いいか？　俺が言ってるのはデート。男女が交際を深める為に行うデ・ェ・ト！」

「…………？」

　まだ良く分かっていないような表情をしていた彼女だったが、次し第だいに理解し始めたようで、見る見る顔が赤くなってゆく。

「……!?」

「今、頭に浮うかんだ、それだ」

　相変わらず、こういうことには疎うといよなー……。

「デ、デ……デート？」

「そう」

「……」

　彼女は時折、チラチラと俺に目を向けてくるが、なかなか返事が返ってこない。

　そして、

「してもいいけど、暇ひまが無い」

「それはどう捉とらえりゃいいんだよ!?」

　またしても告白した時と同じで、はっきりとしない答えが返ってきた。

「してもいいってことはＯＫってことだろ？」

「でも暇が無い」

「……何か休日に用事でもあるのか？」

「過去に召喚があった現場を巡めぐるツアー」

「ツアーって……それ柚葉の個人企き画かくだろ」

「そうともいう」

「……で、その過去の召喚現場って、俺に説明してくれてたみたいなやつのことだよな？」

「そう。休日は学校外で起きた召喚事例現場を中心に回っている」

「え……週末の過ごし方はいつもそんな感じなのか？」

「そう。場所も分散している上に、数も多いので結構大変」

「まるで聖地巡じゆん礼れいだな……」

「なので暇が無い」

「そ、そうか……」

　とにかく、〝異世界デビュー〟に相当懸かけてるんだなーってのは分かった。

　でも、まさかそんな理由が出てくるとは思ってもみなかったので、いきなり出で端ばなを挫くじかれた感じだ。だが――。

「でも、デートしたい気持ちは〝ある〟ってことでいいんだよな？」

　彼女は照てれ臭くさそうに無言で頷うなずいた。

　そこで俺はある案を思い付いた。

「じゃあ、こういうのはどうだ？　俺と一いつ緒しよに召喚現場を聖地巡礼をするってのは」

「え……」

　思いも寄らぬ提案だったのか、彼女は目を丸くしていた。

「ほら、一人で回るより、二人で見て回った方が断然楽しいだろ？　それに俺はこれでも召喚予定者の端はしくれだ。そういった場所に興味もあるし」

　そう言ってやったら、柚葉の顔が花が咲さいたようにフワァーッと明るくなってゆくのが見て取れた。

　そして、彼女は頬ほおを桜色に染めたまま呟つぶやく。

「デート……する」

「よかった」

　俺は心の中でガッツポーズを決めた。

「でも、お願いがある」

「ん？　なんだ？」

「回る場所は私に指定させて」

「そんなことか。全然構わないぞ。それに俺より柚葉の方がずっと詳しいはずだしな」

「ありがと……」

「俺の方こそ、ＯＫしてくれて、ありがとな」

「……」

「楽しみだな、デート」

　そう言うと彼女は恥はずかしそうに目を伏ふせてしまった。

　そして手早くミュウの手入れグッズを一つにまとめると、

「では……そういうことで……」

　と言い残し、慌あわてたようにその場から走り去ってしまった。

　彼女の後ろ姿を見送りながら、こんなんでいいんだろうか？　と思いつつも、なにはともあれ約束自体は取り付けることができた。

　あとは当日、どうするかだが……まあ、とりあえずは一息。

　そんなふうに安あん堵どしていると、不意に背後から声がかかる。

「あ、こんなとこにいた。おーい、ゆーくーん」

　このまったりとした口調は考えるまでもない。七美だ。

　声のした方向へ振り向くと、柔にゆう和わな笑えみを湛たたえた彼女が小走りにこちらに向かってくるのが見えた。

「もう、捜したよー。教室に行っても、もういないんだもの。学校中、走り回っちゃったよー」

　傍そばまでやってきた七美は、やや息が上がった様子だった。

「捜してた……って、何？」

　尋ねると、彼女は含み笑わらいを見せる。

「ふっふー、それはね、ゆーくんに見せたいものがあって」

「なんだそりゃ？」

　訝いぶかしげにする俺を前に七美は嬉しそうに微笑ほほえんでいた。





×　×　×






「じゃじゃーん」

　七美はそう口にしながら一ひと抱かかえほどある四角い箱を俺の前に差し出してきた。

　ここは寮りようの前のちょっとした広場。そこにある東あずま屋やの下だ。

　見せたいものがあると言ってきた彼女が、俺をここまで連れてきたのだった。

「……って、なんだよ、それ？」

「待って、今開けるから」

　七美は傍にある木製テーブルに箱を置くと、そいつの蓋ふたを持ち上げる。

　中から現れたのは、

「……ケーキ??」

　そう、箱の中身は苺いちごがのったオーソドックスなタイプのショートケーキ。

　しかも、一番大きいサイズなんじゃないかと思われるホールケーキだった。

「ゆーくん、苺のったやつ好きだったでしょ」

「えーと……まさか、見せたいものって……これ？」

「うん、そうだよ」

　七美は何も揺ゆらぐ様子もなく頷いた。

「俺、誕生日はまだずっと先なんだけど」

「そうじゃないよー」

「え？　じゃあ七美の？」

「もーう、七美はゆーくんと三日しか離はなれてないでしょー。忘れちゃったの？」

　彼女は唇くちびるを尖とがらせた。

「じゃあこれは一体、なんなんだよ」

「ゆーくんの転入祝いだよ」

「転入祝い??　そんな祝い事、聞いたことないんだけど」

「七美がめでたいと思ったんだからそれでいいの」

「は……??」

「それに転校祝いよりずっといいでしょ？」

「そ、それはまあ確かに……」

「じゃあ早さつ速そく、食べようよ」

「あ、ああ……」

　まっいっか。甘あまい物は好きだしな。

　彼女は一緒に用意してきていた紙皿をビニール袋ぶくろから取り出していた。

「これって港町にある美味おいしいケーキ屋さんで買ってきたものなんだよ。でも本当は七美が手作りしたかったんだけどね」

「えっ!?」

　俺は〝手作り〟という単語を聞いた途と端たん、自身の体が硬直したのを感じた。

　それは過去に、彼女の超ちよう絶ぜつマズい手作り料理を食べた経験があるからこその条件反射だった。

　あの時はクッキーだった。忘れもしない。

　食べた途端に意識を失いそうになり、天国ではなく地じ獄ごくが見えた。

　もうあんな思いは二度とゴメンだと俺の体が言っている。

　そうそう、彼女が不器用なのは料理だけじゃない。

　なんというか、人の世話を焼きたがる癖くせに家事全ぜん般ぱんにおいて全てが不器用なのだ。

　昔、取れかかっていたシャツのボタンを彼女に直してもらったことがあったが、戻ってきた時には、俺のシャツはなぜかハンカチになっていた。

　部屋の掃除をしてくれた時は、確かに綺き麗れいにはなったけれど、賃ちん貸たいとして貸し出す前の部屋のように別の意味でクリーンになっていた。しかもパソコンの中身までクリーンになっていて……あれには絶望した。それぐらい段だん違ちがいの不器用さなのだ。当時はまだ小学生だったけど……それでもちょっとヤバい気がする。

　それに以前、彼女の個人情報ステータスをのぞいた際に、［未召喚による異能の不完全箇所］の項こう目もくで『不器用（五割増し）』というのを見た記き憶おくがある。

　召喚予定者になった影えい響きようで、あの不器用さが割り増しになってるっていうんなら尚なお更さらヤバい。

　なので手作りケーキなんてとんでもない。

　でも七美は、俺が〝手作り〟というところに反応したことには気付いていないようで、ローソクを立てたり、チョコのプレートを飾かざったり、せっせとケーキを食べる準備をしていた。

　と、そこで彼かの女じよは突とつ然ぜん、動作を止める。

「あ……大事なもの忘れちゃった」

「何？」

「切り分けるナイフ……あと、火をつけるもの」

「じゃあ俺おれが学食に行って借りてくるよ」

　その方向に足を向ける。

　すると、

「あ、そうだ、待って。大丈夫、これ使うから」

「？」

　言われて俺が振ふり返った時には、七美は左右それぞれの手に黒と白銀の剣けんを持っていた。

　いつの間に？

　と一いつ瞬しゆん思ったが、言わずもがな彼女は召喚予定者。瞬しゆん時じに剣を現出させることなど造作もないことを思い出す。

　恐おそらく、彼女の手にある剣は黒こく炎えん剣けんイグナヴォルグと白はく氷ひよう剣けんフロスカイアーだ。以前、ステータスを閲えつ覧らんしていたから分かる。

「使う……って、まさか剣でケーキを切る気か？」

「ナイフも剣も刃は物ものなんだから一緒でしょ？　ようはケーキが切れればいいわけだし」

「そ、そうかもしれないけどさ……」

　俺が気にしたのは、どこかの世界を救う為の剣でケーキなんか切ってるって知れたら、召喚先の住人が複雑な気持ちになるんじゃないかと思ったからなわけで。

　まあとりあえず、それはおいといてだ……。

　既に七美は黒炎剣の切っ先をケーキに向けていた。

「これなら火もつけられるし、一石二鳥だよ」

　うっすらと炎ほのおをまとった刀身を目の前に、すぐに俺の中で嫌な予感が湧き上あがる。

　めちゃめちゃ不器用な彼女のことだ。そんな剣でケーキなんぞ切ったら加減を間ま違ちがえて消し炭になる姿が容易に想像できる。なんせ、さっき差していたローソクだってアンバランスに曲がっているくらいだから。

　俺はせっかくの食べ物が黒くろ焦こげになる前に、彼女を制止する。

「ちょっと待った！　俺が代わりに切るよ」

「ええ？　それは無理だよー。召喚者としての異能や道具は本人以外、扱あつかえないようになってるし」

「なら二人で切ろう」

「えっ……それなら大丈夫だけど……でもなんで？」

「それはその……」

　最後まで言っていないのに、彼女は俺の反応から悟さとったようだ。

「もーう、大丈夫だよー。さすがにケーキぐらいはちゃんと切れるよー。でも、ゆーくんが一緒にやりたいって言うんなら……べつにいいよ？」

　七美は頬を紅潮させていた。

　俺はそんな彼女の横に立ち、

「じゃあ一緒に切るか」

　と言って、同じ柄つかを握にぎる。

　すると彼女は、何かを思い出したかのようにハッとした表情を見せた。

「あれ？　でも待って……。二人で一つのナイフを持って、ケーキをカット……。このシチュエーションって、もしかして……」

　途端、七美は動どう揺ようし始め、顔全体を真っ赤に染め上げる。

「やっ、やっぱりダメっ！」

「えっ？」

「だって、これって初めての共同作業的な感じになっちゃうじゃない。七美とゆーくんは幼おさな馴な染じみなんだから、こっ、こういうのはダメだよっ」

「は？　何を言ってるんだ？　ただケーキを切るだけだろ」

「で、でも、ダメなものはダメなのっ」

　彼女は慌てて俺の手から剣を取り上げようとした。

　俺もそこで特にこだわる必要も無かったので、すぐに手を離したのだが……逆にそれがいけなかった。

　大きな破は砕さい音おん。

「あ……」

　七美はちょっと引っ張っただけのつもりだったのに、勢い余ってテーブルごとケーキを真っ二つにしてしまったのだ。ついでに地面に縦一文字の亀き裂れつまで入ってしまっている。

　軽く振っただけで、この威い力りよく。

　いくらなんでも力の調整を間違ってないか？

　七美はこの事態を目の前にして唖あ然ぜんとしていた。だが、勢いが良かったのかテーブルとケーキは半分に切られつつも絶ぜつ妙みようのバランスで元の状態を保っていた。

　俺はそいつが崩くずれ落ちる前にとケーキだけを取り上げる。

「ご、ごめんなさい……七美が慌てたから……」

　彼女は酷ひどく申し訳なさそうにしていた。

　そこへ俺は、

「二つに切れただけでも良しとしようぜ」

　そう言って一方を彼女に差し出す。

「え……」

　七美は呆ぼう然ぜんとしていたが、俺は構わず片方の巨きよ大だいなクリームの塊かたまりにかぶりついた。




　――数十分後。




「あー食ったー。もう半年くらい甘い物はいらないな」

　俺は無事だったベンチに座すわり、腹をさすっていた。

「いくらなんでも一人でホールケーキ半分は食べ過ぎだよ……」

　隣に座っていた七美が心配そうな表情でこちらを見てくる。

　彼女の横には手つかずのもう半分が置いたままになっていた。

「なんだ食べないのか？」

「うん、今はちょっと……」

　まあ、無理に勧すすめるわけにもいかないので、それ以上は言わない。

　にしても……。

「腹はら一いつ杯ぱい食べたら、急に眠ねむくなってきたな」

　俺は目元を指先でこすった。

　満腹になると体内にセロトニンが分ぶん泌ぴつされて、そのセロトニンが睡すい眠みん誘ゆう発はつ物質であるメラトニンの分泌を促うながすのだと、親おや父じの書しよ斎さいにあった本で読んだことがあった。

　食べた後にすぐ寝ねると牛……というか肥満になるというのも科学的根こん拠きよがあるらしいが、眠いものは眠いのだ。

「少しここで仮か眠みんしていいか？」

「えっ……あ、うん、いいよ」

　彼女は一瞬、戸と惑まどいを見せたが、すぐに了りよう解かいをくれた。

　なので俺は、丸太を半分に切っただけの素そ朴ぼくなそのベンチに寝そべろうとした。

　と、そこで七美が、不意に手の平をこちらに向けて制止してくる。

「あ、でもちょっと待って」

「？」

　なんだろう？　そう思って様子をうかがっていると、彼女はスカートの裾すそを丁てい寧ねいに直し、自分の膝ひざをポンポンと叩たたいたみせた。

　そして、決して視線を合わそうとせず、恥ずかしそうに言ってくる。

「は……はい、どうぞ」

「どうぞ……って、なんのつもりだ？」

「えっ!?　え……えーと、その…………膝ひざ枕まくら的てきな？」

「はあぁ!?　突然、何を言い出すんだ？」

「だっ、だって眠いんでしょう？　だったら枕が必要だと思って……」

「いやいや必要無いから」

「えー、だってそのまま寝たら首痛くなるよ？」

「そういう問題じゃなくて。大体、膝枕ってのは恋こい人びと同士とか、そういう関係の人間がやるもんだろ」

「そうかなあ？　七美、お母さんに耳掃除してもらったことあるよ？」

「それは幼い頃ころの話だろ。しかもそれは家族間での話じゃないか」

「幼馴染みといったら家族も同然でしょ」

「そうかもしれないけどさ。ていうか、そもそもお前の価値基準が分からない。ケーキを一緒に切るのは駄だ目めで、膝枕はＯＫとか、どう考えてもおかしいだろ」

「そんなことないよ。枕は枕だもの、それ以外の何ものでもないよ」

「……」

　そこまで言われちゃ仕方が無い。

「……わかった」

「へっ……!?」

「ただの枕だもんな。俺もそう思うことにする」

　俺は意地になって彼女の提案を受け入れることにした。

「じゃあ失礼して」

　言って即そく、彼女の方へ体を傾かたむける。

「えっ!?　ちょ、ちょっとまだ……」

　すると七美は俺の行動を予期していなかったのか、動揺の色を見せた。

　そして俺の頭が、彼女の太ふと腿ももに触ふれようとした瞬しゆん間かん、

「やっ……やっぱりダメっ！」

　と声がして、膝ひざが退けられてしまった。

「ごわっ!?」
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　なんたるフェイント！

　ゴンッという鈍にぶい音がして後頭部を打ち付ける。

　そんなに強くはないにしても、痛いことには違ちがいなかった。

「いつつ……なんだよ……急に避よけるなよ」

　俺は頭の後ろを手で押さえながら起き上がった。

「ご、ごめんなさい！　そんなつもりじゃなかったんだけど……言われてみるとなんだか急に恥ずかしいような気がしてきて……だ、大丈夫？」

　頭を擦さするすぐ真後ろから、そんなふうに心配する七美の声が聞こえてくる。

「まあ、全然大丈夫だけどさ……」

　実際たいしたことないので、俺はやれやれといった感じで振り向いた。

　だが、そこで俺の体は硬直する。

　思いの外、彼女の顔が近かったのだ。

「「!?」」

　互たがいに息を呑のんで、目を丸くする。

　七美が心配して身を寄せてきたところに、俺が丁度振ふり向いたからこそ出来上がった形だった。

　鼻先同士が触れるほど近く、彼女の吐と息いきも感じる。

　柔らかい体が、俺の腕うでにやや触れているようにも感じる。

　思わぬ接近に言葉が詰つまり、何も出てこない。

　冗談を言うことも、苦笑いすることも、身を引くことも忘れてしまっていた。

　だってやっぱり目の前の彼女は、俺が知っている昔の彼女と違って、酷く綺麗になっていたから。

　こうして間近で見れば尚更だ。

　おいおい、なんで俺が七美相手にドキドキしてんだよ……。

　落ち着きを取とり戻もどす為ため、そんなふうに言い聞かせる。

　彼女も彼女で、そこからどうしたらいいのか分からずに、静止したまま顔を林りん檎ごのように赤らめていた。

　このまま二人して石像になってしまうのでは？　と思われるくらい長い沈ちん黙もくが続くと、不意に七美の方から、この気まずい空気を振り払はらうように立ち上がった。

　そして彼女は残りの半分が収まったケーキの箱を俺に差し出だしてくる。

「あ、あの……これっ！　たっ、食べて！　じゃ、じゃあ」

　俺は反射的に受け取る。

　すると七美はその足で、慌てたように女じよ子し寮りようの方へと走って行ってしまった。

　残された俺は箱を手に、しばらくその場でぼーっとするのだった。





×　×　×






　寮の自室。

　今日一日を終えた俺はケーキの箱を机の上に置くと、ぐったりとベッドに突つっ伏ぷした。

「あらあら、随ずい分ぶんとお疲つかれの様子ですね、祐介さん」

　そう言ったのはクロワ。

　彼女はデスクトップパソコンのモニターに視線を置いたまましゃべっている。

　そのパソコンをこの部屋に持ち込こんだのも彼女だ。

「そりゃ疲れもするさ。慣れない授業に加えて、ゲートクローザーの件もあるんだから」

「なるほど、それは大変ですねえ」

「まるで他ひ人と事ごとだな」

「そんなこと無いですよ？　でも、少しくらいは息いき抜ぬきして体力を残しておいて下さいね」

「どうしてだよ」

「いやですねー、それはお分かりでしょう？　ぐふふふ……」

　クロワは肩かたを震ふるわせる。

　そして初めてモニターから目を離したと思ったら、

「私とのしっぽりとした夜の生活の為に決まってるじゃないですかーっ♡」

　体ごとベッドへダイブしてきた。

「!?」

　俺はすかさず横に転がってそれを避ける。

「ふざけてる場合じゃないだろ。真ま面じ目めに今後のことを考えようぜ」

　ベッドの上で一度、バィーンと跳はねた彼女は、むくれた表情で起き上がった。

「むぅ……で、柚葉さんでしたっけ？　彼女とは何か進展はあったんですか？」

　そこで俺はこれまでの出来事を包つつみ隠かくさず彼女に話した。

「ほほう、既にデートの約束を取り付けているとは、なかなかやりますねえー。しかも彼女の興味があるものに注目して共通の話題を作ろうとしてる点はさすがです」

「だから、ある程度は召しよう喚かん事例について事前に調べておいたほうが、彼女と話を合わせ易いと思うんだ。そういう訳だから、そのパソコン借りるぞ」

「ふぇっ!?　そ、それはちょっと待って下さい！」

　クロワの耳がビクッとなって真まっ直すぐに立つ。

　そして急に立ち上がると、慌ててモニターの前に立たち塞ふさがった。

「なんだよ、なんかマズいことでもあるのか？」

「いえいえ、マズくはないんですが、今はちょっと……」

「ちょっとって何だよ」

「いやあの……。というか、そういうのはご自分のスマホで調べられるじゃないですか」

「調べ物はデスクトップの方が何かと扱いやすいんだよ」

「ええーっ」

「ええーって……そういやお前、部屋に籠こもりっきりで何をそんなに熱心にやってるんだ？」

「そっ、それは、ゲートクローザー攻こう略りやくの手助けになれるよう、祐介さんの為に色々と情報を集めているんですよ」

「ほーう」

　こうしている間にもクロワは後ろ手でマウスをいじり、何か隠そうとしている。

　そうはさせまいと俺はサッと近づき、彼女の手を掴つかみ上げた。

「あっ…!?　だ、だめですっ!!」

　焦あせるクロワを無視してモニターをのぞくと、画像加工ソフトらしきものが起動している。

「……こ、これは」

「……」

　そこには複数の写真が開かれていた。

　全部、俺の写真で、いつ撮とられたのか分からないようなものばかり。

　しかも全すべての写真にクロワの姿が合成加工されていて、まるで恋人同士のラブラブ写真みたくなっていた。

　俺は抑よく揚ようの無い声で言う。

「説明してもらおうか」

「いっ、いやー……これはですね、私はゲートクローザー関連については直接お手伝い出来ないので、せめて祐介さんの為に何か応おう援えんメッセージ的なものが作れないかなー……なんて思いまして。これを見て少しでも元気が出てくれればと……」

「全ぜん削さく除じよ」

「ほぎゃあぁぁっ！」

　クロワの悲鳴が室内に木こ霊だました。

　俺の素す早ばやいマウス捌さばきで画像ファイルは根こそぎゴミ箱から消えた。

　ウサ耳は萎しおれ、涙なみだ目めになっている。

「まったく……真面目に何か調べてくれているのかと思えば、こんなものに無む駄だな時間を使っていたとは。今からクロワはパソコン禁止な」

「ええーっ!?　それは、それだけは堪かん忍にんして下さいましっ!!」

「おい、脚あしにすがってくるな！　ズボンがずり落ちるだろ！」

「だってー、まとめサイトを巡じゆん回かいするのが私の日課なんですよ？　それを奪うばわれたら私、生きていけません……！」

「そんなことで死なねえよ！　なんでネット中毒患かん者じやみたいになってんだよ！　この世界に馴な染じみすぎだろ！」

「私は神界にいた時からネット中毒なんですぅー」

「なんで開き直ってんだよ！　禁止って言ったら、禁止だ！」

「で、でもぉーっ！」

「だからズボンを引っ張るなって！　脱ぬげる、パンツまで脱げる！　ってか、わざとやってるだろ！」

「ぐへへへ」

　そんな感じでしばらく揉もめて……まともに調べ物に取り掛かかれたのは、それから小一時間後のことだった。
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【二にの宮みや柚葉】

［本日の桜田祐介への好感度］６９．１％







　ここにきて小数点以下の登場かよ！







第四章　まったり、デート中







　週末。

　俺と柚ゆず葉はは以前からの約束通り、デートに来ていた。

　今は学園から最も寄よりの街かい道どう沿いを二人でトボトボと歩いているところ。

　学園自体が森の中ということもあって、周りに民家は無く、通りの両側は鬱うつ蒼そうとした木々が生い繁しげっている。

　車の往来もほとんど無く、とても静かなので散歩道としては最適だ。

　デートとしては特に問題は無い。こういう穏おだやかな散策というのもアリだと思う。

　俺はすぐ隣となりを歩いている柚葉に目を向ける。

　チュニックに短いパンツという出いで立ち。初めて見る彼女の私服だ。

　小こ柄がらな体には少し大きいのか袖そでとか裾とか丈たけがかなり余っているが、それがまた可愛かわいらしくもある。肩には相変わらずミュウを乗せていた。

　そんな彼女はなぜだか体の横で自転車を転がしていた。しかも結構ボロボロのやつ。

　チェーンやフレームまでもが錆さび付ついていて、ずっと放置されていたような代しろ物ものだ。

「そういえば、なんで自転車？」

「召喚に使う」

「え……自転車をか？」

「この先に召喚スポットがある。そこで使う」

「ほう……」

「ちなみにこれは学園に放置されてた担任の私物。尋たずねたら、使ってないからあげると言われた」

「だからそんなにボロボロなのか」

　こちらから質問したのにもかかわらず、話は地味に収束した。

　今回のデートプランは柚葉主導なので、そんな感じになってしまうのは仕方が無いのかもしれない。

　そんなわけで、俺は彼女に先導されるように付いて行った。

　しばらく街道沿いに進むと、林の中へと続く未み舗ほ装そうの分かれ道が現れる。

　立ち入り禁止のロープが張られていたが、柚葉は何の迷いも無くそっちの方向へと足を踏ふみ入いれたので俺も後に続く。

　そのまま数分歩くと、突とつ如じよ視界が開け、再び舗装された道路に出た。

　だがそこはもう使われていない道路なのか、ひび割れたアスファルトの間から雑草が繁はん茂もしていた。

　廃はい道どうというやつだ。

　俺がその道路をまじまじと見ていると柚葉が言ってくる。

「新しい道が出来てから閉へい鎖さされた。もう二十年以上は経たっているはず」

　そして道路が続く先を指差した。

「あそこが召喚スポット」

　彼女が示した先には大きな穴が山を穿うがっていた。

　そう、〝トンネル〟だ。

　特に何が他とは違うわけでもなく、普ふ通つうのトンネル。

　ただ、車一台分くらいの道どう路ろ幅はばしかない。

　トンネルは直線で目測二百メートル程ほど。ずっと先に出口の明かりが見えている。

「ここは当時の飛ひ界かい学がく園えん高等部一年生だった生徒〝二人が召喚〟された場所。このトンネル内を自転車で高速走行中、出口付近で光に包つつまれ異世界へと召喚された」

「なるほど、ここをその自転車で、というわけか……でも今、〝二人が召喚〟って言ったよな？　自転車一台しかないけど、どうするんだ？」

「当時の記録によると、二人乗りで召喚されたとある。なので二人で一台」

「はあはあ、そういうことね」

　と、そこで彼女は急にモジモジとし始めた。

「……今日は、こういったペアで召喚された事例の現場に二人で行きたいと思って……今まで一人じゃ試ためせなかったから……」

　視線を合わせようとせず、照てれ臭くさそうにしている姿がなんとも可愛らしく映る。

「なるほど。じゃあ早速、試してみるか」

「でも……」

「ん？　どうした？」

　彼女はなぜか先さき程ほどよりも恥じらいを深めていた。

「でも、その前に私と祐ゆう介すけでやらなければいけないことがある」

「やらなければいけないこと？　じゃあ先にそれをやろうか。で、何をすればいいんだ？」

「子作り」


「……………………は？」



　聞きき間違いだろうか？　俺はとんでもない言葉を聞いた気がした。

　そ、そうだ……きっと聞き間違いだ。うん、そうだよ。まさかそんなことをこんな場所で、しかもあの柚葉が言うわけないし。たとえばほら、〝戸作り〟とか〝帆ほ作り〟とかＤＩＹ的な作業が召喚の準備に必要なんだろうよ。〝戸〟は用よう途と不明だけど、〝帆〟は自転車に取り付ければ風を受けてスピードアップとかするだろうし。うん、これだ、絶対これだよ。なーんだ、驚おどろかせやがって。俺もそんな聞き間違いをするなんて馬ば鹿かだなあ……。

「子作り」


「うわあぁぁぁああぁぁぁあぁぁぁぁぁ!!」



「っ!?」

　あんまり大きな声で叫さけんだもんだから、柚葉もビクッとなっていた。

「どういうことっ!?」

「子孫を後世に残す為の本能的生せい殖しよく行動」

「そうじゃなくって！　自転車でトンネル抜ぬけるっていう話はどこへ？」

「それもちゃんと関係している。召喚事例に出てくる生徒二人はみな〝恋人同士〟だった。よって、この事例を完全に再現するには私と祐介も限りなく恋人同士に近い関係にならなければならない」

「ん？　んん??」

「だから恋人同士にならなくてはいけない」

「だからって、なんでそんな発想が出てくるんだ？」

「祖母が、『子作り＝イコール恋人』だと言ってた」

「どんな婆ばあちゃんだ！　極きよく端たんすぎだろ！」

「え……」

　柚葉は口を開けたまま呆然としてしまっていた。

　そういや彼女、こういうことに関しては感覚がちょっとズレているんだった。

「人それぞれ色んな事情があるかもしれないが、必ずしもそうじゃないだろ」

「でも文ぶん豪ごう、芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの言葉にもこういうのがある。『恋れん愛あいとは、ただ性欲の詩的表現をうけたものである』と」

「そ、そういうこともあるかもしれないけれど！　全てを真に受ける必要は無いだろ……」

「私……間違ってた？」

「ああ、微び妙みようにな」

「……」

　彼女は急に動揺し始め、顔は炉ろにくべられた鉄のように真っ赤になっていた。

「で……では……どうやったら恋人に？」

「それは、あれじゃないか？　付き合い始めたらじゃないか？」

「それは承しよう認にんできない」

「なっ、なんで？」

「初めて祐介と出会った日、召喚スポットであるトイレで既すでに言われている」

「ああ、それって……俺が『付き合ってくれ』って柚葉に言ったあれのことか。ってことは…………!?　俺おれ達たち、付き合ってるってことでいいのか!?」

「でも一生は無理」

「またそれか！　意味が分からないんだけど……」

「保証できないということ」

「確かに人間同士のことだから、何があるか分からないけどさ……。じゃあ逆に聞くけど、柚葉はどういうのが恋人同士なんだと思う？　今度は人が言ったことを鵜う呑のみにするんじゃなくて自分で考えてみよう」

「本気で殴なぐり合える仲」

「友情が芽生えそうだな」

「一つのソフトクリームを一人で食べてしまう仲」

「分けてあげて！　もしくはもう一つ買ってあげて！」

「好きな本を読む仲」

「一人の世界に入ってるし！　義務的に〝仲〟が付いてるだけだし！」

「義務的な仲」

「そんな仕方が無い感じの仲はいやだーっ。てか、今俺が言ったことを適当に繋つなげただけで、ちゃんと自分で考えてないだろ？」

「だって……分からない」

「……じゃあ、そもそも今俺達が行っているこのデートについて柚葉はどんな認にん識しきなんだ？」

「結けつ婚こんを前提としたお付き合い」

「ぶっ!?」

　何を言い出すんだ??

　と思ったが、他のことも認識がズレているので、この言葉をそのまま受け取るのは早計だ。

「話が進まないからそのことは一時置いておこう……。問題は何を以もつて〝恋こい人びと〟と定義するか？　だよな」

「うん」

「じゃあ、そもそも〝恋〟ってなんなのか？」

「甘あま酸ずっぱいもの」

「定番の表現どうも。で、俺が今、手元のスマホで調べてみたら、辞書には『相手を自分のものにしたいという感情を抱いだくこと』と書かれている。どう思う？」

「違う気がする」

「俺もそう思う。ならばと違う辞書で調べてみたら『対象にどうしようもなく強く引きつけられ、且かつ満たされない辛つらく苦しい気持ち』と出た」

「それも違う気がする」

「他にも色々あるけれど、これらが示すように多くの先人達たちが〝恋〟について考えたわけだけど、どれも納なつ得とくいく部分もあれば、そうでない部分もありで、完かん璧ぺきにそうだと言えるものは無いんじゃないかなって思うんだ。そこで俺は今、独自に一つの定義を考えた」

「何？」

「聞きたい？」

　彼女は興味を持ったのか、何度も頭を縦に振った。

「簡単なことさ。互いに相手を恋人だと自覚したらそれで恋人なんじゃないか？」

「それは……私が祐介を恋人だと思えば成立するということ？」

「一方的じゃ駄目だ。俺も柚葉のことを恋人だと思わなくては成り立たない」

「じゃあ思って」

「えっ……ああ、そうだな。思うことにするよ」

「これで恋人同士？」

「そうなるな」

　言ってやったら、すこぶる嬉うれしそうにしていた。

「これで召喚に挑ちよう戦せんできる」

「そうだな」

　意外に単純だった！

「じゃあ改めて」

「分かった」

　晴れて恋人同士（？）になった俺達は異世界召喚の再現に向けて動き出した――。

　――はずだった。

「むむ……っ……ぐぐ……っ……ぬぬぬ……」

　自転車に乗ろうとしていた柚葉が苦く悶もんの声を漏もらす。

　フレームをまたいでいた彼かの女じよは、そのままサドルに腰こしを乗せようとしていたのだが、その場でぴょこぴょこと跳ねるばかりで一向にその時がやってこない。

　俺おれはすぐに理解した。

「もしかして……届かないのか？」

「……!?」

　図星を突かれ、一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔を見せた彼女は、次し第だいに顔を赤く染める。

　そういや彼女、かなり小柄だからな。この大きさの自転車じゃ無理か。

　この前だって給きゆう水すい塔とうの梯子はしごに手が届かなくて困っていたし。

「ちょっといいか？」

　俺は断りを入れるとサドルの高さを調整する。もちろん目め一いつ杯ぱい、下までだ。

　柚葉はというと俺の作業を興きよう味み津しん々しんに見ていた。

　調整が終わると、俺は荷台を持って車体が倒たおれないように支えてやる。

「これならいけるだろ」

「あ……りがと」

　小さく礼を言うと、彼女は再び自転車にまたがった。

　今度は難無くサドルに腰が乗る。

　だが――、

「うう……」

　俺の方へ顔だけ振ふり返かえった柚葉は涙目だった。

　なぜかというと、ペダルに足が届いていなかったのだ。

　こればかりは、どうしようもないな……。

「じゃあ、俺が漕こぐよ。それでも問題ないだろ？」

「うん……」

　彼女は静かに頷うなずき、自転車から降りた。

　ってか、最初からそうすれば良かったじゃないか……と、今いま更さらながらに思った。

　さて、

　俺は彼女に代わって自転車に乗ろうとしていた。

　そんな時、柚葉が前カゴを掴み、じっとそこを見ている姿が目に入ってきた。

「えっと……何をしてるんだ？」

「え……？」

　彼女はきょとんとしていた。

「ひょっとして……そこに座る気なのか？」

「何か問題が？」

「……」

　なんの疑問も持たない表情で返してきたので、俺も困ってしまった。

　恐おそらく、二人乗りというものをしたことが無いのだろう。

　だからといって、直感でそこに手を掛けてくる感性もすごいものがあるが。

「ええっと、そうだな……柚葉が希望する恋人らしさを演出するのであれば、お薦すすめの乗り方があるんだけど……」

「何？　その方法を試したい」

　関心を持って聞いてきたので、俺はスマホでラブコメや少女漫まん画がで二人乗りが出てくる絵を見せてやった。

　後ろの荷台で横向きに座り、漕ぎ手の腰に手を回すスタイルだ。

　この手の二人乗りシーンは交通規則の関係で最近では見かけなくなったが、やはり恋人同士での一コマとして外せないよなー……。

「……本当にこれが恋人同士の定番？」

「ああ、間ま違ちがいなく定番だ」

　俺が言い切ると彼女は納得したようで、前カゴから手を離はなした。

　先に俺が自転車に乗って待つ。

　すると柚葉は緊きん張ちようした面おも持もちで荷台に腰こし掛かけ、そーっと俺の腰に手を回してきた。

　なんだか……腹の周りが温かく、くすぐったい。

「準備できたな。で、このトンネルを駆かけ抜けるだけでいいんだな？」

「肯こう定ていする」

「分かった。じゃあ出る」

　俺は力強くペダルを踏んだ。

　それで二人を乗せた自転車は勢い良く滑すべり出す。

　同時に腰に回された彼女の手が俺をぎゅっと掴んできた。

　自転車はすぐに闇やみの中へ。

　車体がキィキィと悲鳴を上げる。

　さすがにこんなボロではそれも仕方が無い。

　だが、道路の方もどうしようもなかった。

　放置された廃道だからメンテナンスなんてされてないわけで、ガタガタして非常に走りにくい。

　このせいで全然スピードが乗らない。

「条件に高速走行って書いてあったらしいけど、これ時速にして何キロ出せばいいんだ？」

「記録には時速三十キロとある」

「マジで!?　原付並みじゃないか！　恋人同士で優ゆう雅がに乗るスピードじゃないぞ？」

　でも数字がそうなら、やるしかないか……。

「柚葉、荷台の方を掴んでおくんだ。ちょっと荒あれる」

「……えっ!?」

　もう恋人乗りはどこへやらだが、彼女は慌あわてて手を持ち替かえる。

　それを確かく認にんした俺は、立ち漕ぎの姿勢に移行。ペダルへ込める力を強めた。

　それで重たいスチールの車体がグッと前へ出る。

「っ!?」

　柚葉は振り落おとされまいと必死にしがみつく。

　こいつは調子がいい。

　だいぶ加速した。

「このまま行くぞ」

「分かった」

　後ろに目をやると、柚葉がいつになく生き生きとした笑え顔がおを見せていた。

　その笑みを見ていると――。

　悪くない。

　単純にそう思った。

　攻略とかそういったものを抜きにして、俺自身、彼女と過ごすこの瞬間が楽しく思えたのだ。

　そうこうしているうちに前方に明かりが見えてきた。

　トンネルの出口だ。

　あれが過去に生徒が召喚されたという境界線。

　俺はそこに向かってラストスパートをかける。

　彼女を攻略しない限り、召喚なんて有り得ないのだが、それでも俺はそこを全力で駆け抜けたい。

　腿ももにある全ての筋肉が綺き麗れいに連動しているのを感じる。

　俺は最後の力を振り絞しぼった。

　赤あか錆さびの浮ういた銀の車体が陽ひの下に晒さらされる。

「よっしゃきたあぁぁっ!!」

　歓かん喜きの雄お叫たけびと共にゴールラインを越こえた時だった。

　バキッ

「うぇ!?」

　嫌いやな音がしてペダルが空回る。

　チェーンが切れたのだ。

　あれだけ錆さび付いていたのだから、それも予測できたはずなのに……やっちまった！

　しかし、それだけならよかったのだが、不運が重なった。

　これも錆で劣れつ化かしていたんだろうな……ブレーキが利きかなかった。

　高速走行での二人乗りは、かなりの勢いがついていた。

　自転車の形状を成しているだけの鉄クズは、トンネルの出口から出た途と端たん――、

　飛んだ。

「「!?」」

　路ろ肩かたの縁えん石せきに乗り上げて弾はずみがついた車体は、道路脇わきにある数メートル下の段差へ真っ逆さまに落っこちたのだ。

　俺は自転車から投げ出された彼女の体を咄とつ嗟さに包み込み、繁茂した雑草の上に転がる。

　小枝がポキポキと体の周りで折れる音を聞きながら落ち、木の根元に背中が当たった所で横転が止まった。

「いってぇ………………おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺はその場で四よつん這ばいになって身を起こす。

　すると真下に柚葉の顔があって、俺が彼女の上にのし掛かる形になっていることに気がついた。

　柚葉は雑草の上に仰あお向むけのままだったが、ちゃんと目を開けて俺を見ていた。

　意識はあるようで一ひと先まず安心。

　彼女のお腹なかの辺りにはミュウがしっかりと抱きかかえられており、投げ出された際に咄嗟に守ったのだろうということが分かる。

　そんな彼女の行動に水を差すようだが……落車した直後、ミュウは飛べば一番安全じゃね？　と思った。わざわざ突っ込んだりはしなかったが……。

　というわけで、然さしたる問題は発生してなさそうだったので、俺はそのまま立ち上がろうとした。

　と、その時。

「ん……」

　柚葉の様子に変化が。

　顔色が悪い……というか、赤く火ほ照てっている。

「どうした？　どこか怪け我がしたのか？」

　彼女は無言で首を横に振る。

「それじゃ……？」

「……手」

　ぼそりと一言だけ呟つぶやいた。

「手？」

　なんだそりゃ？　そう思いながら自分の手の感覚を探さぐると、やたら柔やわらかいものが手のひらにあることが分かる。

　これはもしや……。

　とても嫌な予感がして手元を確認すると、立ち上がろうとした俺の手が見事に彼女の胸を掴んでいた。

「ぬわぁっ!?　ご、ごめんっ!!」

　慌てて手をどかし、彼女から身を離した。

「べ、べつに……たいしたことじゃない。ただの胸だから……」

「いや、そこ強がるとこじゃないからな？」

「……」

　柚葉はもにょもにょと何か言いながら小さくなってしまう。

「まあ、怪我が無くて良かった。あと危険な目に遭あわせてしまって……悪かった」

　彼女は「ううん」と首を横に振った。





×　×　×






　災難から気を取り直した俺と柚葉は、次なる召喚スポットへ移動。

　神社にやってきていた。

　先程のトンネルからは結構歩いたのだが、周りはまだ自然たっぷりだ。

　周辺にはいくつかの民家がうかがえたが、町の中心はまだまだ先らしい。

　さて、この神社だが、境けい内だいに社務所などは無い。

　こぢんまりとした社やしろがあるだけだ。

　拝はい殿でんと本ほん殿でんが一いつ緒しよになったそれは、だいぶ傷んできてはいるものの地元の人がきちんと手入れをしているのか思いの外、綺麗になっていた。

　辺りには俺達以外、誰だれもいない。

　普ふ段だんからひっそりと佇たたずんでいるだけの無人の神社ってどこにでもあると思うが、この場所もそんな感じ。

「次はここか」

「そう。神社は一カ所に召しよう喚かん事例が複数固まっている、いわば召喚のバーゲンセール的な場所」

「みたいだな。たとえば、神社の本殿には必ず祀まつられているご神体。それをのぞこうと扉とびらを開けたら召喚の光に包まれたとかいうし、鳥居を潜くぐったら別世界だったっていう話もあるし、境内の隅すみの方に幾いくつかある小さな祠ほこらとかも社のミニチュア版みたいなもんだし、その一つ一つが召喚スポットになっててもおかしくない。そもそも神事的なものが集まる場所ってのは召喚フラグだらけなんだよな」

　柚葉は驚いた顔で俺を見ていた。

「なんだその反応。俺もそれなりに調べてきたのさ。ま、柚葉には到とう底てい及およばないけどな」

　すると彼女は急に挙きよ動どう不ふ審しんになった。

　賽さい銭せん箱ばこの方へ向かって小走りに進んだかと思ったら、その奥おくにある拝殿の扉を開け閉めしたりして動どう揺ようが目に見えていた。

　どうやら嬉しいんだけれど、それを上う手まく表現できないらしい。

　そのうちに本殿の中にあった鏡を勝手に持ち出だしてきた。

「おっ!?　何を勝手に持ってきてんだ!?　バチが当たるぞ？」

「大丈夫、ちょっと借りるだけ」

　そう言って彼女は二つある鏡のうち一つを俺に渡わたしてきた。

「これは１９８０年、恋こい仲なかであった二人の生徒がこの二枚の鏡をそれぞれ持ち、合わせ鏡にしたことで、その奥にある深遠に吸い込こまれたという事例。普通、神器としての鏡は一つだけど、この神社はなぜか二枚、祀ってあることがポイント」

「ちょっとだけだからな……終わったらすぐ戻もどせよ？」

「了りよう解かい」

　俺達は相向かいに立ち、鏡もまた、胸の前で向かい合わせに持つ。

　そうすると当然、鏡の中に鏡、その鏡の中にまた鏡、そのまた鏡の中にまたまた鏡……という無限回かい廊ろうが出来上がる。

　その中心を見ていると本当にそこへ吸い込まれそうな気分になるが……。

　気分は気分。

　当たり前だが、それだけだった。

「はい終しゆう了りよう。戻してきて」

「む……」

　柚葉はやや膨ふくれっ面つらになる。

「いやべつに、俺は意地悪で言ってるんじゃないぞ？　実際、何も起こらなかったんだからしょうがないじゃないか。なら、次に行ったほうがいいだろ？」

　それならばと、鏡を元の場所に戻してきた彼女は俺の正面に立ち、なにやら構えを取った。

「それは、なんのつもりだ？」

「これは１９８５年、当時ライバル同士だった生徒が神社の境内で決けつ闘とうを行った際、放った技わざがあまりに高エネルギーであった為ため、二人の間に空間の歪わい曲きよくが起こり、次元ホールが出現、異世界に召喚されたという事例。というわけなので今からバトる」

「バトる……って、マジでやんのか!?」

「やる。尚なお、本気でやらなければ意味が無い為、全力で。ミュウ、《紅焔フアイアブレス》」

　指示を出すと彼女の肩かたにいるミュウが小さな口を開けた。その口内には赤く燃え盛る火球が見える。

「いや、ちょっと待て!?　俺には無理だ！」

「どうして？」

「俺は攻こう撃げき系けいの異能を持ってないんだよ」

「……？」

　そんな人いるの？　それなら何があるの？　みたいな顔をされたが答えられない。

　だって、状態強ステータス・デ制開示イスクローズのことがバレたら攻こう略りやくがやりにくくなるから。

「ミュウ、中止」

　彼女は残念な様子で伝えた。するとミュウは口を閉じ、火球を飲み込んだ。

　俺は「ふぅ」と安あん堵どの息を吐つく。

　危あやうく丸まる焦こげになるところだったな。

「で、他ほかには？」

「次は手ちよ水うず場ばの横にある井い戸ど」

「井戸かー。異世界への入り口としては定番中の定番だな。確か漫画の《猫ねこ夜や叉しや》とかも井戸だったよなー。じゃあそれ試そう」

「でも、その前に……」

　なぜか彼女は足を止めたまま動かない。

　その上、うつむき加減で何か言いにくそうにしている。

「その前に？」

「血糖値の減少により、本能的に栄養摂せつ取しゆを欲ほつする状態にある？」

「すまん……分かり易やすく言ってくれ」

「お……お腹空すいてない？」

「お腹？　そういやもう昼過ぎか。あんまり夢中になってやってたから気が付かなかった。思い出したら急に腹が減ってきたなー。そういえば、この辺って食事が取れそうな場所あるのか？　無さそうだよなー……」

　スマホを取り出して、近きん隣りんの店を検けん索さくしようとした時だった。

「携けい行こう用よう食品保存容器に入った栄養摂取目的の為の家庭内加工食品……いわゆる『お弁当』を作ってきた」

　柚葉が顔を紅潮させながら、回りくどい言い方で告げてきたのだ。

「ん？」

「お弁当……」

「柚葉が？」

「うん……二人分……」

「俺に？」

「……祐介に」

　そんなこと、思ってもみなかったので二度聞きしてしまった。

　そのせいか彼女は不安そうに尋ねる。

「……いらない？」

「いるいる！　もちろん食べるよ！」

「じゃあ準備する」

　彼女は淡あわい笑みを見せると、急に張り切り始めた。

　持参していたバッグからビニールシートを取り出し、一ひと際きわ大きな木の下に敷しいたのだ。

　そして俺達は、若葉を見上げながらそこに腰を下ろす。

「いやー昼飯のことなんか全然考えてなかったから助かったよ」

「今日、付き合ってもらったお礼……」

　俺の隣となりで彼女はバッグの中を探っている。その最中も両りよう膝ひざを擦すり合あわせモジモジとしていた。

　それにしても、まさか彼女が俺の為に弁当を作ってくれるなんて。これって、もう攻略できてるんじゃないか？　とさえ思ってしまう。

「これ祐介の分」

「お、ありがとう」

　ランチクロスに包つつまれたもの受け取る。結構デカくて、ずしりと重い。

　俺の為にわざわざ大きめなのを用意して詰つめてくれたんだなーと思うと、やたら嬉しくなってしまう。

「これはミュウの分」

「えっ……」

　彼女は包みから、こんがりと焼かれたパイを一切れ取り出すと、肩にいる白はく竜りゆうの口に放ほうり込んだ。

　それをミュウは噛かまずに一飲みしてしまう。

　目を細めて喉のどを鳴らすその姿は、俺の目から見ても非常に満足しているように思えた。

「ドラゴンってパイ食うんだな……」

　意外だなという目でその様子を見ていると、柚葉が残りのパイの切り口を見せてくる。

「ミートパイ」

「ああ、なるほど。ドラゴンって肉食っぽいもんな。やっぱ牛肉とか豚ぶた肉にく？」

「それは、内ない緒しよ……」

「……え」

　なんで内緒なんだ??　一体、何の肉なんだよ!?

　すげー気になるけど、この場合、聞かない方が自分の為にもいいような気がする……。

　俺がそんなふうにモヤモヤとした感覚に囚とらわれている最中、柚葉はバッグの中からまた違ちがう包みを取り出していた。

　最後に出てきたそれは、彼女の分だ。

　包みは俺の三分の一程度の大きさで、そこはさすがに女の子という感じだった。

　俺は待ち切れず、

「開けていい？」

　と尋たずねる。

　さっき自転車を全速力で漕いだので、だいぶカロリーを消費してしまったらしい。

　彼女が頷いたので、俺は飛びつくように結びを解ほどいた。

　中からシンプルな形状の弁当箱が現れたが、今は外見よりも中身だ。

　唾つばを飲み込みながら蓋ふたを開ける。

　するとそこには……。

「こ、これは……」

　目一杯、ご飯が詰まっていた。

　但ただし、ただの白飯ではない。

　所々に色々な色がちりばめられ、米の中にも何かが埋うまっているようだ。

　最初に頭に浮かんだのが、

　チャーハン？

　または、

　混ぜご飯的な何か？

　…………いや違う！

　これは、ほどよくシェイクされた〝元〟弁当だ！

　よくよく見れば、米の中にタコさんウインナーとかそういったものが埋まっているのがうかがえる。

　恐らく、先さき程ほど自転車で転てん倒とうした際に、ぐちゃぐちゃになっちゃったんだろうな……。

　呆ぼう然ぜんと弁当箱の中身をのぞいている俺だったが、隣にいる柚葉はそんなのは比にならない程、愕がく然ぜんとしていた。

　血の気が感じられない。顔面蒼そう白はくとはこのことである。

　おっと、いけない。

「ああ、俺こういうの全然気にしないから」

「えっ……」

　唖あ然ぜんとする柚葉を横目に、中身を一気に口の中へと掻かっ込んだ。

　思った通り、見た目は悪くなっていても個々の味はしっかりとしていて、とても美お味いしかった。

「あーうまかった。柚葉、料理上手いんだな」

「そっ、それはイオン化した食品が口こう腔くう内ない粘ねん膜まく細さい胞ぼう上から脳内の第一、第二味み覚かく野やに伝わり、過去の食品摂取情報と連れん携けいした上でのっ……」

　彼女はまだ動揺していた。

「柚葉は食べないの？」

「？　…………食べる」

　尋ねたことで、ようやく落ち着きを取とり戻したようだ。

　当然、彼女の小さいほうの弁当もシェイクされていたのだが、量が少ない分、被ひ害がいも少ないというか、箸はしで簡単に選より分わけられる程度だった。

　俺はもそもそとリスのように食べ始めた柚葉を隣で見守る。

　もちろん食べる姿をじっと見られていては気になるのが当たり前。

　だから彼女は身を小さく丸めて、やや横を向いてしまう。

　俺はただ、その齧げつ歯し類るいが木の実を食べるみたいな仕草がとても可愛かわいらしくて、眺ながめていたかっただけなんだけど……。

　仕方が無く景色に目を向け、彼女が食べ終わるのをゆっくりと待つことにした。




　――一時間後。




　弁当を食べ、少しだけ休きゆう憩けいした俺達は、手水場の傍そばにある古ふる井い戸どに移動していた。

　井戸はもう使われていないのか、または転落防止なのか、上に木の蓋がしてある。

　その蓋を開けて井戸の縁ふちから中をのぞき込むと、底がまったく見えず、闇だけが広がっていた。

　少しくらい水面っぽいものが見えるかと思ったが、やはり涸かれ井戸なのだろう。

　手水場の方にも水が張られていないし。

　そんな井戸の縁に、突とつ如じよ柚葉が足をかけて上った。

「まさか、柚葉……」

「飛び降りる」

「ですよねー」

「この場所は１９６１年、恋こい人びと同士だった二人の生徒が井戸へ身を投げたことで召喚された事例。なので祐介も一緒に飛び降りる」

「……そりゃまあ、井戸という時点で中へ入るということは想定してたけどさ……。見てみ、この深さ。なんも見えないじゃん。これ、落っこちたらただじゃ済まないぞ。井戸の深さって知ってるか？　ここのはどうだか分からないけれど、一いつ般ぱん的てきなものでも二十メートルから三十メートルはあるんだ。それってビルにしたら七階から八階の高さ。水があればもっと浅くなるだろうけど……ここは涸れてそうだし。普ふ通つうに死ぬぞ？」

「召喚されるから大丈夫」

「……自信があるのは良いことだが、もしもってことがあるだろ。却きやつ下か、なにより体が一番大事だからな」

「じゃあ、小規模で飛び降りる」

「小規模……って、どうやるんだよ!?　ダメだ、ダメ」

「肩かた叩たたき券を三枚付ける」

「小学生のお手伝いかっ！」

「フリーペーパーのクーポンブックを進しん呈てい」

「いらねえぇ！　しかもそれ、全然自分の身を切ってないじゃん！　どっかから貰もらってきただけじゃん！」

「では、ローンソのパンに添てん付ぷされていたラリクマドンブリの引ひき換かえシール二枚で」

「二枚だけかよ！　あと二十八枚集めないとドンブリもらえないじゃん。それにこれから決死の覚かく悟ごで井戸に飛び込んでもらおうとする人間にこれ!?　やっすいなー俺の命」

「じゃあ……どうしたら一緒に飛び降りてくれる？」

　柚葉は悲しそうな目で訴うつたえてきた。

　その台詞せりふは「どうやったら一緒に死んでくれる？」と同義だということを口に出して言いたかったが堪こらえる。

　だが彼女の気持ちも良く分かる。ここまでずっと失敗と拒きよ否ひが続いたわけで、そりゃあ凹へこむし、なんらかの成果を出したいとも思うだろう。

　どんだけ異世界デビューに懸かけてるんだって感じではあるが……。

　そこで俺はある疑問を彼女に投げかけることにした。

「飛び降りる、降りないの話の前に、ちょっと気になることがあるんだが」

「何？」

「柚葉がさっき言っていた召喚事例の話の中に〝恋人同士だった二人の生徒が井戸へ身を投げた〟ってのがあったと思うんだけど、それっておかしくないか？」

「どこがおかしい？」

「なんで、その二人は急に井戸になんか飛び込もうとしたんだ？」

「……召喚される為？」

「それは無いな。召喚予定者ってその資格があるというだけで、召喚条件までは知らないって聞いたぞ？　当時の生徒はみんな日常生活の中で偶ぐう然ぜん、キーワードが揃そろったことで召喚されてたみたいだし。まあ、その発動条件の敷しき居いはだいぶ低かったらしいけど。なので、召喚の為に起こした行動ではなさそうだ」

「……心中？」

「それも無いと思う。二人で同時に飛び込むにしては径が小さすぎるし、仮にそうしたとしても落ちながら内ない壁へきにガコガコぶつかったり、途と中ちゆうで詰まったり、心中としては確実性に欠ける。それに愛し合っている恋人同士がわざわざこんなエレガントでもない場所を最期の地として選ぶだろうか？」

「……」

「俺は、二人は飛び込んでないんじゃないかって思う」

「……？」

「多分、過去の記述の読み間違えだ。それは井戸に〝身を投なげた〟ではなく、〝身を投とうじた〟じゃないだろうか。その辺の所は学園に帰ってから調べ直してみないと分からないけど。で、これが〝身を投とうじる〟だとすると、思い切ってその環かん境きように身を置き、物事に打ち込むという意味になるので……」

「……二人は井戸そのものを掘ほっていた」

「それだ。良く分かったな」

　柚葉は顔を綻ほころばせた。

「恐らく、この井戸を掘っていたら水脈じゃなくて召喚ゲートを掘り当あてちまって、そのままあちらの世界へ――って感じじゃないか？　召喚予定者だったら穴を簡単に掘れそうな異能を持っている奴やつもいそうだし、だからこそ井戸掘りに駆り出されたってのもある」

「私わたし達たちも掘る」

「そうだな」

　俺は内心、上手く誘ゆう導どうできたと喜んでいた。

　このまま、どこからかロープでも見つけてきて井戸の底に降り、掘くつ削さく作業の真ま似ね事ごとでもすれば、程ほど良よい肉体疲ひ労ろうと共に、今日は頑がん張ばったなあーという達成感が生まれるだろう。

　それで、たとえ今は召喚されなくても、彼かの女じよの心はそれなりに満足するはずだ。

　俺は井戸をのぞき込んでいる彼女の傍に寄る。

「で、どうやって下に降りるかだが……」

「飛び降りる……？」

「結局それか！」

　デートは続く。

　とどのつまり、俺おれ達たちが寮りように戻ったのは空が茜あかね色いろに染まった頃ころだった。





×　×　×






【二にの宮みや柚葉】

［桜さくら田だ祐介への好感度］７０．０１％







　小数点以下第二位まで登場しちまったよ！







第五章　ひたすら、ゲーム中







　俺おれは悩なやんでいた。

　せっかく苦労して柚ゆず葉はとのデートを取り付け、彼女の興味がありそうなもので時間を共有したというのに、なかなか思うように好感度が上がらない。

　これまでのパーセンテージの変へん遷せんを辿たどってみるとこうだ。




　６９％　→　６９．１％　→　７０．０１％




　確かに上あげ幅はばは今までで最大値を記録したが……結果的には大して伸のびていない。

　そんなわけで攻こう略りやく停てい滞たい中である。

　寮の自室にいる俺はパソコンを前に嘆たん息そくする。

「はぁ……何かこう決め手になるようなものがあればいいんだけどなー……」

　画面にはデートができそうな召喚スポットの一覧が表示されている。

「好感度も大切ですが、やはり最終的に心の門ゲートを開けないことには攻略は完かん了りようしないですよ？」

　そう言ってきたのはクロワだ。

「はあぁ!?　そんなこと聞いてないぞ？　好感度がＭＡＸになれば攻略完了じゃないのか？」

「確かに好感度は攻略に大きく関係してきますが、あくまで指標に過ぎないんですよ。それは最初に説明した時にも言ったと思うんですけど」

「む……」

　そんなような気がしてきて何も言えなくなった。

「心の門ゲートは、悩みだったり、コンプレックスだったり、人によって様々ですが、そういったもので閉ざされているんです。これに触ふれて、互たがいに理解することで門ゲートが開く。いわゆる攻略完了となるわけです。柚葉さんの場合は、祐ゆう介すけさんとの間でまだ通じ合えていない部分や、引ひっ掛かかりがあって素す直なおになれない部分などがあるのでしょう。というわけで攻略の基本は『好感度を上げる＋心の門ゲートを開く』ですからね？　ちゃんと覚えておいて下さい」

「へいへい、俺の努力が足りてないってことね。それにしても……柚葉の抱かかえている悩みといえば、当然『異世界デビューをしたい！』だろ？　俺的には一応理解を示しているつもりなんだけどな……」

　しかしながら、どうもしっくりこない部分があるのは確かだった。

「で、それはひとまず置いといてだ…………なんでお前は、さっきからそこに座すわってるんだ？」

「えっ？」

　ニコニコしながら首だけで後ろを振ふり返かえったクロワ。

　そんな彼女は、パソコンで調べ物をしている間中、ずっと俺の膝ひざの上に座っていたのだ。

「そこに座られるとモニターが見えないんだよ」

「あらら？　そちらの心配ですか？　本当は私の温ぬくもりで画面になんか集中できてないんじゃないですかー？　にひひひ」

「……」

「ほらほら、うりうり、正直に言っちゃいなＹＯ！」

「……」

　彼女は楽しそうに体をくねらせてくる。

　イラッときた俺は、ウサ耳をつかんで思い切り握にぎり締しめた。

「ほぎゃああああっ!?」





×　×　×






　明くる日、俺は柚葉の心の門ゲートについて考えていた。

　だが、彼女と過ごした今までの出来事を全すべて思い返してみても、それらしいものはなんにも見つからない。

　やはりこれは本人の傍で、つぶさに見守り続けるより他に無い。

　日常の中でこぼれ落ちるヒントを見み逃のがさないようにしなければ。

　とりあえずまた、彼女をどこかへ誘さそってみよう。

　そう考えていた。

　だけど今日は状じよう況きようが違っていた。

　驚おどろいたことに柚葉の方から俺を誘ってきたのだ。

　しかも、前みたいに召喚スポットを巡めぐるのではなく、俺の部屋がいいという指定付き。

　それはさすがにちょっと戸と惑まどった。

　でも詳くわしく話を聞いてみたら、なんでも一緒にゲームがしたいのだとか。

　古めかしい家庭用ゲーム機まで持参してきて、そう言われた。

　こちらとしては断る理由なんて無い。

　ちなみに男だん子し寮りように女子を招き入れることは当然厳禁。その逆も然しかりだ。

　見つかればなんらかのペナルティがあるらしい。

　でも今はそんなことを気にしてなどいられない。

　俺は上手いこと管理人さんの隙すきを突ついて、彼女を男子寮の自室に招き入れることに成功していた。

「好きな所に座ってて、今準備するから」

　部屋に入るなりそう告げ、俺は彼女の持ってきたゲーム機をモニターに繋つなぐ作業を始める。

　彼女はベッドに腰こし掛かけると、部屋を見回しながらそわそわとした様子だった。

　俺も彼女と一つの部屋にいることを意識してどうも落ち着かない。

「急にゲームがしたいだなんて、何か訳でも？」

「１９８９年、当時の生徒が謎なぞのゲームソフトを偶然手に入れ遊んでみたところ、あまりに高難度で一度は諦あきらめた。だがその後、友人と共に挑ちよう戦せんしたところ、絶対クリア不可能と思われていた難関を辛からくも突とつ破ぱ。ゲームクリアと同時に画面の中に吸い込まれて異世界へ召喚されたという事例」

「なるほど、そういうことか。だから数世代も前のゲーム機なわけだ」

　結局、彼女の行動の中心は異世界召喚ってことだ。

「ソフトはこれ」

　一通りの準備が整った俺に柚葉が見せてきたのはカセットタイプのソフトだった。

　だいぶ劣れつ化かしていて、くすんだ感じのラベルが目に入る。色落ちも激しく、目を細めてみても既すでに何のソフトだか分からない。

「骨こつ董とう品ひんレベルだな……そもそもこんなソフトどこで手に入れたんだよ」

「ネットオークションで十円」

「安っ！　このソフトで合ってるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと調べた」

　俺は彼女から受け取ったカセットを裏表と見回す。

「む……」

　信用してないな、こいつ。というような目で見られた。

「私一人でもやってみたけど噂うわさに違たがわぬ難なん易い度どだった」

「そうなのか……。まあ、とりあえずやってみるか」

　俺はゲーム機にカセットを差し込み、本体の電源を入れると、彼女の隣に腰掛ける。

　モニターに目を向けると、メーカーロゴも表示されず、真っ黒い画面にシンプルな文字が浮うかび上がった。




【ＰＵＳＨ　ＳＴＡＲＴ】




「なんだこりゃ、タイトルも出ないのか？」

　随ずい分ぶんと殺風景な画面に呆然とする。

「まいいや、とりあえずスタートっと……」




【ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ】




「なんでだよっ!?」

　スタートボタンを押おしただけでこの有様だった。

「ね？」

「ね？　じゃなくて……」

　柚葉はやけに嬉うれしそうだった。

「いやこれ、明らかにおかしいだろ」

　確かに難易度高すぎるよ。意味分からないレベルでな！

　これはアレか？　バグ製品が誤って流通しちゃったとかそういうやつか？

「……さすがにこんなのお手上げだぞ」

「えっ…………」

「そんな茫ぼう然ぜん自じ失しつとした顔をされてもな……」

「……」

「わかった、わかった、努力してみるから」

　とは言ってみたものの、どうしたものか……。

　するとそこで腰こしポケットのスマホが震ふるえた。

　このタイミングで俺にメッセージを寄こすのはアイツくらいしかいない。

　なにしろ彼女はこの部屋のクローゼットに隠かくれていて、俺達の様子をうかがっているのだから。

　現に横目でその方向を確かく認にんすると、扉の細い隙すき間まからウサ耳がチラチラ動いているのが見える。

　バレるからもう少し閉めとけよ。

　と思いながらスマホをこっそり確認すると、案の定クロワからだった。




『私、そのソフト知ってます』

『マジか！』

　俺は手早く返信した。

『過去に未完成のまま流通して回収騒さわぎになったソフトですよ。確か《ぬこモン》とかいうペット育成型ＲＰＧです。プレミアが付いているはずですが、柚葉さんのはラベルが劣化してたせいでセール品に紛まぎれちゃったんでしょうね』

『やっぱりそういう訳あり製品か。でも、なんでそんな情報知ってるんだ？』

『私が地球のサブカルには詳しいの知ってますよね？　なにしろ神界ではずっとネットしてましたしー』

『お前……そのせいでゲートドミネーターの発見が遅おくれたとか言うんじゃないだろうな？』

『え……やっ、やだなあー、そ、そんなことあるわけないじゃないですかー』

『文字に動揺が出てるぞ』

『!?　そっ、それはさておき、そのゲームですが、あるコマンドを入力することでゲームをスタートさせられますよ』

『どんなコマンドだ？』

『十字キーを《←↗↑↘→　←→↑↖↘→　↓←↗↓↓↖↙←↓》のあと、Ｂボタンとスタートボタン同時押しです』

『できるかアホ!!』




　怒いかりの返信をした直後、

「何してるの？」

「えっ!?　いや……ちょっとな」

　柚葉が訝いぶかしげにスマホをのぞき込んできたので、俺は慌あわててそいつをしまい込んだ。

　とんでもないコマンドだが、やるしかなさそうだ。

「このゲームのことを今、調べてみたんだ。それでスタート方法の情報をつかんだ」

「!?」

　彼女は目を丸くした。

「だがこれは困難を極きわめる。付き合ってくれるか？」

　柚葉が「うんうん」と何度も首を縦に振るので、俺は覚悟を決めた。




　――そして数時間後。




「もう次で最後にする……。絶対最後にするからな……？」

「分かった……」

　俺達はベッドに腰掛け、共に疲つかれ切きっていた。

　すでに夜中の一時を回った頃だろう。

　寮はとっくに消灯時間だが、俺達は部屋の電気を消し、モニターの明かりのみでコマンド入力と戦っていた。

　もう親指の指し紋もんが無くなるんじゃないのかと思えるくらいの回数を試ためしてきたが、一向に最初の画面から進む気配が無い。

　もう動かしただけで指の腹に激痛が走るし、既になんの為にこんな拷ごう問もんめいたことをやっているのかさえ分からなくなっていた。

　張り切っていた彼女の顔にも疲労の色が表れている。

「……よし、あれをやってみよう」

「あれ？」

「俺は方向キーの入力だけに集中する。なので最後のＢボタンとスタートボタンの同時押しを柚葉に任せた」

「任された」

　俺達は一つの毛布を二人で頭からかぶり、モニターの一点を凝ぎよう視しして集中力を高める。

　この場合、特に何かが動いているわけでもない画面を見る必要は無いのだが、なぜだかそうしてしまう。

　俺と柚葉は手を絡からませ一つのコントローラーを二人で持ち、身を寄せ合う。

「……いくぞ」

「ん……」

「せー……のっ」

　俺は息を止めて全コマンドを正確に入力した。

　そこへ柚葉がタイミング良くボタンを押す。

　結果――

　ドット絵で構成されたゲーム画面が表示された。

「やった……！」

「……！」

　俺達は嬉しさのあまり、思わず抱だき合っていた。

　二人して、ひたすら同じ目標に向かって努力し続けたことで変な一体感が生まれたんだろうな。酷ひどくナチュラルにそうしていた。

　だが、一いつ瞬しゆんの盛り上がりが冷めると、互いに状況が分かってくる。

「「あ……」」

　そんな声が同時に漏もれた。

　急に恥はずかしさが込こみ上げてくると同時に、「離はなれなければ」という思いが二人の中に生まれる。

　しかし、慌てていたことと、さっきまで頭からかぶっていた毛布が災わざわいした。そいつが足に絡みついていることに気がつかなかったのだ。

　距きよ離りを取ろうとした瞬しゆん間かん、毛布が足首に引っ掛かる。

「おわっ」

「きゃっ」

　バランスを崩くずした俺達は、抱き合ったままベッドの上に転がってしまったのだ。

　軽くバウンド。

　揺ゆれが落ち着くと、暗がりの中に柚葉の顔が浮かび上がった。

　しかも俺の顔のすぐ間近に。

「……っ!?」

「……」

　互いの呼吸が感じ合える距離。

　表情ははっきりとはうかがえないが、戸惑う様子が震える唇くちびるから伝わってくる。

　しかも俺の腕うでは彼女の小さい体を包み込むように背中に回されていた。

　柔やわらかく、温かい感覚が手の中にある。

　周囲はとても静かで、隣の部屋や廊ろう下かからは物音一つ聞こえない。

　耳に入ってくるのは、クローゼットの中にいるクロワの寝ね息いきがもたらす微かすかな音だけ。

　いや、まだ他ほかに俺にだけ聞こえる音がある。

　それは体を通して伝わってくる柚葉の鼓こ動どうだ。

　とくんとくんと波打つ振しん動どうはかなり速い。

　緊きん張ちようで手に汗あせが滲にじみ始めてくる。

　俺は張はり詰めた空気に耐たえかねて、何か言おうと唇に意識を移した。

　とそこで、

「ゲ、ゲームを続行しないと！」

　柚葉が空気を断たち切るようにいきなり起き上がったのだ。

　そしてすぐさま落ちていたコントローラーを手にする。

　急な動作に俺はちょっと戸惑った。

　でもまあ、それが切っ掛けになって、

「えっ……ああ、そうだな」

　俺も我に返り、もう一つのコントローラーを拾い上げた。

　緊張から逃のがれるように改めてモニターに目を向ける。

　画面上には初期キャラクターが三つ表示されていて、どれか一つを選ぶようだ。

　それ以外に選せん択たく項こう目もくは無い。

「なんかこれ２Ｐモードとか無さそうなんだけど」

「そんなはずは……」

「あれじゃないか？　コマンド入力するところが二人で協力するところだったんじゃ？」

「可能性はアリ……」

「じゃあ、とりあえず先に進めてみるぞ」

「うん」

　俺は適当に、真ん中にある猫ねこみたいな顔をした丸っこいモンスターを選んでボタンを押した。

　すぐに名前を付けて下さいと指示が出る。

　そういやこれ、ペット育成型ＲＰＧって言ってたな。

「名前だってさ、何にする？」

「……」

　数秒の思考の末、柚葉が何か思いついたようだ。

「……《境界を統ホライゾニべる混沌ア・カオス》で」

「中二病か！　つーか、それ名前じゃなくて文だろ。それに意味が分かりそうで分からないし！」

「……カッコいいから」

「拗すねたってダメだ。せめて短くしろ」

「なら、《オス》」

「略すとこおかしくない!?　まあ……いいけどさ。じゃあオスにしとくぞ。んで、性別は？」

「メスで」

「複雑すぎんだろ！　素直にオスにしとけ」

「拒否する」

「……」

　そういうわけでオスでメスの面めん倒どう臭くさいキャラが出来上がった。

「で、最初に基本能力値のパラメータを振り分けるのか。まあこれは適当でいいな。こんなもんで……ほいっと」

　決定すると、ようやくゲームらしい最初の画面が現れた。

　部屋の中にさっき作成したオス（♀）が走り回っている。

　ゲーム内の説明を見る限り、どうやらこのゲームはぬこモンを育てて、他のぬこモンと対戦し、大会優勝を目指すのが目的らしい。その為ために特訓や冒ぼう険けんで経験値を稼かせいだり、そこで得たお金でアイテムを購こう入にゆうしたりして、ぬこモンを強化するのが主な内容。プレイヤーはぬこモンに指示を与あたえるだけで基本はオートで進むようだ。

「よーし、じゃあまずは森へ行かせて経験値を稼ぐか」

「待って」

　オスを部屋から追い立てようとしたら柚葉に止められた。

「どうした？」

「これを見て、様子がおかしい」
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　彼女はモニターに近寄ると、オスの顔を直接、指差した。

　言われてみると確かに、オスが辛つらそうな表情をしている。

「なんだ？　機き嫌げんでも悪いのか？　それとも病気？」

　俺は画面下部にあるオスのステータスに目をやる。何か関係がありそうなものは、一番端はしにあるハートマーク形の体力ゲージみたいなやつくらいだ。そいつがゲージは満タンなのにもかかわらず、色が赤から紫むらさき色いろに変化し始めていた。

　一通り指示コマンドを試してみても状況は変わらず、そうこうしている間にもオスの表情はどんどん苦しそうになっていった。

　解決方法が分からずに困っていると、ふと柚葉が呟つぶやく。

「もしかして……お腹なかが空すいてる？」

「……！　それだ」

　確信した俺はアイテムボックスを開き、その中にあった初期配布の餌えさを食べさせる。

　するとすぐにオスは元気を取り戻もどした。ゲージも元の色に戻っている。

「大正解だったな」

「うん」

　柚葉は得意気だった。

「じゃあ今度こそ……ん？」

　見ればオスがまたさっきと同じ状態になっていた。

「一つじゃ足らないのか？」

　そう思ってもう一つ与えると、落ち着いたようなので冒険に出発。

　その後は弱いモンスターをちょこちょこと倒たおし、順調だった。

　だいぶ経験値が溜たまった頃、そろそろ最初の大会に出場してもいいんじゃないのかと思い、拠きよ点てんに帰ることにした。

　そこで、またもやオスが空腹のアピール。

　実はこのオス、経験値稼ぎ中も結構頻ひん繁ぱんに空腹状態になって、その度にこうして餌を与えてきたのだが、それがあまりに間かん隔かくが短いんで、ここにきてそれも煩わずらわしくなっていた。

「面めん倒どうだなー。この際、食くい溜だめさせとくか」

　俺は手間を省こうと残りの餌を全部食べさせた。

　すると突とつ如じよ、オスが青ざめた表情を見せる。

「なんだ??」

　おかしいな……と思った直後、画面がブラックアウトした。




『オスは死んだ』

【ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ】




「えええっ!?」

　思わずそんな声が出ていた。

　食い過ぎで腹壊こわして死亡とか……そんなの予想できるか！

　しかもそのまま画面を進めたら、またあの黒い画面に〝ＰＵＳＨ　ＳＴＡＲＴ〟の文字が明めい滅めつしていた……。

　悪夢が蘇よみがえる。

「「……」」

　二人して虚うつろな目になっていた。

　またあのコマンド入力からやり直しかよ！　クソゲーにもほどがある。

　それに、この手の古いゲームソフトにオートセーブ機能などあるわけもなく……。

「コマンド入力もあれだけチャレンジしたからだいぶ慣れてきたし、さっきみたいに柚葉と分担すれば今度はそんなに苦労しなさそうなんだが……。せめてオスが生きてさえいてくれたらなー……もう一度やる気にはなるんだけど……」

　そんなふうにげんなりしつつ隣となりにいる柚葉の反応を待っていると、特に言葉が返ってこないので、おかしいなと思った。

　見ればややうつむき加減でベッドの縁ふちに腰掛けていた彼女は、目は開けているものの疲れているのか気が抜ぬけたような表情をしていた。

　そういえば今は何時だろうか？　窓の外がぼんやり明るくなってきているように思える。さすがにこれだけ長時間プレイしていれば、そんなふうにもなるか。

　じゃあ今日はこの辺でお開きとするか。彼女を女じよ子し寮りようにも送っていかないといけないし。

　俺はそのことを柚葉に伝えようとした。

　そんな時だ。

　彼女が独り言のようにこう呟いたのだ。

「生きてさえいれば……それでいい…………」

「ん？」

　なんだ？　どうしたんだ？

　いつになく暗い雰ふん囲い気きが気になる。

　心配して彼女の顔をのぞき込んだ。

　すると俺の目に思ってもみない光景が飛び込んできた。

　柚葉の黒目がちな瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだが次から次へと溢あふれ出でていたのだ。

　それは止とめ処どなく続く。

「……柚葉？」

　俺が声を掛けるや否いなや、彼女はガバッと自分から立ち上がり、こちらからの問いかけを避さけるように帰ると言い出だした。

　ベッドの上でスヤスヤと寝息を立てていたミュウも異変に気付いて目を覚ます。

　すかさず彼女の肩かたに乗ったミュウは、主人を心配するような瞳を向けていた。

　柚葉とは特にそれ以上、話ができるような空気じゃなかったので、俺は黙だまって彼女の背中を追った。
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　柚葉を女子寮まで送り届けた後、俺はまだ寝ね付つけずにベッドの上に寝ね転ころんで考え事をしていた。

　思おもい浮かべるのは、先さき程ほどの張り詰つめたような柚葉の表情と大粒の涙。

　そして、何かを思い出したかのように呟いたあの言葉。

『生きてさえいれば……それでいい…………』

　それが、彼女が内に抱えてるものに関係するのか？

　そこに今までの彼女に関するキーワードを重ねてみる。

　異世界デビュー。

　異世界召しよう喚かん。

　――――――。

　――――。

　――。

「！」

　その瞬間、俺の中で何かが繋がった。

「見えた。門ゲートを開放する為の鍵かぎが」





×　×　×






【二にの宮みや柚葉】

［本日の桜さくら田だ祐介への好感度］７０．０１％







第六章　なぜだか、勧誘中







　柚ゆず葉はとほぼ徹てつ夜やでゲームをしたその日の朝。

　ゲートクローザー攻こう略りやくの鍵を確信した俺は、僅わずかな仮か眠みんも早々に彼かの女じよと会う為、いつもの食堂へ向かった。

　食堂は男子寮と女子寮の間に設けられていて、朝と夜の食事時には生徒達たちで溢れかえる。

　今は朝食の時間帯が終わるギリギリの頃ころ合あい。

　食事を取っている生徒は極少数で、厨ちゆう房ぼうの中からも片付けの音が聞こえてきている。

　とりあえず今の俺は飯を食うような気分じゃなかったので、ドリンクサーバーからお茶だけもらって窓まど際ぎわの席を目指して進んだ。

　そこが俺おれ達たちがいつも決まって座っている場所だからだ。

　すぐに円形のテーブル席で、ぼんやりと座っている少女の姿が目に入ってくる。

　だがそれは柚葉ではなく、七なな美みだった。

　そう、彼女もまた、いつも食事を一いつ緒しよにとっているメンバーの一人だ。

　七美は俺の姿にいち早く気づくと、爽さわやかな笑えみで手を振ってくる。

　その様子からは、この前の気まずい空気が無かったことのように見える。

「ゆーくん、おはよー」

「ああ、おはよう」

　俺はのっそりと七美の向かいに座る。

「今日はずいぶん遅おそいねー。何かあったのー？」

「まあな」

「あー、その顔は寝ねてないでしょー？」

「ん……そんなことは無いけど」

「もーう、誤ご魔ま化かしても分かるよ。目の下に隈くまができてるもん」

「え、そうか？」

　俺はすぐさま窓に映る自分の顔を確かめた。

　すると七美は、そんな俺の様子を見ながら柔らかに笑う。

「うそー」

「なっ……」

「ふふっ、夜よ更ふかしは体に良くないよ」

「……」

　くっ……俺としたことがしてやられた。

　気心が知れた安心感からか、どうも七美に対しては脇わきが甘あまくなるらしい。

　悔くやしく思っていると、彼女の視線は俺の手元へと向けられていた。

「あれ？　ゆーくん、今日は食べないの？」

「ああ、まだ起きたばかりで、そんな気分じゃないんだ」

「でも、今日の朝ご飯もとっても美お味いしかったよー？　さすがは異世界帰りの元宮きゆう廷てい料理人だねーって感じで。食べておかないともったいないよ」

「うまさは認めるよ。でも今は無理」

　七美が言うとおり、ここの学生食堂の料理長は異世界帰き還かん者しやで、向こうでは国王専属の料理人として大だい活かつ躍やくしたらしいのだ。なんでも王国軍の料理長まで兼けん任にんして、料理の力で大進撃。王国が大陸を統一するに至る大きな力になったらしい。

　そこまでの人が作る料理なのだから不ま味ずいはずがない。

「あ、そういえばあれ知ってる？」

　彼女は急に違ちがう話題を振ってきた。

「何？」

「昨晩、女じよ子し寮りようと男子寮に侵しん入にゆう者しやがあったんだってー」

「ぶっ!?」

　思わず口に含ふくんでいたお茶を吹ふいてしまった。

「……侵入者って？」

　まさか昨晩、俺と柚葉が寮を行ったり来たりしてたのがバレたのか？　細心の注意を払はらったと思ったんだが……。

　その事が気き掛がかりで不ふ審しんがられるのを承知で聞き直してしまった。

「ほら、寮の管理人さんって《イシュラハルの眼め》を持つ異世界帰還者の人でしょー？」

「い……いしゅら？」

「あれ？　知らなかった？　管理人さんはイシュラハル文明の遺産に共感できる異能を持ってるんだけど、こちらの世界ではその遺産には共感できないんだよね。だからその異能を流用して学内ネットワークに共感アクセスしてるんだよ」

「それって、もしかして……」

「学内に設置されている全ての感知器や監かん視しカメラは管理人さんの五感のようなものだから、不審な動きがあればすぐに分かっちゃうよ」

「……」

　なんだと……!?

　俺は血の気が引いていくのを感じた。

　こいつは近々、呼び出されるだろうなー……。

「なんか気になることがあったの？」

「えっ!?　いや……そういうわけじゃないんだが……」

　七美には感付かれまいと、俺は遠くを見み渡わたした。

「それにしても柚葉のやつ、遅いな」

　食堂の入り口付近を見ながらそう呟いた。

　すると七美がきょとんとした表情を見せる。

「あれ？　柚葉ちゃんならもう来たけどー？」

「えっ……」

「なんだ、聞いてないの？」

　それは寝耳に水だった。

「なんでも朝早くから出かける用事があるんだって。授業も欠席届出してたよ」

　このタイミングで欠席だなんて……どういうことだ？

「どこへ行くって言ってたか分かるか？」

「そこまではさすがに聞いてないよー。あ、そうだ忘れてた」

「何？」

「柚葉ちゃんから『ゆーくんへ』って預かってるものがあるよ」

「？」

「ゆーくんが来たら渡してって言われたから。はい、これー」

　七美が渡してきたのは可愛らしい花はな柄がらの封ふう筒とうだった。

　わざわざ手紙で？

　俺は封筒を受け取ると、すぐさま端に指をかけた。

　そのまま開封しようとすると七美が興味ありげにのぞき込んでくる。

「なんだろうねー？」

　そこで俺は、テーブルの陰かげに隠れた。

「ああっ！　ちょっとくらい見せてよー」

　七美が残念そうに声を上げた。

　まだブツブツとなんか言ってる彼女の声を背中に封を切ると、中には二枚の紙が折られて入っていた。

　一枚は素っ気ない白地の紙。

　もう一枚は封筒と同じ柄の便びん箋せん。

　俺はまず白い方の紙から開いてみる。

　そこにはプリントアウトされた文字でこう書かれていた。







【重要・必ずお読み下さい】

『拝はい啓けい、日ひ頃ごろより異世界召喚へ向けてのお務め、有り難がとうございます。長期に亘わたる待機の日々、大変お疲れかと存じます。

　さて、私ども《召喚ゲート開発株式会社》は、

「召喚されたくてもできない！」

「異世界で無む双そうして、ハーレムでウハウハしたい！」

　等、異世界に様々な希望を抱いだいている方の為に設立されました。

　そしてこの度たび、当社は自社開発の新型ゲート発見器により、念願の異世界への入り口を見つけることに成功いたしました。

　しかしながらこのゲート発見技術は試験段階である為に公にするに至らず、開放されたゲートの数量も一つとなっております。

　私どもはこの貴重なゲートをより異世界を熱望している方にご利用頂ければと考え、二にの宮みや柚葉様へこのようなお手紙を差し上げた次第です。

　今すぐご連れん絡らく頂ければ格安の料金にてご提供させて頂きます。尚なお、直接ゲートまでお越こしになる場合は事前連絡は不要ですのでお待ちしております』


【召喚ゲート開発株式会社】

［ゲート所在地］




〒○○○‐○○○○




△△県□□郡▽▽町◇◇２８９‐１









　胡う散さんくせえー……っていうか、思いっ切り詐さ欺ぎじゃねえか！

　こんな召喚詐欺、誰だれが引ひっ掛かかるんだよ。

　――――。

　そこまで考えて嫌いやな予感がした。

　俺はもう一枚の方の便箋を開いてみる。




『祐ゆう介すけへ


ちょっと異世界に行ってくる（笑）』






（笑）じゃねえよ！

　ってか、なに騙だまされてんだよ……。

　超ちよう短い文だったが、これでも一応、別れの挨あい拶さつのつもりなんだろう。

　でも、全すべてを理解した今の俺には、そんな詐欺でもすがりたいと思う柚葉の気持ちが良く分かる。

　と、そこへ、

「ねえ、何が書いてあるのー？」

　七美がしつこく聞いてくる。

　俺はすかさず立ち上がり――。

「すまん、俺ちょっと行ってくる」

「えっ！　どこに!?」

　突とつ然ぜんそんなことを言い出した俺に七美は驚おどろいていた。

「授業どうするのーっ！」

「休むって言っておいてくれ」

「ええーっ!?　ちょっとぉー！」

　俺は封筒をポケットに突っ込むと柚葉のもとへと向かった。





×　×　×






　俺は手紙に書いてあった、ゲートがあるという住所へ向かって歩いていた。

　何のことは無い、その場所はこの学園の裏山だ。

　そんな所に住所なんて割り当てられてるのか？　とも思ったが、グルグルマップに入力すると、頂上にある天文台を指し示したのだ。

　ここ最近、誰も来ていないだろうと思えるような荒あれた山道を三十分ほど登ると、開けた場所に出る。

　そこには屋根の上に半球体を載のせた白い建物がポツンと立っていた。

　天文台だ。

　しかし、その天文台は長い間使われていないのか、外がい壁へきには蔦つたが絡みつき、辺りも雑草が伸のび放題になっている。

　あからさまに廃はい墟きよだった。

　柚葉は本当にここに来ているのか？　少し不安になってくる。

　そう思った直後だ。

「まだそんな戯たわ言ごとを言っているのか！」

　どこからか激げき昂こうする声が聞こえてきた。

　力強く、良く通る声だが、その声色からどうやら女性のようだ。

　俺は声のした方へ移動する。

　すると制服姿の少女が二人、対たい峙じしている姿が視界に入ってきた。

　一人は柚葉。

　もう一人は、髪かみをポニーテールに結った見覚えのある少女。

　以前、柚葉をアイドルグループに誘おうとしていた東とう堂どう伊い織おりだ。

　彼女は柚葉に向かって怒いかりを露あらわにしていた。

　俺は近くの木の陰に身を潜ひそめ、しばらく彼かの女じよ達たちの様子を見守ることにした。

「この前はおかしな邪じや魔まが入ってしまったが、今日こそはＡｒｋｈｅアルケーに入ってもらうからな」

「拒きよ否ひすると言ってる。これで四十三回目」

「アイドルはいいぞ？　皆から脚きやつ光こうを浴びるし、可愛かわいいと言ってもらえる。なによりスポットライトを浴びながら歌い、観客と魂たましいが一体になった時は天にも昇のぼる興奮を覚える」

「興味が無い」

「一度、ステージに登ってみれば私が言っていることもすぐに分かるだろう。興味だって後からついてくる」

「それは伊織が好きなもの。私は好きではない」

「っ!?　わ、私は別に好きでアイドルをやっているわけではないと、前にも言っただろ。ただ学年の成績がトップというだけで選ばれているだけだ。アイドルとしては私なんかよりも柚葉の方がずっと適任だと思う。容姿も魅み力りよくも。我がＡｒｋｈｅアルケーは既すでに芸能界から声がかかっている。今は学園をアピールする為のプロモーションアイドルでしかないが、卒業後はプロのアイドルとしての道が開けている。ありもしない異世界召喚に現うつつを抜かしているよりも、ずっと現実味のある話だ」

「……」

　柚葉の表情がやや曇くもったようにうかがえた。

「私だって馬ば鹿かじゃない。毎回、毎回、断られ、同じことを繰り返しているだけでは何も変わらないからな。そこで私はこれを持って来た」

　東堂は持っていた紙かみ袋ぶくろからある物を取り出した。

「雑ぞう巾きん？」

「しっ、失礼な！　これは衣装だ！　ステージ衣装！」

　ハンガーに掛けられたそのステージ衣装は、スカートにフリルが盛りだくさんについていて、いかにもアイドルが身に着けるものといったデザインだった。

「まあいい。そんなふざけたことを言っていられるのも今のうちだ。こいつに一度、袖そでを通してしまえば、いくら柚葉だって自分の魅力に気づくだろうからな。ふふふ」

　不気味に笑い始めた東堂に対し、柚葉は危険を感じたのか少し後あと退ずさる。

　肩に乗っているミュウも威い嚇かくのポーズを取っていた。

「さて、着き替がえてもらうぞ」

「そんなの着ない」

「自分から脱がないのなら、私が脱がすまでだ」

　そう言うと、東堂は手の中に日本刀に良く似た片かた刃は刀がたなを現出させ、鞘さやから抜いた。

「さて、ここで生着替えといこうか」

　生着替え!?

　そんな言葉を耳にしたもんだから、俺は思わず身を乗り出してしまった。

　そのせいで足あし下もとの雑草がガサガサッと微かな音を立てる。

　やべっ。

「誰だ！」

　さすがと言うべきか、東堂はすぐさま反応した。

　気づかれてしまってはもう隠かくれている意味も無い。

　俺は堂々と表へ出て行くことにした。

　ゆっくりと進み出ると、まず先に柚葉が俺だと気づいてハッとなる。

　その後に東堂が遅おくれて思い出したようだ。

「おっ、お前はあの時の……」

　見れば彼女はやや顔を紅潮させているようだった。

　そして思い出したようにスカートの裾すそを押おさえる。

　自分が穿はいていたパンツをなぜだか当ててしまう人間が目の前に突然現れたわけで、条件反射としては至極当然な反応だろう。

「……こんな所で何をしている！」

「何をしてるって？　俺は柚葉が大変なことになっちゃあいないかと思って、やってきただけだ」

　柚葉の傍そばで足を止めた俺は、そこでポケットにしまっていた手紙を取り出し、東堂に向かって広げて見せる。

「この胡う散さん臭くさい召喚詐欺の手紙は東堂伊織、お前が柚葉に送ったものだろ？」

　彼女は一いつ瞬しゆん、なんでお前が持ってるんだ？　みたいな顔をしたが、すぐに表情を整える。

「そうだが？　それが何か？」

「どうして、わざわざこんな手の込こんだことをしてまで、柚葉をここに呼び寄せる必要があったんだ？」

「ふん、お前には関係の無い話だろ」

「質問を変えよう。ただアイドルをやらせたいというだけで、赤の他人にここまでしつこくできるだろうか？」

「何が言いたい」

「今はたまたまアイドルなだけなんじゃないか？」

「……っ!?」

　東堂は口元を引きつらせた。

「今は四十三回目の勧かん誘ゆうだが、たとえば三十回目は看護師だったりとか、二十回目は保育士だったりとか、十回目は地方公務員だったりとか、違った職業だったんじゃないのか？」

「ふっ、何を言ってる。私はアイドル適性のある彼女にアイドルになって欲ほしいだけだ。なんの為にそんな面倒なことを……」

　俺はニヤリとしてみせた。

「それは決まっているだろ？　〝実の妹〟の為だからさ」

「……なっ!?」

　東堂は息が詰まったように目を見開き、動きを止めた。

　柚葉も俺の発言に驚いた顔を見せていた。

　そして、二人とも動どう揺ようを露わにする。

「な、ななななんで、そのことを!?　私達は誰にもそのことは話していないはずだぞ。どこで知ったのだ？」

「私もしゃべっていない……」

「ふっふっふっ、俺は何でも知ってるぞ。何しろ人のパンツまで見通せる人間だからな」

「!?」

　今度は柚葉が、思わずスカートの裾を押さえていた。

　実際の所、彼女達が姉妹だと分かった理由はこうだ。

　俺が初めて東堂と出会った時、彼女を呼びに来た女生徒がいた。その女生徒が、

「東堂さん」

　と呼びかけたら、なぜか柚葉が先に振ふり向むいたのだ。

　恐おそらく〝東堂〟は事情有りの柚葉の旧きゆう姓せいで、思わず習慣から反応してしまったのだろう。

　それに先せん輩ぱいである東堂に対して、柚葉は人見知り気質であるにもかかわらず普ふ通つうに「伊織」と下の名前で呼び捨てをしていた。それだけ親しい仲だという証しよう拠こだ。

　そして状態強ステータス・デ制開示イスクローズで見た家族構成の中にも互たがいに姉、妹の表記があった。

　それだけの前提があって、それを確実なものとするために最後に今、

「実の妹なんだろ？」

　と鎌かまをかけたにすぎない。結果は大正解だったわけだが。

「それがお前の召喚予定者としての異能か!?　透とう視し能力、または読心術の類いとみた！」

　東堂が険しい形相で片刃刀の切っ先を俺に向けてきていた。

「さあ、どうだろうな？　俺はそんな能力を持った覚えは無いんだけど」

「ふざけるな」

「ふざけてなんかないさ。俺は意外となんでも知っている。ただそれだけのこと」

「くっ……」

　彼女は悔くやしそうに唇くちびるを噛かんでいた。

　そんなふうに混乱していてくれれば、こちらとしてもやりやすい。

「それで？　私達が姉妹であるからなんだというのだ？」

　東堂が厳しい視線を送ってくる。

「いや別に、そこに何か文句があるわけじゃなくてさ。じゃあ逆に聞くけど、何の為ために姉妹だってことを秘密にしてるんだ？」

「ふん、そのことを特別に気に掛けているわけじゃない。周囲に黙っておく、なんていうのは良くある話だろ。離り婚こんだの再婚だの、そんなどうでもいい言葉に絡からんでくるくだらない連中もいるからな。秘密にしておいた方が無難だし、面倒事が少なくていい」

「あれれ？　やっぱりそういう感情で成り立ってるんじゃないか」

「何がだ？」

「そういう姉としての〝思いやり〟だよ」

「……!?」

「柚葉にアイドルになって欲しいというのも、そういった姉としての思いやりから出たことだろ。さっきも言ったけど別にアイドルじゃなくても、なんらかの〝現実の物事〟に興味を持ってもらえれば、東堂としてはそれで良かった」

「……」

　――僅きん少しようの間。

　ここにきて初めて東堂は落ち着いた表情を見せた。

　そして静かに口を開く。

「……そうだ。柚葉は来る日も来る日も、異世界のことばかり考えていて全く現実のことが見えていないのだからな。姉として、そんな妹を放っておけるはずもなかろう。異世界召喚なんて十年も前のまやかしのようなものだ。そんなものが今いま更さら起こるはずもない。いつまでも有りもしない幻げん想そうの世界の出来事に憧あこがれ続けて現実を疎おろそかにすれば、たちまちこの世の中で取り残されてしまう。時に私達、召喚予定者はその人間離ばなれした異能を授かったばかりに勘かん違ちがいしてしまう。その異能が永遠に自分のものであると。そういう輩やからは卒業後、異能が消失したと同時に自分自身の自信まで喪そう失しつしてしまい、〝何も持っていないのだ〟とえも言われぬ不安と恐きよう怖ふに襲おそわれるのだという。柚葉にはそんなふうになって欲しくないし、そうはさせないと思った。だから、今のうちに卒業後の未来で、現実を生きて行く為の〝力〟を育ててやりたいのだ。それがアイドルだったり、他の職業だったり、別に仕事ではなくても興味を持って前を向いて進める〝力〟の存在に気づいて欲しいのだ。異能ではない自分自身の中にある〝力〟の存在に」

「非現実的なことに現を抜かしている妹が、姉としては心配だ。というわけか」

「そうだ、それの何が悪い」

「悪いね」

「な、なんだと!?」

　東堂の切れ長の目が鋭するどくなる。

「〝思いやり〟としては些いささか行き過ぎじゃないか？」

「私は行き過ぎだとは思っていない！」

「じゃあ、言葉を換えると――お節介？」

「おっ!?　お……おせ……お節介だと……！」

「単刀直入に言うと――ウザい」

「うっ……うざ……!?」

　東堂の頬ほおは引きつり、顔は怒りで真っ赤に染まり始めていた。

「私は……間ま違ちがってなどいない！　あんなものさえなければ……！」

　彼女は自身の刀、御み魂たま切ぎり閃せん迅じん丸まるを顔の横に構え直した。

「所しよ詮せんは消えゆく夢幻なのだ。その幻想を断ち切ってくれる！」

　それは明らかな戦闘態勢。

　やり合うとしたら二対一。

　人数的には俺らが有利だが、戦力的には向こうが上手だ。

　なぜなら柚葉は以前から、東堂が戦闘態勢をとる度に後あと退ずさっていたから。それはお互いの力の差が分かっているからこその無意識の行動。それに俺は攻こう撃げき系けいの異能を何一つ持っていない。

　まともにぶつかり合ったら負けは確定している。

　そこで俺は一言、東堂に向かって言ってやった。

「本当にやるのか？」

　――と。

　それは酷ひどくやる気無さそうでありながらも余よ裕ゆうのある感じで。

　すると東堂は、そんな俺を見てモチベーションを削そがれたのか、ゆっくりと刀を鞘に収めた。

「やめた。今日は気乗りがしない」

　彼女はそのまま何も無かったかのようにトボトボと歩き始めた。

　俺達の横を通って、さっき登ってきた山道から帰るようだ。

　そこまではなんら問題の無い普通の行動。

　だが、彼女が俺達の真横を通り過ぎるその刹せつ那な、事は起きた。

　背後に殺気を感じたのだ。

　咄とつ嗟さに振り返かえった柚葉の目の前にあったのは、鯉こい口ぐちを切り、利き手で柄つかを掴つかみ取ろうとしている東堂の姿だった。

　それは明らかに、居合い切りの体勢。

　しかも、東堂の視線は柚葉の肩を狙ねらっていた。

　正確には肩に乗っている生き物――。

　白はく竜りゆうのミュウに向けられていた。

「……!!」

　凄せい惨さんな結末を瞬しゆん時じに理解した柚葉は、制止の声を上げようとするが、間に合うはずもない。

　間に合ったとしても、その刃が言うことを聞いて止まるはずもない。

　抵てい抗こうするように小さな翼つばさを振ふり上げるミュウ。

　それは主人の肩を傷付けまいとする行動にも思えた。

　鞘から抜ぬき放たれた鋭い刃は、本来の力で以もつて、白い鱗うろこを砕くだく――――




　――――はずだった。




　東堂の刀は鞘に収まったまま、止まっていた。

　それは彼女が抜き放つ前に、俺が手を被かぶせ、制止させていたからだ。

「ど……どうして分かった……？」

　東堂は、まるで予知していたかのような俺の行動に驚いていた。

　だが俺はそれには答えず、彼女のしでかした行動を咎とがめる。

「それだけは、やっちゃいけない」

「……！」

　東堂は我に返り、体から気が抜けたようになった。

　同時に、その相そう貌ぼうに憂うれいが浮うかんでいるようにもうかがえた。

　この間を逃さず、俺は叫さけんだ。

「柚葉！」

　意図を理解した彼女は、相棒に告げる。

「ミュウ、《縛リストリクシ焔ヨンブレス》！」

　すぐさま白竜の口から光の方ほう陣じんが現れ、それが東堂の体に纏まとわり付く。

「ぐっ……!?」

　それは光の拘こう束そく具ぐとなって彼女をぐるぐる巻きにし、自由を奪った。

　そのまま地面に転がった東堂は、俺に向かって怪け訝げんな表情を見せる。

「どうして……私の行動が分かったんだ？　やはりお前は……人の思考が読めるのか？」

「そんな能力を持った覚えは無いって言っただろ」

「じゃあ……どうして？」

「お前は柚葉が異世界召しよう喚かんに没ぼつ頭とうするのを止やめさせたいはずなのに、ミュウに関することばかりしゃべってたからな」

「……!?　そ、そんなはずは……」

「だってそうだろ？　異能消失の話をやたら熱心にしてたし、『所しよ詮せんは消えゆく夢幻』だの『その幻想を断ち切ってくれる』だの、仕し舞まいには『あんなものさえなければ』とまで言っていた。そこまで口にしていて気づかないわけないだろ。柚葉の異能消失と同時にミュウの存在が消えてしまう。それを防ぐ為に彼女がなんとかして異世界召喚しようとしている事実をお前は知っていた。だから、その思いのもとを断ち切ろうとした」

「……」

　東堂は口を閉じたまま聞き入っている。

　柚葉はというと、俺がその事実を知っていたことに驚きを隠せないでいた。

「それ故ゆえ、お前がミュウを狙ってくるのは分かってたってわけだ。それにお前は俺に透視や思考を読み取る能力があるんじゃないかと勝手に思い込んで、真っ向からの勝負を自分から避さけた。俺に『本当にやるのか？』と言われ、更さらにその気持ちが高まった。そして出来る限り思考を読まれない方法は何かと考え、不意打ちを仕掛けてきた。刀を鞘に収めた時点で、いつかは来ると分かってたけど、本当に止められるかどうかは五分五分だったかな？　先に抜かれてたらおしまいだった」

「……！」

「あーそうそう、相手にありもしない思い込みを作らせ、こちらが思うような方向へ嵌はめる方法を心理学用語でバーナム効果と言うそうだ。まあこれは、心理学者だった親おや父じの受け売りだがな」

「そ、そんなことが……」

　東堂は唖あ然ぜんとしていた。

「でも、お前の気持ちも分からないでもないさ」

「え……？」

「俺も妹がいるからな。それに母親から『あなたが妹を守って行くのよ』なんて言われ続けて育ったら……ねえ？」

　その言葉は彼かの女じよにとって意外だったようで、ぼんやりとした表情を見せていた。

　俺はふとスマホを取り出だし、時計を確かく認にんする。

「おっと！　柚葉、そろそろ戻ろう。一時限目には間に合いそうだ」

「えっ……あ、うん……」

　急に言われて戸と惑まどう彼女だったが、すぐに動き出した俺の後を付いてくる。

　山道に向かって歩き始めた俺おれ達たち。

　そこでようやく、地面に転がっていた東堂がハッとなって叫び声を上げる。

「えっ!?　あっ、おいっ！　私はどうなるのだ!?」

「あーそれ？　なんか柚葉が言うには数時間で解けるらしいぞ」

「数時間……って!?　それまで私をこんな所に放置する気か!?」

「とりあえず危ないことをしたので、そこで反省ってことで。ＯＫ？」

「ＯＫ？　じゃない！　解け！　今すぐ解け！」

　芋いも虫むしのようになっていた彼女は、その場でジタバタと暴れる。

　喚わめく彼女を黙だまらせるのには、やはりこれが最適だろうか？

　俺おれは振り向いて告げる。

「あっと、そうだ」

「な、なんだ??」

　東堂は期待半分、不安半分の面おも持もちで俺を見てくる。

「ちなみに、今日のパンツは――猫ねこちゃん？」

「……っ!?」

　俺が指差しながら言うと、彼女の顔が燃え上がるように赤く染まった。

「その顔は正解だな」

　そんな東堂を残し、俺と柚葉は学園へ戻る道へと向かった。





×　×　×






　俺と柚葉は天文台からの山道を下っていた。

　学園まであと半分の道程といった所で、突とつ然ぜん彼女が足を止めた。

　前を行っていた俺もまた、釣つられるように岩場の上で静止し、振り返る。

「どうした？」

「その……いつから……気づいていたの？」

　柚葉は視線を合わせようとはしない。

「何が？」

「私が……嘘うそを吐ついてることを」

「ああ、そのことか。なんだか違い和わ感かんを覚えてな。異世界デビューを目指しているわりには、言ってることに一貫性が無いというか、筋が通ってないというか、そんなふうに思えてさ。ミュウをやたら大事にしているのは知ってたけど、確信したのは部屋で一いつ緒しよに〝ペット〟育成型のゲームをしていた時。たまたま俺が言った『生きてさえいればそれでいい』的な言葉にお前が反応したことだ。それって、昔飼っていたペットにミュウを重ねて見ていたんじゃないか？　確かミュウって三代目だったよな？」

「……！」

　彼女の体は驚いたようにピクリと反応した。

「ここの生徒だったら誰もが知っている現実。『召喚予定者は十二歳さいで異能が発現するが、十八歳までに異世界に召喚されなければその能力を持続できない』ってやつにミュウも含まれるってことだろ？　柚葉が召喚予定者であることがミュウの存在を保っていて、召喚予定者の資格を失ったと同時にミュウもいなかったことになってしまう」

「そう……その期限も後、三年も無い……だから、どうしても召喚されなければいけなかった……」

　その表情は暗く、意気阻そ喪そうとしている。

　肩かたに乗っているミュウも彼女の感情を理解しているのか、慰なぐさめるように頬を擦すり寄せてくる。

「でも、もう……。伊織が言っていたことの方が正しいのかもしれない。召喚なんて……」

「諦あきらめるのか？」

「……え？」

「そんな程度で、もう諦めちまうのか？」

「でも……召……」

「召喚はできる」

「えっ……」

「俺が保証する」

「でも……」

「でも、とか言うな。俺はただ励はげます為だけに言ってるわけじゃないからな？　至って真ま面じ目めだ」

「……」

「異世界召喚はある。ただ今ちょっと都合が悪いだけなんだ。だから大だい丈じよう夫ぶ」

　それは彼女にとってなんの根こん拠きよも無い無責任な発言に聞こえるだろう。

　でも、俺は召喚が止まっている原因を知っているし、その原因がこの俺だということも知っている。

　それは〝真実〟だ。

　だから、その思いは、思いだけは、必ず彼女に伝わるはずだ。

「近いうちに召喚はある。それでも、柚葉はもう諦めるって言うのか？」

　俯うつむいていた彼女。

　しばらくして顔を上げる。

　その円つぶらな瞳ひとみは――淡あわく滲にじんでいた。

「……あきらめ……たく……ない」

　彼女はその場にたたずみ、肩を震ふるわせていた。

「……あきらめたくない…………けど……」

「けど？」

「……できることは全てやってきた……それでも全然ダメで……」

「うん」

「もう他に手立てが無い……でも……このままじゃ……私……どうすれば……」

　柚葉――

「――俺を信じろ」

「……」

「行けるよ。そうだろ？」

「……」

　彼女は沈ちん黙もくしたままだった。

　だが、しばらくして、繊せん弱じやくな体が何かを振り絞しぼるように震える。

　彼女は頷うなずいた。

　そんな細くて小さい体を俺は――。

　両手で柔やわらかく包つつみ込んだ。

「……!?」

　そして耳元で囁ささやく。

「大丈夫、俺が必ず異世界へ連れて行ってやる。だから――」

　次の瞬しゆん間かん、

　俺は、

　彼女に、

　――キスをしていた。

「……！」

　驚いて瞳を揺ゆらしていた柚葉も瞼まぶたを閉じる。

　すぐに体の強こわ張ばりは解け、その身を預けてくる。

　唇の柔らかい感かん触しよくと、その奥おくにある熱い感覚が伝わってくる。

　彼女の鼓こ動どうを懐ふところに感じながら、心地よい気分に晒さらされ、意識はどこかに流されそうになる。

　そんなぼんやりとした視界の端はしに俺は――。

　立ち上る蒼あおい光を見つけた。

　もしやと思い、柚葉の両肩に手を置いたまま体をそっと離す。

　彼女は戸惑っていたが、すぐに辺りの異変に気づいてそちらに目を向けた。

「な、なに？　これ……」

　蒼い光は柚葉の足下から溢あふれ出でていた。

　即そく座ざに光は地面の上を走り抜け、彼女を中心とした半径二メートルほどの方陣を形成する。

　そして格子状の門もん扉ぴと思おぼしきものが方陣の中央に描えがかれ、それが今まさに開こうとしていた。

　俺はすぐに状態強ステータス・デ制開示イスクローズを柚葉に使う。




【二宮柚葉】

［桜さくら田だ祐介への好感度］ＭＡＸマツクス




「どうやら、本当にそうみたいだ」

「え……何が??」

「きたんだよ。異世界召喚の時が」

「……」

　状じよう況きようがなかなか呑のみ込めないのか、柚葉はただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　しかし段々と理解してきたようで、突とつ如じよ、彼女らしからぬ大きな声を張り上げた。

「……えええええっ!?」

「よかったな」

「えっ、えっ、で、でも、どうして??　…………あっ」

　困こん惑わくしているうちに彼女の体は消え始めていた。

　まるで欠損してゆくデジタルデータのように、足下から立ち上る蒼い光に体が削けずり取られてゆく。

　既に出現した異世界への門ゲートは救世主を迎むかえ入れる為、大きく口を開けていた。

「じゃあな、向こうでも頑がん張ばれよ」

「っ!?　待って、まだ心の準備が！」

「何言ってんだよ、あんなに行きたがってた癖くせに」

「だって、急すぎる……それに祐介とも……まだ……ちゃんと……」

　俺はもう一度、彼女の体を抱だき締しめた。

「柚葉なら向こうでも上う手まくやれる。それにミュウも一緒だしな」

「そうじゃなくて……」

　激しく溢れ出した光の中で、彼女は何か言いたげで……でも上手く口に出せなくて……もどかしげな表情を見せる。

「あ、そうだ。あの時、柚葉が言ってたこと、ちゃんと分かってるからな」

「あの時？」

「俺が前に付き合ってくれって言った時、『一生は無理』って答えただろ？」
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「あ……」

「異世界に行ったきり、戻もどってこないつもりだったろ？」

「……」

「でも、必ず――帰ってこいよ」

　柚葉は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔を見せる。

　そんな時、光の粒りゆう子しが一いつ斉せいに彼女の体を掬すくい上げるように纏わり付いた。

「もう、時間だな」

「……！」

　蒼い光に覆おおわれ、彼女の声も表情も朧おぼろ気げになり始める。

　それでも柚葉は最後に何かを伝えたくて、声を振り絞る。

　だが、それは音としては伝わらず――。

　霞かすみが擦り抜けるように、彼女の姿が腕うでの中から消えていた。

　ふと周囲を見み渡わたせば、舞っていた光の粒子と足下の門ゲートは既に消え失うせていて、あるのは元の山道だけだった。

　何事も無かったかのように森の木々が風にざわめいている。

「……」

　彼女を無事に見送って、ここは安あん堵どする場面だが……。

　なぜだかちょっと寂さびしい気分がした。





×　×　×






【二宮柚葉】

［本日の桜田祐介への好感度］ＭＡＸマツクス







　召しよう喚かん完かん了りよう……。







終章　やっぱり、召喚待機中







　昼休み。

　柚ゆず葉はが異世界に召喚されてから数日後のことだ。

　俺は校舎横にある庭で芝しば生ふに腰こしを下ろし、ぼんやりとしていた。

　眼前には学園の広大な敷しき地ちを利用してバスケに興じている生徒達たちがいる。

　だがそれは極普通の高校生が楽しむようなバスケの風景ではない。

　そう、それはここが召喚予定者の学校だから。

　パスするボールは炎ほのおで燃え盛っているし、そのボールを受け取った生徒は三十人くらいに分身してるし、別の生徒がシュートをすればゴールの真下の地面が陥かん没ぼつしたりしていた。

　彼かれらが動く度に周囲の空気が耳鳴りするくらい振しん動どうするので、休み時間だというのにあんまりゆったりした気分にはなれなかった。

　そんな騒さわがしい連中がいたかと思えば、その反対側でバーベキューセットを広げ、魔ま法ほうで肉を焼いて昼飯にしているグループもいる。

　それは、いつもと変わらない平和な学園の風景だった。

「で、これはどういうことなんだ？」

「えっ……？」

　俺がふて腐くされたように言うと、長い耳がビクッと震える。

　それは隣となりで膝ひざを抱かかえ、丸くなっているクロワだった。

「あれから学園は普ふ段だん通りだし、特に異世界召喚が再開されたようには見えないんだが。その辺はどうなってるのか聞いてるんだ」

「それはそのぉー……色々と込み入った事情がありまして……あははははは……はぁ」

「あはは……じゃないだろ。ちゃんと説明しろ」

　すると彼女は観念したようにその場で立ち上がる。

「えーとですね……私が作ったあのゲートクローザー探知アプリなんですが……実は……重大な欠陥がありまして……」

「な……」

「いや……確かにゲートオープナーである祐ゆう介すけさんとゲートクローザーが引き合う力を計測して探知していることは確かなんですが……その精度に問題が……。なので恐らく……というか、確実に柚葉さんはゲートクローザーではなく、普通の召喚予定者ノーマルゲートだった……ということになります。なので……最初からやり直しですっ♪」

「なるほど、じゃあやり直すか……って、ふざけんなぁぁぁっ!!　俺にまた攻こう略りやくからやれってのか？」

「はい♪」

「楽しそうに言うな！　それになんで彼女はもう戻ってきてるんだよ！」

　俺はクロワとは反対方向を指差しながら言った。

　そこには、つい数日前に異世界へ旅立ったはずの柚葉が、戸惑った様子で立っていた。

　俺は確かに「帰ってこいよ」とは言ったが……。

　早過ぎだろ！

「『異世界での一年はこちらでの一日。年ねん齢れいもそれに合わせて戻る』ですが、何か？」

「あれ？　知らないの？　みたいに言われても困るんだが……」

「とにかく祐介さんは引き続きゲートクローザーの捜索と攻略をお願いします♡」

「このクソアプリでか？」

「可能性の高い者に反応しているわけですから、無む作さく為いに攻略するよりはだいぶ確率高いですよ？」

「……」

　せっかく解放されたと思ったのに……このポンコツウサギめ！

　俺が腹立たしく思っていると、やや距きよ離りを置いていた柚葉が、ほんのりと赤い顔をしながら、とてとてと近付いてきた。

　そして、ちょっとだけ背せ伸のびをして俺の耳元に口を寄せてくる。

　察して身を屈かがめると、彼女の声が鼓こ膜まくに届く。

「あの……祐介が私に……〝付き合って〟と言ったのは、その……ゲートクローザー……の可能性があったから？」

「え……」

　俺は返答に困ってしまった。

　それは確かにゲートクローザーのことが前提にあったからなのだが……でも、それだけではない気もするし……どう言ったらいいのか困惑する。

　柚葉はというと、先さき程ほどから不安そうな表情をこちらに向け、俺の答えを待っているようだった。

　そんな時だ。

　柚葉の声に聞き耳を立てていたのか、クロワが会話に割って入ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、柚葉さん」

「？」

「攻略といっても、互いの心が通じ合っていないとゲートは開放されないんですよ。ってことは、もうお分かりでしょう？　お互いの気持ちが本気だったからこそ、柚葉さんは召喚されたんです。分かり易やすい証拠でしょ？」

「……！」

　それを聞いた柚葉は、一瞬ハッとなった後、顔を赤らめながら俺を見てきた。

「ま、まあ……そういうことだから……」

　やや焦あせりながらそう答えると、彼女に少し笑え顔がおが戻る。

　と、そこでクロワが、自身の失態を棚たなに上げて調子の良いことを言い出す。

「そんなわけですから、これからは柚葉さんも協力してくれますし、だいぶ心強いと思いますよ。ねー？」

　話を振られた柚葉は、うんうんと頷く。

「祐介の三年後が心配……なので協力しまくる。でも条件がある」

「えっ……条件って？」

　俺は怖こわ々ごわ、聞いてみた。

「彼女＝イコール私。そこは譲ゆずれない」

「ああ、なるほど……って、ええっ!?」

「……その上で宜よろしく」

「はあ……」

　俺は短く返答した。

　そう答えるより他は無いよなあ……。

「そういえば、柚葉に思い切り俺達がやってることがバレてるけど大丈夫なのか？」

「ああ、魔ま法ほう爆ばく弾だんの心配なら無用ですよ。柚葉さんは攻略に成功したわけですから、既すでに対象から除外されています。その他のことについても内密にと約束してありますから。ねー？」

　クロワが再び尋たずねると、柚葉は無言で頷いてみせた。

　ちなみに裏山で起こった異世界召喚のことは目もく撃げき者がいなかったので生徒達にはバレていない。一応、学園長にも報告したが、「じゃ、そのまま引き続き頑がん張ばってー♪」と軽く言われただけだった。

　その時の俺は何のことだか分からず「？」だったが……。

　人の気も知らないで……。

「それはそうと……」

　柚葉が、何か口にし始めた。

　そして唐とう突とつに、手にしていた巾きん着ちやく袋ぶくろを俺に差し出してくる。

「祐介の為ためにお弁当を作ってきた」

「へ？」

「この前のリベンジ」

「あー……」

　俺が思い出したのが分かったのか、彼女は頬を染めながら軽く頷いた。

　前に彼女と召喚スポットを巡った時に、せっかく作ってきてくれた弁当がシェイクされてしまった事件があった。本人的にはそれが不本意だったのだろう。

「……食べてくれる？」

「ああ、もちろん」

　答えると彼女は嬉うれしそうに芝生の上に持参のシートを敷しき始めた。

　そんな柚葉の肩には、今まで当たり前に存在していた白竜ホワイトドラゴンの姿が無いことに気がつく。

「そういえばミュウはどうしたんだ？」

　俺は敷いてくれたシートに座すわり直しながら尋ねた。

　すると柚葉の動作が一瞬だけ止まる。

　そして少し寂しそうな表情を見せた。

「向こうに置いてきた」

「えっ……どうして？」

「元々向こうの世界の生き物だし、ミュウにとってもその方がいいと思ったから……」

　相棒のことを思い出したのか、黒目がちな瞳が潤うるんでいるようにもうかがえる。

「そうか……柚葉がそう決めたんならそれでいいんじゃないか？」

「……うん」

　なんだか湿しめっぽくなってきてしまったので、俺は慌あわてて切り替える。

「あ、そうだ。それをもらおっか」

　そう言って弁当に手を出そうとすると、彼女は慌てて手を引っ込こめた。

「ダメ」

「ええっ!?　それさっき俺の為に作ってきてくれたとか言わなかったっけ？」

「そう、祐介の為に作ってきた。だからこれは私が食べさせる」

「ああ、なんだ、そういうこと…………って、なんだとおぉぉっ!?　なぜ急にそんな……」

「私達、既にそういう仲では？」

　柚葉は、はにかみながら上うわ目め遣づかいでそう言ってきた。

　既にそういう仲……？

　えーと……言われてみれば…………そうだった!!

　込み入った事情があるとはいえ、俺は彼女を攻略したわけで。

「じゃあ私に任せて」

「はい……」

　花はな柄がらの巾着袋が解かれると、中から同じ柄の弁当箱が出てくる。その蓋ふたを開けると、唐から揚あげ、厚焼き卵、タコさんウインナー、おにぎりという、弁当として非常にオーソドックス且かつ、王道な料理が現れた。

　しかし、その中に一つだけ見慣れない……というか異質な食べ物を発見した。

　青くて四角いゼリーみたいなもので、そいつだけがやたら目に付く。

　どうしても気になったので聞いてみることにした。

「こ、これは何？」

「これは異世界の料理で、《スライムの煮こごりアスピツク》。美お味いしかったので向こうで教わってきた」

「ス、スライム!?」

「安心して。こちらではスライムが手に入らないので代用品で再現している」

　その代用品が何かは怖こわくて聞けなかった。だってゼラチン質の中になんかブツブツとした奇き妙みようなものが浮いていたから……。

「どれにする？」

「じゃあ厚焼き卵で」

　俺はスライムだけは避さけたいと、即決した。

　緊きん張ちようしながらそれが口元に運ばれてくるの待つ。

　だが、なかなかその時がやってこない。

　どうしたのかと思って柚葉の様子を探さぐると、なぜか彼女自身が卵焼きを咥くわえていた。

「ふぁい」

「ふぁいって……何やってんだ!?」

　彼女は頬ほおを染めたまま、俺に向かって口元を突つき出してくる。

　もしやこれは……。

「ふぁーん」

「って!?　これは俺の知ってるアーンじゃねええ！」

　こういうのは口移しって言うんだ！

　と叫ぼうとしたら、別の方向から声が上がった。

「ああっ、ずるいですよ！　祐介さんこっちでお願いします！　はい、ふぁーん……」

　クロワが唐揚げを口に咥えて、柚葉と同じように四よつん這ばいで迫せまってきた。

「ちょっ!?　お前まで何やってんだよ！」

「ゆうふけふぁんは、からはげすひですもんねー」

「ふぁまごのほうが、おいひいよ」

「お前ら、何言ってるのか分かんねえよ！」

　俺はシートの上を後退るが、獲物を咥えた猫みたいな二人が、足あし下もとからじわりじわりと擦すり寄よってくる。

　なんだ、この状況!?

　いよいよ逃げ出したくなってきた時だった。

「……ゆーくん」

　俺の真後ろで怒ど気きに包つつまれた声が上がったのだ。

「お……七なな美み!?」

　振ふり向けば、幼おさな馴な染じみの彼女が仁王立ちしていた。

「『お、七美』じゃないよ。また柚葉ちゃんに変なことさせようとしてたでしょ？」

「いや、むしろそういうことをしようとしてるのは柚葉の方なんだが！」

「それに、そっちのウサギ耳の子は何？　彼女にも手を出そうとしてたんじゃない？」

「この状況を見て、よくそう思えるな……。で、お前は何しにやってきたんだ？」

「ん？　あ、そうだ！　七美はこの子がすぐそこの林でうろうろしてたから連れてきたんだよ。柚葉ちゃんのでしょ？」

「え？」

　なんのことだろうと思ってぼんやりしていた柚葉だったが、七美の手の上に慣れ親しんだ相棒の姿を見つけて、口から厚焼き卵をポロリと落とした。

「……ミ……ミュウ??」

　ミュウは一瞬決まり悪そうにしながらも、涙なみだぐむ柚葉の姿を見た途と端たん、彼女の肩の上に飛び移った。

　いつもの定位置で嬉しそうに翼つばさを広げたミュウに、柚葉も穏おだやかな笑顔を見せていた。

　事情を知らない七美は、はぐれていたミュウを連れてきただけなのに感動の再会のようになっていて訳が分からないといった様子だった。

　そんな中、クロワが俺に近付いてきて耳打ちする。

「どうやら、こっそりついて来てしまったようですね」

　唐揚げをむしゃむしゃ食べながら、そう言った。

　柚葉はミュウのことを考えて置いてきたようだけど、この方が互たがいにとっても一番いいような気がする。

　久ひさし振りにほっこりした気分に浸ひたる俺。

　しかし、突如クロワが余計なことを言い出した。

「では、落ち着いたところで先程の続きを行いましょう」

　彼女は再度、弁当箱を手にしようとしていたのだ。

「あ、それ私のお弁当」

　阻止すべく柚葉が動き始め、七美までもがそこに加わる。

「二人共、そういうお世話は幼馴染みである七美がやるから大丈夫だよ？」

　一つの弁当箱に群がりだした彼かの女じよ達たち。

　そんな異様な光景を尻しり目めに、俺はこっそりとその場から逃げ出した。





×　×　×






「ふぅ……やばい、やばい」
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　校舎裏に逃げてきた俺は安堵の息を吐いていた。

　あのままあそこにいたら、どうなっていたやら……。

　俺はこんなことをしている場合じゃないんだ。早いとこゲートクローザーを見つけ出し、今度こそ攻略しなければならないのだから。

　俺は周囲を見回す。

　丁度昼休みとあって、この校舎裏にも何人かの生徒の姿がちらほらうかがえた。

　この辺で一度、使ってみるか。

　ポケットからスマホを取り出して、ゲートクローザー探知アプリを起動する。

「スキャン開始っと」

　すると画面上方に光点が現れた。

　ついてる、早さつ速そく見つかった！

　反応は前方。すぐそこの教室からだ。

　俺は逃すまいと急いだ。

　校舎内に入り、反応のあった教室の前までやってくる。

　ここは確か音楽室。

　この時間帯は誰だれも使っていないはずだが、中から歌声が漏もれてくる。

「きゅんきゅんきゅきゅーん♪　黄色いパンダの気ぃー持ち、それは恋こいなのー♪」

　なんだこの歌詞は……。

　合唱部の練習でもなさそうだし……。

　それはともかくとして、中に入って確かく認にんしないと。その為にここに来たのだから。

「失礼ー……」

　俺はそぉーっと音楽室の扉を開けた。

　中には女生徒が一人いるだけだった。

　一段高くなっている前方のステージに立ち、歌の練習をしているようだ。

　その少女の体には赤い光が淡く纏まとわり付いていた。

　これは柚葉の時と同じ現象。

　ってことは、彼かの女じよがゲートクローザーとして探知された人間で間ま違ちがい無い。

　だが、彼女はどこかで見た姿をしていた。

　髪かみの毛を小さくツーサイドアップにし、やたらフリルのついた衣装を身につけている。

　この格好は――。

　そうだ、学園のＣＭで見たことがある。

　プロモーションアイドル、Ａｒｋｈｅアルケーの衣装だ。

　しかもあれはセンターを張っていた子。

　彼女が目立って可愛かわいかったので印象に残っていた。

　今度はあの子を攻略しなければならないのか……。

　そんなふうに思いながらしばらく様子をうかがっていると、なんだか違和感を覚え始める。

　ステージ上で笑顔で歌う彼女の顔と、俺おれが知っている仏頂面で厳格な顔とが重なったのだ。

　確信となったのは歌いながら見せる剣けん舞ぶ。

　そして、手にしていたものが見覚えのある片かた刃は刀がたなだったこと。

「もしかして…………と……東とう堂どう伊い織おり!?」

　俺は、思わずそう叫さけんでしまっていた。

　彼女がＡｒｋｈｅアルケーのメンバーの一人だということは知っていたが、ＣＭを見た限りではそこに東堂の姿が見つからなかったので、おかしいなーとは感じていた。

　クラスの男子生徒が「ＣＭと雰ふん囲い気き違ちがくね？」と言ってたのを聞いてはいたものの、でもそれがまさか、センターの一番可愛らしい子だっただなんて……思いもしなかったのだ。

　だって、普段の冷たく厳しい雰囲気とは正反対で、目の前の彼女は優しい表情で微笑ほほえんでいたから。

　今も思わず叫んでしまった俺に対し、彼女は満面の笑えみでこちらにポーズを決めてくれていた。

　それは条件反射的に出るよう訓練された営業スマイル。

「はーい、いおりんだよ♪」

《いおりん》こと東堂伊織は可愛らしくポーズを決めた後、時間差で俺が何者なのかが次し第だいに分かり始めたようだ。

　彼女の顔が見る見るうちに真っ赤に燃え上がる。

「って…………ひああっ!?」

　彼女は慌てて両手で顔を覆おおい隠かくしたが、何もかもが既に遅おそかった。








〈了〉









あとがき







　どうも、藤ふじ谷たにあるです。

　新作『もうずっと、異世界召喚停止中!?』をお届けいたします。

　さて本作ですが、

《救世主として選ばれた者達が、いつまで経たっても召喚されなかったら？》

　という発想をもとに執筆いたしました。

　待てど暮らせど一向に召喚される気配がない。

　そんな召喚待機者達がどんどん増えて溜まってゆく。

　待ちくたびれたを通り越して、もう誰も召喚されるだなんて思ってもいない。

　そんな学園でのお話です。




　そういえば、本作で通算二十冊目（他社さんを含む）の本を上じよう梓ししたことになります。

　改めて全てを見返してみると、随分と書いたなあと思うと同時に、多くのキャラクター達の存在に気付かされます。

　この作品で生まれたキャラクター達も読者様の傍に置いて頂けると幸いです。




　ここで謝辞です。

　イラストレーターのたいやき様。多忙の中、本作を引き受けて下さり感謝致します。

　どのキャラクターも大変魅力的ですが、特にヒロイン度の高すぎる彩あや芽め先生がお気に入りです。

　企画立案時からお世話になりました前担当のＭ様、そして引き継ぎから最後まで、きめ細やかな対応で取りまとめて頂いた現担当のＳ様。有り難うございました。

　最後に、本作が出版されるまでにご尽力頂いた全ての方々と、この本を手に取って下さった読者様へ、お礼申し上げます。





平成二十八年二月吉日
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